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プロローグ




　結婚するなら一番好きな人と。

　多くの人がそう願うが、現実は違うという。

　あるデータによれば一番好きな人と結婚した人の割合は全体の三割くらいで、およそ七割の人たちがほかにもっと好きな人がいるのだとか。

　荘厳なパイプオルガンの音色を聞きながら、神楽かぐら雅まさ史ふみはふと思い返す。

　好きな人との結婚は絶対に望めないとあきらめたのは、いつの頃だっただろう。

　高校生、いや中学生だったかもしれない。

　それなのに今、目の前には女神かと見まがう最愛の女性が、少しはにかんだ美しい笑みを浮かべて雅史を見つめ返している。

　繊せん細さいなステンドグラスから射し込む光の中、神父の低く厳かな声がチャペルに響き渡った。

「では、誓いのキスを」

　純白のベールを持ち上げ、彼女の肩を引き寄せる。眩まばゆいほどの光に包まれた彼女を前にして、不覚にも鼓動が跳ねた。

　顔をゆっくり近づけ、愛しいその唇に自分の唇を重ねる。

　それは、気が遠くなるほど幸せなキスだった。

「愛してる」

　唇を離す間際、彼女にだけ聞こえるように甘く囁ささやく。

　ここへくるまでの道のりは決して平坦ではなく、ふたりのはじまりも褒ほめられたものではなかった。

　あの夜がなければ、今とは違う未来が訪れていたのかもしれない。

　彼女のあのひと言がなければ――。










予期せぬ一夜の過ち




　ブラインドを下ろし、照明を落とした無機質な部屋に、真剣な空気が満ちていく。

　脳神経外科の執刀医である神楽雅史を筆頭に麻酔科や薬剤科、リハビリ科はもちろん病棟や手術室の看護師が集まり、プロジェクターに投影されたＭＲＩ画像をもとにしたカンファレンスがはじまった。手術を明日に控えた患者の最終確認である。

「今回の症例は失語症と右う片へん麻ま痺ひを発症した七十歳の女性です。入院時のＣＴで左側頭葉に出血を伴う腫脹を認め、意識レベルは傾けい眠みん……」

　要点を整理した雅史の丁寧な説明に全員が聞き入る。医療秘書として雅史に仕える海え老び沢さわ楓かえでも、彼の説明に熱心に耳を傾けた。

　ここは日本でも屈指の神楽かぐら総合病院。あらゆる科を網羅し、地域の中核病院として名高い病院である。

　大学を卒業してからここで働いている楓は二十六歳。肩甲骨まである髪をきっちりとひとつに縛る色気のないヘアスタイルだが、派手な部類と言われる顔立ちのおかげか、メイクを控えめにしても地味に見られないのは喜ぶべき点かもしれない。

　医療事務の職員たちには制服があるが、医師付きの秘書はみな自前のスーツ姿である。初夏から夏の終わりにかけてはブラウスにスカートでもよしとされているが、それ以外はグレーや黒のスーツが義務づけられている。

　ゴールデンウィークが明け、ようやく堅苦しいスーツから、フェミニンな白いブラウスを着られる季節になった。

「海老沢さん」

　ワイシャツの上に白衣を羽織った雅史が楓に声をかける。楓は瞬時にノートパソコンを操作し、プロジェクターの画像を左ひだり総そう頸けい動どう脈みゃく撮影に切り替えた。

　彼の説明の速度に合わせて次から次へ画像を変更しつつ区切りのいいところまでくると、雅史から〝ありがとう〟を乗せた目線が飛んできた。決して揺らがない、自信に満ち溢あふれた真剣な眼差しだ。

　三十三歳にして神楽総合病院の脳神経外科を牽けん引いんする彼は、大学を卒業して研修医として働いた後、単身渡米。数年にわたり脳神経の最先端医療を学んできた。

　帰国後は彼の父親が院長を務めるここで、中核を担う医師として磨き抜かれた腕を存分にふるっている。

　それだけでも十分に人々の羨せん望ぼうを集めるが、雅史は人並みを大きく上回るほど優れた容姿の持ち主でもある。くっきりとした二ふた重え瞼まぶたの優しげな目元に通った鼻筋。そのマスクは老いも若きも女性を虜とりこにするくらいに甘い。

　雅史に会いたいがため、なにかと理由をつけて診察予約を取りつけようとする患者がいるのは困っている点だ。中には娘や孫の婿むこに所望する年配の患者もいて、あまり邪険に扱えないため色男とは大変なものだなと同情するときがある。

「以上のような観点から、右の横よこ頸けい静じょう脈みゃく洞どうからのアプローチで治療を進めたいと考えております。なにか質問はありますか？」

　ひと通り説明を終えた雅史がメンバーの顔をざっと見回すと、助手として執刀予定の東ひがし野のが手をあげた。雅史のほうがふたつ年下だが、経験値は上である。

「神楽先生、一点だけ確認をよろしいでしょうか」

　雅史が手のひらを上にして、どうぞと先を促す。

「左の内ない頸けい動どう脈みゃくからのアプローチも可能かと思うのですが、その点はいかがでしょう」

「こちらをご覧いただきますとおわかりになるかと思いますが、左のＳ状静脈洞が……」

　雅史の言葉に合わせて楓が画像を即座に変更すると、みなの視線がプロジェクターに注がれる。雅史はさらに説明を加えながら、新たにあがる質問にも淀よどみなく的確に答えていった。

　およそ一時間に及ぶカンファレンスが終わり、それぞれ立ち上がる。

　麻酔科の医師と話しながら部屋を出ていく雅史の背中を見送りつつノートパソコンをシャットダウンすると、脳神経外科病棟の看護師長、白しら石いし沙さ月つきが声をかけてきた。

「海老沢さん、神楽先生の秘書がすっかり板についたね」

　沙月は楓よりも三歳年上の二十九歳。気立てのいい美人で、患者からの評判もいいと聞く。

　楓が医事課からの異動で雅史の秘書になってから、なにかと気にかけてくれる優しい先輩だ。

「そうだといいのですが」

　秘書歴は一年。板についた実感はまだない。雅史の動きを予見して職務をこなそうと常に気を張っているが、出遅れるときもある。

「今のカンファレンスだって、神楽先生が『海老沢さん』って呼んだだけで、なにを求めているのかわかったんでしょう？　そういうの、阿あ吽うんの呼吸っていうのかな」

「いえいえっ、そこまでは極めてないです。もっと先読みして神楽先生の負担を軽くしてあげられたらと思うのですが」

　恐縮しつつ返す。

　将来この病院を背負って立つ雅史は多くの患者を抱え、その重責は楓の想像以上に違いない。先ほどのカンファレンスでは、どういった治療を予定しているか事前に確認する時間があったため、雅史の要求に即座に反応できただけだ。

　入職した当初は医事課で受付業務を担当していたが、雅史の医療秘書が急きょ退職となり、そのポジションに就いた。大学時代に秘書検定の準一級を取得していたことが人事担当の目に留まったのだろう。

　同じ院内の事務職とはいえ、医事課と秘書とでは業務内容がまるで違う。受付は患者とのやり取りがメインだが、医療秘書は医師のサポートが主な業務となるため、特に苦労するのが医療用語の多さ。受付ならどうにかなった知識の浅さを懸命に補っている段階である。

「謙虚なところもよし！　だけど神楽先生はだいぶ助けられていると思う。前任者は神楽先生よりずっと年上で扱いづらい感じだったし。プライドばかり高くて鼻持ちならないっていうのかな。まぁ若い子を連れてきて、先生に夢中になって仕事が疎おろそかになるよりはいいのかもしれないけど」

　沙月の言葉にドキッとせずにはいられない。じつは、楓は密かに恋心を募らせているうちのひとりである。

　院内の女性人気を集める先生だけに、それを見越した医事課のマネジャーから『くれぐれも神楽先生に上司以上の感情は持たないようにしてください』と異動前に厳重注意されていた。ところが心を必死にガードしていたにもかかわらず、雅史の魅力を前にして撃沈してしまった。

　しかし注意事項も守れない人間と思われたくないため、まったく興味ありませんという雰囲気を醸し出し、想いを封印して仕事に励んでいる。

　患者のみならず女性たちのうっとりした熱い視線をひとり占めする彼だから、そばにいる楓は嫉妬の対象になるため、そういった姿勢は外野への自己防衛にも有効だ。

「海老沢さんは大丈夫？　先生に心揺れたりしない？」

「今は仕事で手一杯です」

　ヒヤヒヤしながら答える。

「それに、たとえ熱を上げたとしても、私では相手にされませんから」

　患者の信頼も厚く、素晴らしい医師である雅史のお眼鏡にかなうわけがない。彼ならよりどりみどりだろう。

「それはどうかなー。意外と神楽先生のほうが夢中になっちゃったりして」

「そんなのありえませんから」

　冗談めかしておもしろがる沙月に笑顔で否定する。容姿も仕事もパーフェクトな男が楓に振り向くなんて百パーセントないと言っていいだろう。

　そもそも楓は自由に恋愛できない身だ。

「ともかく前任者が辞めて、海老沢さんが秘書になってくれてよかった。……あ、今のはここだけの話だからね？」

　沙月は自分の唇に人差し指をあてながら軽くウインクした。




　七階にある脳神経外科の医局の並びに、雅史の部屋はある。

　外来診療は週に三日のみ。それ以外は手術やカンファレンス、外部とのやり取りや論文作成など、様々な業務をこなしている。

　黒でシックにまとめられたその部屋の隅には楓の事務机も置かれ、患者のデータ管理はもちろん、国内外から送られてくるメールのやり取りや文ぶん献けんの整理も彼女の仕事である。

「海老沢さん」

　カンファレンスを終えて部屋に入るなり、先に戻っていた雅史が呼びかけてきた。デスクで目を通していた書類から顔を上げ、その先を続けようと口を開きかける。

「コーヒーですね。すぐにお淹いれします」

　ピンときたため続きを聞かずに返すと、雅史は「悪いね」とわずかに目を細めた。

　カンファレンスを終えた後、雅史は必ずと言っていいほどコーヒーを飲みたがる。それもとびきり濃くて苦い一杯を。一度試しに飲んでみたら、甘党の楓にはとても口にできる代物ではなかった。

　医局の隣にある給湯室に設置されたコーヒーメーカーで淹れ、すぐ部屋に戻る。

「お待たせしました」

「サンキュ」

　早速口をつけ、「はぁ、生き返る」と深く息を吐き出す。

「海老沢さんの淹れるコーヒーはどこで飲むのよりおいしいな。生き返る」

　褒め上手だから、その言葉が欲しいがために先手を打ちたくなるのを彼はきっと知らない。

「私のコーヒーで先生の命が救えるのなら、何杯でもお淹れします」

　雅史がひとりいるだけで数百、数千の患者の命が助かるのだからお安い御用だ。

「それはうれしいね。いっそ、マンションに〝海老沢コーヒーマシン〟を置きたいくらいだ」

「今なら一カ月無料でレンタルできますが、いかがですか？」

　冗談に冗談で返し、互いに笑い合う。

　それもこれも彼への好意を隠すため。なんとも思っていないからこそ軽く流せるのだと見せつけた。

「それから、こちらもどうぞ。お昼、まだでしたよね」

　楓のデスクに置いていた、サンドイッチとおにぎりの入った袋を差し出した。

「さすが海老沢さん」

　午前中の外来が予定より延び、雅史は昼食をとる時間もままならなかったため、楓がカンファレンス前に階下のコンビニで買ったものである。

　彼はカサカサと音を立てながら中身を取り出した。

「しかも明太子」

「お好きですよね」

「秘書の鑑かがみだね、海老沢さんは」

　椅子の背もたれに体を預け、感心したように唸うなる。

「それは買いかぶりすぎです。先生の動向を日々注視していますから」

　時間がないときに雅史が食べるおにぎりが、決まって明太子なのはチェック済みだ。

「ストーカーもびっくりだな」

「負けない自信があります」

　体の前で手を揃そろえ、顎を引いて口角だけ上げた澄すまし顔を向けたあと、ふたり同時にふっと笑みをこぼし合った。

　ジョークに見せかけた真実だとは雅史も思わないだろう。

「ところで明日の夜の予定は？」

「明日は午前中の外来のあと、午後二時から久く保ぼ様の手術がありますが、夜は会食等の予定は入っておりません」

　頭に入れておいたスケジュールを諳そらんじた。久保は、先ほどのカンファレンスの患者である。

「俺のじゃなくて海老沢さんの」

「私、ですか……？」

　自分の胸を指差し、小首を傾かしげる。

（私の予定なんてどうして？）

　まばたきを激しくさせながら続きを待つ。

「俺の秘書になって、明日で一年だろう？」

　ハッとした。まさにそうだ。

　雅史は卓上カレンダーを手に取り、明日の日付の欄を指差した。

「覚えていてくださったんですか!?」

「俺もキミのストーカーになれるんじゃないか？」

　不意にいたずらっぽい笑顔を向けられ鼓動が乱れたが、平気なふりをして「資質は十分だと思います」と返した。

　雅史の近くにいて平常心を保つのはとても難しい。少しでも気を抜いたが最後、今のように心拍のリズムが狂うから。自分でも忘れていた〝一周年記念〟を覚えていてくれたのも大きいだろう。しかも毎日忙しくしている雅史が、だ。

「手術が予定通りに終わったら食事へ行こう」

「……私と、ですか？」

　この一年、院内以外で雅史と食事を共にしたことはないが、今の言い方からすると病院の食堂ではなさそうだ。

「そのつもりだけど」

「……医局のみなさんもご一緒に？」

　うれしくて飛び上がりそうになるのを抑え、喜ぶのはまだ早いと自分を制した。

　慰労会や懇親会の類たぐいという可能性もある。そんな会も入職したときの歓迎会以来ないけれど。

「キミと俺のふたり」

　雅史は楓と自分を順番に指してから、指を二本立てた。

　ドクンと大きく心臓が音を立てる。

「そ、外で打ち合わせでしょうか」

　雅史があくまでも真面目顔だったため、楽しむための食事ではなく仕事の延長かとべつの可能性を探る。

　たまには趣向を変える目的があるとか。なにか違ったアイデアが浮かぶかもしれないと考えた直後に、クリエイティブ系の職種ではないと思いなおす。

「手術が終わったあとに仕事の話はできれば避けたいね」

「バイタリティに溢れた神楽先生ならそれもありかと思いましたが、全神経を研ぎ澄ませたあとですものね」

　雅史の申し出の意図は読めないが、なんとか平静を保っていつものように切り返す。

　それこそミクロン単位の血管を相手にするのだから、全身の神経を一極集中させたあと。込み入った話は避けたいだろう。

「もしかして今ので、海老沢さんの俺に対する評価を下げた？」

　傷ついたように眉をハの字にするのは、ちょっとした演技だろう。その証拠に目の奥は笑っている。

「いえ、神楽先生も人間だったんだなぁと安心しました」

「一応ＡＩロボットではないかな」

「それはよかったです」

　デスクに両肘をつき、組んだ手の上に顎をのせて涼しげな表情をする雅史に微笑み返す。

「ともかく本題。明日、一年が経過したお祝いをしよう。キミの一歳のバースデー」

　心の中に花火が盛大に打ち上がる。雅史が楓のために時間をとってくれるなんて、誰が想像するだろうか。

　でもそこでひとつの可能性が浮上する。

「これまでもそうしてお祝いをされてきたんですか？」

　楓だけが特別なのではなく、恒例の行事なのかもしれない。

「いや、海老沢さんが初めて」

　ドキッとしたが、その言葉の意味する真実にすぐ気づいた。

「これまで一年続いた方がいらっしゃらなかったんですよね」

　以前、沙月がそう愚痴をこぼしていた。秘書が替われば、関連する人たちもその都度一から教えなくてはならず負担は大きい。前任者たちは一年続かず、お祝いするまでもなかったのだろう。

「まぁそうだけど。……それで海老沢さんの明日の予定は？」

　なんとなく気を持たせるような語尾に引っかかったものの、期待は禁物だと頭を切り替える。

「特にはなにもありませんが……」

　明日の夜に限らず、ここ一年は病院とマンションを往復する毎日。予定があるとしたら、たまに友人と食事に行く程度だ。

「じゃ決まりだな」

「でも、お祝いなんて」

　医局のみんなと一緒ならいざ知らず、上司にそこまでしてもらっていいのだろうか。

「たまには優秀な部下を労う時間をとったっていいだろう？」

　雅史は一度決めたら、そうそう譲らない頑固な一面がある。だからこそ三十三歳の若さで、日本屈指の病院で脳神経外科を引っ張っていけるのかもしれない。

　今回のお祝いも相応の理由がない限り、たぶんなくなりはしないから、ここは部下として素直に応じよう。

「お忙しいのにすみません。ありがとうございます」

　落ち着き払って返したが、今にも空高く飛び上がりそうなほどうれしかった。

「手術時間が延びる以外のドタキャンはナシだ」

　雅史は念押ししてコーヒーを飲み干した。




　楓の住むマンションは、病院から歩いて十分の距離にある。病院のすぐそばに寮もあるが医師や看護師が優先で空きがなく、近辺の不動産会社を回り、家賃と通勤距離の条件がもっともよかった物件である。

　それほど戸数のない五階建てマンションの三階の角部屋は１ＤＫと、ひとり暮らしには十分な間取り。それほど荷物を抱え込むタイプではないため、すっきりしている。

　ダイニングテーブルにバッグを置いて手を洗っていると、ヴヴヴと空気を振動させる音が聞こえてきた。スマートフォンの着信だ。

　急いで手を拭いてバッグから取り出すと、それは実家の父からの電話だった。用件は見当がつくため、雅史に誘われて浮かれた心が途端に重くなる。

「はい、楓です」

　スマートフォンを耳にあて応答すると、《楓、私だ》と父、芳よし郎ろうの低い声がした。

　たったひと言で威厳を感じさせるのは、楓の地元、千ち葉ばでも有数の海え老び沢さわ総合病院で院長を務めているせいもあるだろう。

《約束の期限は過ぎたが、いったいいつ戻ってくるつもりなんだね》

「あ、うん……」

　曖あい昧まいに答えながら壁に提げたカレンダーを見やる。間もなく五月中旬、朝夕は涼しいが、昼間は半袖でも十分な陽気になってきた。

《一カ月も超過してるのは私の気のせいか？》

「お父さん、ごめんなさい。わかってるんだけど、もうちょっとだけお願い」

　耳を貸してはくれないだろうが、懇願せずにはいられない。

　秘書の仕事が軌道に乗り、雅史との信頼関係も築かれつつある今、そのポジションを失いたくない。明日には秘書になって一年のお祝いをしてもらえるのに。

　できるだけ長く雅史のそばで働いていたいというのが、なによりの理由だ。

《だが四年の約束だっただろう。もう十分自由にしてきたはずだ》

「それはそうなんだけど……」

　芳郎は事業拡大が悲願で、楓にはそのための政略結婚をさせたいと考えている。家の大病院を離れて過ごしたあとは必ず戻り、芳郎の薦める相手と結婚して共に海老沢総合病院を支えていくと、大学卒業時に約束していた。

　楓に与えられたのは〝四年間の猶ゆう予よ〟であり、一カ月半前の三月末でその期限は切れている。

　自由な恋愛は望めず、いずれは父の決めた人との結婚が待っていると子どもの頃から覚悟していた。そういうものだと半ばあきらめていたし、大きな病院を守るためには致し方ないと悟ってもいた。

　しかし卒業を機に実家を出て、病院や父の庇ひ護ご下かから離れて生活するうちに〝あともう少しだけ〟と欲が湧き、ずるずると期限を引き延ばしているのが現状である。

《四年間だけ自由にさせてほしいという楓の約束を私は守った。次は楓の番じゃないのかね？》

「うん……」

　そこをつっこまれるとつらい。約束は守るためにある。芳郎にとって、四年待つというのは最大限の譲歩だっただろう。

《勤め先はどこだ。退職を言いづらいなら、私が言ってやろう》

「だ、大丈夫だから」

　じつは芳郎には職場の話をしていない。それどころか、ひとり暮らしの住まいの場所すら明かしていなかった。芳郎の口添えで辞めさせられたらたまらないと警戒したためである。とはいえ、芳郎なら調べようと思えば可能だろう。

《では自分でしっかりけじめをつけられるんだな？》

「……はい」

　そう答える以外になかった。




　翌日、楓は雅史が執刀している手術の時間を使って、欧米で発表された脳神経に関する論文の翻訳にあたっていた。

　小学生のときにネイティブの家庭教師がついていたうえ、大学の英文科に在学中に交換留学で一年間イギリスにいたため、英語はお手の物。医療専門用語の部分は翻訳できず、そのままの単語を使う以外にないが、それほど苦労せず進められる。

　雅史も語学は堪能だが、日本語で読むほうが労力は少なくて済むため、楓は時間が許すときには積極的に翻訳に時間をあてている。

　でも今日はなかなか集中できず、何度も手を止めてはため息の連続だった。それもこれも昨夜の父からの電話が原因にほかならない。

　約束を交わしたときには四年後に実家へ戻ることにそれほど抵抗を覚えなかったのに、今は考えるだけで心も体もズーンと重くなる。大きな石を詰めたリュックを背負ってパソコンに向かっている感じだ。

（お父さん、私を誰と結婚させるつもりなんだろう……）

　楓には五歳離れた兄がおり、彼が海老沢総合病院の次期院長なのは間違いないが、院内の優秀な医師か大手の取引先の御曹司あたりだろう。恋愛感情のない人と結婚するのは覚悟していたはずなのに、今になってどうしてこんなにも抵抗があるのか。

「今日にでも神楽先生に退職の話をしなくちゃならないよね」

　せっかく雅史が祝ってくれるのに食事の席で辞める話はしたくないし、お祝いしてもらってから後日話すのもずるい。となると手術が終わって戻ったとき以外にないだろう。

（食事はキャンセルかな。残念……）

　楓の深いため息が、やけに静かな部屋に大きく響いた。




　雅史が部屋に戻ってきたのは、それから二時間ほど経過したときだった。当初予定していた時刻通り。シャワーを浴びてきたのか、ふわりとシャンプーが香る。

「執刀お疲れ様でした。久保様のご容態は？」

　立ち上がって出迎えた。

「まだ麻酔から覚めないけど手術は成功。あと三十分もすれば意識が戻るだろう」

「そうですか。よかったです」

　雅史なら手術の失敗はないだろうが、成功と聞くとホッとする。

「翻訳？」

　雅史が楓のパソコンを覗き込んだ。

「はい、先生がお戻りになるまでに終わらせたかったのですが」

　まだ四分の一ほど残っている。雅史の戻りが早かったのではなく、楓のスピードが落ちていたためだ。

「いつも助かるよ。じゃ、俺は久保さんの様子を見てからあがるから、そうだな……一時間後に駐車場で待ち合わせよう」

　雅史は腕時計を確認して、ハンガーにかけておいた白衣を羽織った。

「あ、先生、今夜のお食事なんですが、その前にお話が」

「話なら店で聞く。ドタキャンはナシと言っただろう？」

「っ……」

　なんて鋭い。断る雰囲気でも漂わせてしまっただろうか。雅史に先を越され、二の句が継げなくなる。

　雅史は楓に向かって軽く手をあげ、戻ったばかりの部屋から再び出ていった。

（……どうしよう。困ったな）

　これでは食事の席で話す以外にない。

　楓は肩から脱力するように息を吐き、ストンと椅子に腰を下ろした。

　ひとまず翻訳をキリのいいところまで進めよう。

　これ以上考えたら気分が滅入るだけだと、気を取りなおしてパソコンに向かった。




　約一時間後、地下駐車場に停められた雅史の車のそばで待機していると、それほど待たずに彼がやってきた。

「お待たせ」

「いえ、私も今来たばかりです。本当にお疲れ様でした」

「海老沢さんもお疲れ様。乗って」

　ドアロックを解除した音がしたため、助手席側に回り込んで緊張しつつ乗り込む。車はスムーズに発進し、スロープを回って地上へ出た。

　ふたりきりの食事も彼の運転する車の助手席に乗るのも初めてのため、なんともいえず落ち着かない。病院では雅史の居室にふたりでいるのがあたり前なのに、車だと妙に意識してしまう。狭い空間と、彼の車という特別感も関係するのかもしれない。

　車は、ネオンが煌きらめく街を快調に進んでいく。

「久保さん、無事に目を覚ましたよ。容態は安定してる」

「そうですか。見事な執刀だったと聞きました」

　帰るときにたまたますれ違った手術室の看護師長の言葉である。

「俺ひとりの手柄じゃない。チームあってこその医療だ」

「謙虚なところも女性のハートをくすぐるんでしょうね」

　有能な医師なのは間違いないのに、常に周囲への感謝や気遣いを忘れないところも素敵だ。

「海老沢さんのハートをくすぐるのも成功した？」

「危うく大爆笑するところでした」

「そういう意味じゃないんだけど」

　雅史はハンドルを握りながらクスッと笑った。




　彼に連れられてやってきたのは外資系の高級ホテルだった。ここにあるフレンチレストランの予約をしているという。

　こういったホテルで両親と兄の四人で何度か食事をしたことがあるが、ここ数年そんな機会もないため、久しぶりに気分が高揚する。

　でも今夜は大事な話をしなくてはならないと思い出し、気持ちの高ぶりもすぐに頭打ちになった。

　普段病院では白衣やスクラブを着た雅史を目にしているが、今日は上質なスーツ姿。タイトなデザインは体の線にフィットして、彼の逞たくましさをより際立たせている。

　姿勢のよさや振る舞いの美しさは、中学高校と剣道部の主将を務めただけある。行き交う人たちの視線が自然と彼に注がれた。

　エレベーターを降りてついていくと雅史が立ち止まり、「ここ」と楓に振り返る。

　壁に掲げられた看板にはフレンチレストラン『クールブロン』とあった。

　名前を告げ、すぐに案内された個室は黒でまとめられたシックな内装。センスのいい大人の空間といった風情だ。

「俺は車の運転があるから飲めないけど、海老沢さんはワイン飲むだろう？」

　向かい合って座るなり、メニューを開いた雅史が顔を上げて楓を見る。

「あ、いえ、私ひとりで飲むわけにはいかないので、神楽先生と同じものでお願いします」

「せっかくのお祝いなんだから遠慮するな」

「いえ、今夜は大丈夫です」

　重い話が待ち構えているため飲むわけにはいかない。

　しかし楓がいくら断っても雅史も譲らず、押し問答の末、一杯だけワインをいただくことになった。

　言いだしたら曲げない雅史の性格的な部分もあるが、以前、お酒は結構飲むほうだと話したのをきっと覚えていたのだろう。本当は飲みたいのに雅史に遠慮していると考えたに違いない。つまり気遣いのひとつだ。

　ほどなくして運ばれてきたワインとスパークリングウォーターで乾杯する。フレッシュでフルーティーな味わいのワインが喉に心地いい。

「手術でお疲れなのに、こんな素敵なレストランに連れてきてくださってありがとうございます」

　ワイングラスをテーブルに置き、改めてお礼を言う。

「たまたま執刀したわけでもないし、疲れとか気にするな。むしろ執刀直後は神経が冴さえ渡ってる」

「そうなんですか？」

「体の内側が燃えるような。だからアルコールはかえって危険」

「火に油ですね」

　笑みを浮かべながら返したら、雅史が親指と中指をパチンと鳴らす。その通り、と言いたいのだろう。

「だから海老沢さんは一杯と言わず、好きなだけ飲んだらいい」

「お酒は好きですけど、そんなに飲んだら神楽先生に醜しゅう態たいを見せてしまいますから」

「海老沢さんの醜態？　それは非常に興味があるね」

　雅史は片方の口角だけ上げ、いかにも悪ぶった笑顔をする。そうしても美しい顔立ちは崩れず、甘いマスクにほどよいスパイスが効いてかえってカッコいいのが憎い。

「見てもおもしろいものじゃないです」

　見苦しい姿は見せたくない。

「そう？　かなり興味深い」

「私を酔わせてどうするつもりですか？」

　おどけた口調で冗談を飛ばす。

　どんなつもりもなにもないだろう。雅史は話の流れで言っただけ。会話のキャッチボールだ。

「そうだな、都合よくホテルにいるし、部屋に連れ込んでもいいね」

「スイートルームなら考えます」

「それならお安い御用だ」

「さすが神楽先生ですね。気前がいい」

「任せておけ。よし、交渉成立だ」

　ポンポンと小気味よく返し、めでたく合意に至る。

「ところで、今のはセクハラか？」

「私的にはセーフです」

　雅史が真顔で呈した疑問に、楓が両手をテーブルの上で平行に動かす仕草をして、互いにふっと噴き出す。

　楽しいやり取りを終えたちょうどいいタイミングでアミューズが運ばれてきた。

　ブロッコリーのキッシュや鴨かも肉にくのスモークなどが彩りよく盛り合わせられていて、目でも楽しめる。フォークにのせて早速口に運んだ。

「おいしい。上品なお味ですね」

　さすがラグジュアリーなホテルにある高級フレンチ、味わい深い。特に鴨肉のスモークはワインが進んで危険だ。

「気に入ってもらえてよかったよ」

　微笑んだ雅史がいつになく眩まぶしくて、思わず目を逸らす。職場から離れたせいか、普段の緊張感走る真剣な表情とのギャップにはからずもドキッとした。

　その後、スズキのソテーや国産牛ロースのグリエなど、ゆっくりとサーブされる料理はどれも絶品で、お腹が満たされていく。

　他愛のない話をしながらデザートのフォンダンショコラが出される頃には、とうとうディナーの終わりが見えてきた。

　早く退職の話をしなければと頭ではわかっているのに、その話題を振ろうとすると途端に口が重くなる。

　退職が本決まりになれば、雅史とこうして食事をするのは今夜が最後。お腹と同時に満たされているはずの心が翳かげりそうになったそのとき、秘書として雅史に初めて会った日のことが蘇よみがえる。

　医事課のマネジャーに連れられ、雅史の部屋を訪れたときの彼の顔は今とは全然違っていた。

『秘書は必要ない』

　冷たく言い放った彼の気難しい表情はよく覚えている。

　新しい仕事にワクワクしていた楓は目が点。どうしてもと請こわれたのではなかったのかと、彼のその言葉に面食らい、傷ついたものだ。

　最後にはマネジャーに説得されて雅史も了承したが、容姿のよさはさておき、初めて近くで接した印象は決してよくなかった。いや、悪かったと言ってもいいかもしれない。

　そのときの彼の顔を思い出して、つい笑みがこぼれた。

「笑っちゃうほどショコラがおいしい？」

　雅史に気づかれ、目を細めて首を横に振る。

「神楽先生と初めて会ったときのことを思い出していました」

「俺と初めて会ったとき？　笑うような思い出なんかあった？」

「先生の印象、あまりよくなかったなって」

　勢いで素直に白状する。そんな暴露話はお初だ。

「ドストレートに貶おとしめるね」

　雅史が困ったように笑う。

「ほんとですね。すみません」

　上司を相手にして口が過ぎたため、肩をすくめて謝った。

「でも、仏頂面で『秘書は必要ない』って一刀両断されて」

「それは悪かった。今さらかもしれないけど謝るよ」

　両手を顔の前で合わせ、軽くウインクまでつけて雅史が謝る。

　そんなふうにされたら、どんな悪事でも許してしまいそうだ。すべてにおいて恵まれたイケメンは危険である。

　前任者とそりが合わず、秘書など面倒だと考えて冷たい言い方になったのは今なら納得できる。

「だけど、その言葉のおかげで認めてもらおうとがんばれたので結果オーライです」

　楓にもタイムリミットがあり、長く勤められないと自分でもわかっていたが、せめて仕事で認めてもらおうと奮起した。これまでほとんど必要のなかった医療の知識を得るために雅史の書架から専門書を借りて読んだり、脳神経外科の医局やナースステーションにもしばしば足を運んで医師や看護師たちと積極的に関わったりしてきた。

　半年経つ頃には、深い理解とまではいかなくても、広く浅く知識を得て彼の要求に素早いレスポンスができるようになり、さらに先手を打てるようになると雅史の態度も軟化していった。会話の合間にちょっとしたジョークを飛ばし合うようになったのは、それからさらに三カ月が経った頃だろうか。

　仕事を通したそれがとても楽しくて、心を弾ませて出勤する毎日を送ってきたが……。

　それをもう、手放さなくてはならない。居心地のいい場所にいられなくなるのがいよいよ現実味を帯び、急に胸が苦しくなってきた。この数カ月が楽しかったから余計に名残惜しい。

　雅史の顔も見られなくなる。実家に戻って結婚したら、もう二度と――。

　そう考えたら、胸をぎゅっと捻ひねり潰されるような痛みに襲われた。

（先生に会えなくなるなんて……）

　実家から離れて、束の間自由を謳おう歌かできればよかった。親の決めた人との結婚が待っている自分には恋なんて二度と必要のないものだったのに。

「海老沢さん？　どうかしたのか？」

　急に黙り込んでぼんやりしていたからか、雅史が心配そうに声をかけてきた。

「あ、いえ……」

　食べ終えたフォンダンショコラの皿にフォークを置き、首を横に軽くひと振りしたが、迫る決別の時を前にして心が悲鳴をあげる。

　好きでもない人との結婚が避けられないのなら、せめて……。

「先生と朝まで一緒にいられたらいいのに」

　気づいたら心の声がそのまま口から出ていた。

「……え？」

「や、やだ、私なに言ってるのかな」

　我に返り、焦りに焦って目があちらこちらに泳ぐ。

　雅史は虚を突かれたように口を半開きにしていた。部下に夜のお誘いまがいの言葉を投げられるとは予想もしていなかっただろう。当然の反応だ。

「今のは聞かなかったことにしてください」

　頭と口がうまく連動しないなんて、とんでもない不具合。発言に自分でびっくりして、心臓が体の中で前転でもしたよう。にっちもさっちもいかなくて、とにかく恥ずかしい。

　ケーキと一緒に出されていたコーヒーに口をつけたら、

「――っ」

　熱さで今度は唇が驚いた。

「大丈夫か？」

「だだ、大丈夫です」

　クスッと笑われて、さらにカッコがつかない。

「海老沢さんが慌てるところ、初めて見たな」

　いつも大人の女ぶった振る舞いをしてきたのは全部見せかけ。雅史への想いを悟られないための隠れ蓑みのだった。体じゅうにベールを纏まとい、好きな気持ちが彼から見えないようにしてきたから。

「すみません、ほんとに」

　穴があったら入りたい。というか、今すぐここに穴を掘って身を隠したい。

　肩を丸めて体を小さくし、雅史の視線が注がれる面積をなんとか狭くしようと躍やっ起きになる。そうしたって恥ずかしさが減るわけではないのがつらい。

「そろそろ行こう」

「……はい。ごちそう様でした」

　話を切り上げてもらえてホッとする。ナフキンで口元を拭って立ち上がった。

　結局、仕事を辞める話もできず、大きな失態を犯して終わり。きっと呆あきれられただろう。

（なにやってるのかな、私）

　自己嫌悪に陥りながら雅史に続いてエレベーターに乗り込む。ほかにも一緒に乗った人がいたおかげでふたりきりにならず、気まずくならないのは助かった。

（でも、このあとはどのみち車でふたりきりになるんだよね……。電車で帰りますって言ったら失礼かな）

　あまりにもひどい問題発言をしたため、どうにか車に乗らない手はないかと模索する。ところがエレベーターはノンストップで一階に到着し、名案が浮かぶ隙などない。

　勢いで「神楽先生」と呼び止めたが、雅史は「ちょっとここにいて」と楓をロビーで待たせ、なぜかフロントへ足を向けた。

（えっ、まさか……！）

　その行動の意味するものに心あたりはひとつしかない。ありえない速度で鼓動が打ちはじめる。

（ううん、違うでしょ。そんなわけないから）

　きっとなにかべつの理由があるに違いない。

　たとえば食事を終えたばかりのクールブロンの素晴らしさを伝えるためだとか、ホテルマンたちの接客サービスを称えるためだとか。そうやって無理やりこじつけなければ、この状況を説明できない。

　数分後、戻ってきた雅史は楓の肩を引き寄せ、エスコートするように歩きだした。

「あの、帰らないんですか？」

　この方向はエントランスとは違う。いや、違うどころか今降りてきたばかりのエレベーターに向かっている。

「帰る？　なぜ」

「お食事は終わったので」

「俺と一緒にいたいと言ったのはキミだろう？」

　楓を見つめた目に滲にじむ色香。それまでの紳士的な雰囲気を一掃するような甘い眼差しに射貫かれる。

「あれはその……」

　返答に困って言い淀んだ直後、とびきり素晴らしい言い訳を思いついた。

「いつもの冗談です」

　雅史と普段から楽しんでいるジョークのひとつだと思ってもらえれば、あの失言をうやむやにできる。

「いつもの冗談？」

　訝いぶかしむように目を細める。

「今ならキミは一カ月レンタル無料じゃなかったか？」

「それはコーヒーの話で」

「スイートルームなら考えるとも言っていた」

「言いました。でも……」

　雅史が本気でそうするとは思っていなかった。

「俺の記憶では交渉は成立したはずだけど？」

　雅史が探るように楓の目を見つめる。

　急に言葉が不自由になり、いつものように会話をポンポン繋つなげられない。迷って悩んで、いろいろな返答が頭の中でぐるぐる回る。

　なにしろ雅史の真意が掴つかめない。部屋までとったこと自体がジョークの可能性だってある。雅史が楓の無謀な願いを叶かなえようとするわけがないから。

　――でも。

　たったひとつだけたしかなものが、楓にはあった。

　好きでもない人と結婚する前に、雅史と朝まで一緒にいたい。それが一夜限りだとしても。

　その願いが、叶う瀬戸際まできた。

　乗り込んだエレベーターが上昇し、軽い音を立てて止まる。

「無理やりは俺の本意じゃないから最後に聞くが、海老沢さんがそれでも冗談だったと言い張るのなら、ここで降りずに扉を閉める」

　雅史はエレベーターの開ボタンを押したまま、楓の答えを待った。

　最後に彼と最高の夜を。

　この夜を一生の思い出にすれば、きっと生きていける。

　自覚したばかりの切実な願いが楓に決意させた。

　顔をぐっと上げ、彷徨さまよわせていた視線を雅史に合わせる。

「降ります」

　はっきり口にすると、雅史はふっと表情を和らげた。

「スイートルームなんですよね？」

　恥ずかしさを隠すために軽口を叩いたら、雅史は胸に手をあてて「ご希望通りに」と恭うやうやしく頭を下げた。

　直後にぐいと腰を引き寄せられ、ふたり揃ってエレベーターを降りる。

　恋ならしたことがある。でも、こんなにもふわふわした心地になった経験はない。

　胸の高鳴りは一歩進むごとに大きくなり、隣を歩く彼にも聞こえるのではないかと疑いたくなる。

　地に足がついていないような感覚で歩きながら部屋の前に到着した。

　ドアが開けられ、中に誘われる。

　雅史にスイートルームなのか確認したくせに、それを目で確かめる心の余裕はない。

　扉が閉まり、オートロックの音がした瞬間、後ろから抱きすくめられた。

「――っ」

　声は出せず、吸い込んだ息の音だけが唇の端から漏れる。心臓は限界まで早鐘を打ち、今にもショートしそう。

　耳のそばに雅史の吐息がかかり、それだけで気が遠のきそうになる。その寸でのところで、雅史に体ごと振り向かされた。

　指先で顎を持ち上げられ、絡み合う視線を堪能するまでもなく、彼の唇がゆっくり動く。

「楓」

　そっと名前を呼ばれ、ドクンと鼓動が弾んだ次の瞬間、唇が塞ふさがれた。

　ふたりの関係をゆっくり築く隙もない。そもそも今夜限りのふたりには、関係構築もなにもないのだけれど。

　やわらかな感触を確かめるように啄ついばみながら、雅史が楓の腰を引き寄せる。逞しい腕に包み込まれ、行き場を失った手を恐る恐る彼の背中に回した。

　雅史とキスしている状況が信じられず、どこか夢見心地。しかし唇を割った彼の舌が侵入してきた途端、そんな余裕は露つゆとなり消えた。

「……ん、ふ……っ」

　なまめかしい感触が口こう腔こう内を侵し、楓の理性を散り散りにしていく。絡まった舌先を器用に抜き差しされ、優しく吸い上げられた。互いの熱を移し合いながら、キスの温度が容よう赦しゃなく上がっていく。

（もうダメ……）

　頭がくらくらし、カクンと膝から崩れそうな楓を支えたのは、雅史の腕だった。

「シャワー、浴びるか？」

「……できればそうしたいです」

　キスのままベッドになだれ込まずにホッとする。雅史の前に汗で汚れた素肌は晒さらしたくない。

「じゃ、行っておいで」

　雅史は濡れた楓の唇を親指で拭い、見たことのない妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

　バスルームに駆け込み、機械仕掛けのようにぎこちない手つきで隅々まで丁寧に洗い、体じゅうに熱いシャワーを浴びる。

　豪華なバスルームに見み惚とれる心理的なゆとりはまったくなく、はやる鼓動を持て余すばかり。

（私、これから先生に抱かれるんだ……）

　院内の羨せん望ぼうをひとり占めしているドクターと一夜の過ちを犯そうとしている。

　冷静に考える時間を与えられ、とんでもない事態が急に恐れ多くなってきた。これならキスで理性を飛ばされたまま、勢いで抱かれたほうがよかった。

　雅史は、一周年記念のプレゼントのひとつとして楓の希望を叶えようとしているのだろう。そこに好意はなく、あるのは〝行為〟そのものだけ。

　でも、この夜を逃したら絶対に後悔する。

　愛のない結婚をする前に、ほんのひとときだけでもいいから好きな人と結ばれたい。たとえそれが、たったひと晩だとしても。

　コックを捻ひねってシャワーを止め、バスローブを羽織りパウダールームから出た。

　しかしスイートルームは広いうえドアがいくつもあり、方向感覚を失う。一度出入口のドアへ行きかけて戻り、リビングスペースに辿たどり着いた。危機的とも言える状況も関係しているだろう。とにかく気持ちが焦る。

　雅史はベージュ色の革張りソファに座っていたが、楓に気づくと立ち上がってやってきた。

「俺も浴びてくるから」

　頬をくすぐるように撫でられ、それだけで背中が泡立つような感覚になる。

　これまで意識しなかったが、その繊細な指先で体じゅうに触れられるのを想像して、すでに走りだしている鼓動が全力疾走に切り替わった。

（こんなんでひと晩乗り切れるの？）

　甚はなはだ疑問だが、ここまで来た以上引き返せないし、引き返したくない。

　やけに肝きもが据わっているのは、今夜を逃したら後悔するのがわかっているから。

　雅史がバスルームに消え、力が抜けたようにソファにストンと腰を下ろす。手持無沙汰でテレビをつけてみたが、賑にぎやかな音が耳障りですぐに消した。

　雅史が戻ったのは、それから間もなく。同じくバスローブ姿の彼を見て、とっさに目を逸らした。胸元の合わせ目がルーズで、そこに隠された胸板を想像するのは簡単。見慣れているはずの肘から手首にかけての逞しさまで目に焼きつき、全身から溢れる色香に完全にノックアウトされた。

「少し飲もう」

　雅史はフルボトルのワインとグラスをふたつ手にして、楓の隣に腰を下ろした。緊張を和らげるにはいいかもしれない。

　薄紅色のロゼが注がれたグラスを手渡された。

「ありがとうございます」

　軽く傾けて乾杯の仕草をしてから、口をつける。正直、味わうどころではなく、ただアルコールを流し込んでいるような状態。体の強張りを解きたくて一気に飲み干したら、雅史にグラスを取り上げられた。

「お酒が好きなのはわかるが飲みすぎは厳禁だ」

「でも、すごく緊張してるのであと少しだけ」

　気持ちに余裕が欲しい。この状況下で余裕を持つなんて無理な話ではあるし、アルコールでどうにかなるものでもないけれど。

「それなら俺がその緊張を解いてやる」

　雅史は自分のグラスからワインを口に含み――。

「えっ!?　ひゃっ……！」

　突然楓をソファに押し倒した。

　両手を拘こう束そくされて組み敷かれた次の瞬間には唇を奪われていた。驚きで半開きになっていた口からワインが流し込まれてくる。

「んっ……」

　かろうじて冷たさの残ったロゼは、不思議なことにグラスで飲んだときよりも濃厚な味わいだった。口移しのエロティシズムがそう感じさせるのか、頭がボーッとしてくる。

　いっそ、甘美な誘惑にもっと溺れたい。

　一夜限りだからこそ羞しゅう恥ちも理性もかなぐり捨て、心と体が求めるままに。

「もっとください」

　自覚するくらいうっとりした目で彼を見つめた。

「ねだるのがうまいな」

　雅史がうれしそうに微笑む。体を起こして再度グラスから口に含み、楓に飲ませた。

　一度目のワインを追いかけて、体じゅうを駆け巡めぐっていく。喉から胸を伝い、胃のあたりまでカーッと熱い。

　ほんの少しだけ唇から溢れたワインが頬から首筋へ流れていき、雅史はそれを舌で舐なめ上げ、唇を目指してキスを移動させていく。

「もう一回」

　調子に乗ってねだったが、雅史は二度目のお願いを叶えるつもりはないらしい。

「あまり酔わせたくないからもうやれない。その代わり」

　意味深に囁いたそのすぐあとに奪うようにして唇を塞いだ。

　先ほどよりも強引に歯を割り、口腔で舌が暴れはじめる。ワインでなく、雅史のキスに酔えとでも言われたみたいだ。

　注がれたアルコールが楓をふわりとした心地にしたのも束の間、意識を鮮烈に戻される。彼の言っていた通り、解けていく体。煽あおるようなキスが楓を熱く、甘くとろけさせていく。

（なんか、もう……）

　全身が火ほ照てって仕方がない。ふたりの吐息が入り混じり、キスの水音が静かな部屋に淫いん靡びに響く。

　熱くて熱くて、どうにかなってしまいそう。

　ぎゅっと繋いでいた片方の手が離れ、バスローブの合わせ目から中に忍び込んできた。当然ながら下着はつけていないため、雅史の手が素肌に直接触れる。

　膨らみを下から包み込まれ――。

「ぁ、っ……」

　甘ったるい声が、キスで塞がれていた唇の端からこぼれた。そんな声が自分のどこから出てくるのか不思議だ。

「かわいい声」

　雅史が鼻先同士を擦り合わせてうれしそうに笑う。

「先生……私、ひどい姿を晒すかもしれません」

「ひどい？」

　頷うなずいてから先を続ける。

「乱れすぎて先生に引かれるかも」

　いつも真面目ぶって澄まして仕事をしている楓からは、きっと想像もつかない姿だろう。

「それはすごく楽しみだ」

「私、本気で言ってるんです。だってキスだけでもう……」

　自分の体がどんな状態になっているのか、確かめなくてもわかる。お腹の奥のほうでもどかしさが募り、それがいつ決壊してもおかしくない。

「キスだけで濡れた？」

「はっきり言わないでください」

　いたずらっぽい目で意地悪に言われて、忘れかけていた羞恥が蘇る。

「言わせてるのは楓だってわかってる？」

　しかもさっきから雅史は楓を名前で呼んでいるため、その声を聞くだけで胸がきゅうんとありえない音を立てるからたまらない。

　そんなふうになる機会はこの先訪れないと覚悟していたため、その威力ときたら……。

「わかりました。すみません、余計なことを言いました。今のは全部忘れてくださって大丈夫です」

「いいや、忘れないね。素直に白状するかわいさは一生忘れない」

「一生って……！　そんな意地悪言わないでください」

　この行為自体、朝になったら忘れてもらったほうがいい。

「意地が悪い自覚はないけど、まぁだとしたら、楓の声がかわいかったから仕方がない。だからもう観念して、楓も俺を名前で呼んで」

「今、思いきり話が変わりましたけど」

「目的はどちらも一緒だ」

　言われてみればそうかもしれない。

「これからいやらしいことたくさんするのに〝先生〟じゃ色気がなさすぎるだろ？」

　たしかに、と頭の中で理解する。

「……では、雅史さん？」

　照れくささにふたをして要望に応えた。

「いいね。さっきの色っぽい声でそう呼んでみて」

「いきなり言われても無理ですから」

「それなら強制的に呼ばせるしかないな」

　バスローブの合わせ目を開き、雅史はやわらかな胸元に顔を埋めた。キスだけでとろけはじめていた体に、さらなる甘美な刺激が加わる。

　敏感な部分を念入りに責められ、もっと欲しがるように弓なりになる背中。革張りのソファを足で掻き、途切れ途切れの吐息が唇から漏れていく。

　――今夜が最初で最後。

　刹せつ那な的てきな想いが楓を大胆にさせ、乱れに乱れる。

　ソファで一度果てただけでは飽き足らず、場所をベッドへ移して何度も繋がっては解け、お互いの欲と熱をぶつけ合った。

　どのくらい時間が経ったかもわからない。

　好きな人に抱かれている悦よろこびは、束の間の幸せ。朝がくれば、また元通りの上司と部下に戻る。

　でも、それでよかった。

　ただただ欲望に溺れ、ひとときの情愛を交わし合い、ふたり一緒に官能の果てを幾度も見た。










想いの封印は鍵つきで




　翌朝、空が白みはじめた頃、楓は体に巻かれた雅史の腕をそっと外し、ベッドを静かに抜け出た。

　飽きもせずに抱き合ったあと、雅史は楓を腕の中に閉じ込めて眠りについたが、楓は残されたふたりの貴重な時間を眠りに費やしたくなかった。

　彼の寝息を聞きながらまどろみ、夜が明けるまで雅史のぬくもりを感じていた。

　パウダールームに脱いだままにしていた洋服に着替え、彼を起こさないように部屋を出る。夢のような時間はもう終わり。彼に抱かれるという願いが叶ったのだから、これ以上を望んではいけない。

　ロビーはホテルのスタッフ以外に人の姿はなく、音のない静かな時を刻んでいた。

　フロントで雅史の部屋へのモーニングコールをお願いし、悪いことをしているわけでもないのにコソコソと足早にエントランスを出てタクシーに乗り込む。

　街もまだ覚かく醒せいの途中。ゆっくり明けていく東の空が心と裏腹にやけに綺麗で、胸が苦しくなった。

　マンションに着き、シャワーを浴びようとバスルームに入ってドキッとする。鏡に映った自分の体に、無数の赤い花びらが散っていた。

　絶対に違うのに、まるで〝俺のもの〟と主張しているように錯覚する。

「どうしてこんなに苦しいの……」

　願った通り雅史に抱かれて幸せな朝を迎えられると思っていたのに、やってきたのは想像していたものとは違う朝だった。

（ひと晩だけ一緒に過ごせば満足するんじゃなかったの？）

　強く願えば彼に手が届くかもしれないなんて、浅はかにもほどがある。

　自分の欲深さに呆れ、それもろとも夢のような昨夜の時間を洗い流すように熱いシャワーを頭から一気に浴びた。




　どんな夜を過ごそうが身支度をして出勤すれば、またいつも通りの一日がはじまる。

　挨拶を交わし合いながら脳神経外科のナースステーションや医局を通り越し、雅史の部屋のドアを開けた。

（先生、ちゃんと起きられたかな）

　フロントにモーニングコールをお願いして逃げるように帰ってきてしまったが、無責任だったかもしれないと後悔だ。

　なにかあったときのために業務用以外にプライベートのナンバーも交換しているが、連絡をためらい放置していた。

　しかしこの一年、雅史は遅刻せず、それ以前にも時間にルーズな話は聞いていない。きっと大丈夫だろうと、祈るような思いで部屋の掃除を済ませる。

（神楽先生が出勤してきたら、何事もなかったように接しよう。ううん、接さなくてはダメ）

　自分に何度も言い聞かせ、デスク周りの整理をしているときだった。ドアが開く音に心臓が飛び上がる。

「お、おはようございます」

　出だしは口ごもったが、立ち上がってなんとか挨拶をした。うまく話ができるだろうかと、緊張が楓を包み込む。

「どうしてなにも言わずに帰った？」

　雅史は珍しく機嫌の悪そうな顔だった。眉間に深い皺しわが寄っている。

　真剣勝負の手術前でも、こんな表情は見たことがない。

「仕事なので着替えとか、ほかにもいろいろと準備が……」

　普段のようにうまく切り返せず、言葉を探して挙動不審になる。

「やり逃げされた女性の気持ちが、今すごくよくわかる」

「やり逃げなんて……！」

　そういうつもりはなかった。これ以上を雅史に望んではいけないと考えたからだ。

　抱いてもらえただけで十分と割り切らなければ、これから先の未来を歩いていけない。未練は苦しさしか生まないから。雅史は、一周年記念に楓の希望を叶えてくれただけだ。

「違う？」

「違います」

　雅史に念を押され、即座に否定する。

「キミも――」

　雅史が先を続けたそのとき、部屋のドアがノックされ、言葉が尻切れトンボになる。

「はい」

　とっさに彼から離れ、楓が返事をすると、開いたドアから院長秘書の田た所どころ修しゅう平へいが顔を覗かせた。

　田所はこの院内で唯一の男性秘書である。整髪料でしっかりと固めたオールバックの黒髪に銀縁の眼鏡をかけ、真面目を絵に描いたような人物だ。三十代前半だが、落ち着き払った様子からもっと上に見える。

「神楽先生、院長がお呼びです」

「院長が？」

「診察がはじまる前にお越しいただけますと幸いです」

　ほぼ一方的にそう告げ、田所は雅史の返事を待つまでもなく一礼してドアを閉めた。

　表情がひとつも変わらないのは彼の標準。感情が読めないため、楓は少しだけ苦手意識を持っている。

　雅史は腕時計で時間を確かめ、大きなため息をついた。

「ちょっと行ってくる」

「はい。いってらっしゃいませ」

　診察開始まであとわずか。雅史は足早に部屋を出ていった。

　緊張から解き放たれた楓は肩から息を吐き出し、力が抜けたように椅子にストンと腰を下ろす。

『キミも』

　雅史はそのあとなにを言おうとしたのだろう。

〝キミも一夜限りと割り切っていると思ったのに〟

　そんな言葉しか思い浮かばずヒヤッとする。

（〝やり逃げ〟を否定するのはＮＧだったのかな……）

　彼にしたら、肯定されたほうが都合がよかったに違いない。だからわざわざ『違う？』と確認したのだろう。

　自分の失言を後悔して頭を抱えた。
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　院長室のドアをノックした雅史は、中からの返事を聞いたあと入室した。

「お呼びでしょうか」

　この病院の院長であり、雅史の父でもある神楽慎しん一いちは、窓のほうを向いていた椅子をぐるりと回転させて顔を見せた。

　年齢のわりに白いものが多く混じった髪は秘書の田所同様にオールバック。目鼻立ちの整った顔立ちは、雅史が受け継いだ遺伝子だ。

　ゆったりとした所作で立ち上がり、慎一は雅史にソファを勧めた。彼が腰を下ろした真正面に雅史も座る。

「話はほかでもありません」

　慎一の丁寧な口調は昔からである。慎一は誰に対してもそうだが、息子相手でもその姿勢を崩さない。

　父親なのに一線を画した、どことなく遠い存在に感じさせるのはそういった姿勢も起因しているだろう。幼い頃からずっとそうだ。

「そろそろ縁談を進めようと思っています」

　仕事絡みと考えていたため、一瞬思考が置いてきぼりを食らった。

「……結婚、ですか」

　しかしその言葉を聞き、とうとうきたかと身構える。

　いつかその話が持ち上がるだろうとは心得ていた。両親がそうだったように、ゆくゆくは父の薦める相手との政略的な結婚があるだろうと。

　だからこれまで真剣な恋愛を避け、後腐れのないその場限りの関係を持ってきた。

　もしも昨夜の一件がなければ、多少のためらいを覚えつつ慎一の提案を受け入れていただろう。

　しかし今は――。

「院長、そのお話ですが」

「待ったは認めません」

　縁談はストップしてほしいと言いたかったが、慎一に遮られた。

「すでに水面下で動きはじめています。身辺整理が必要なら、なるべく早く関係を清算しておいてください」

　有無を言わさず続ける。つまり女性関係はクリアにしておけと言うのだろう。

「ですが、院長――」

「話はそれだけです」

　反論しようとした言葉まで止められ、それ以上は聞かないと言わんばかりに慎一が立ち上がる。

「院長！」

　話をさせてもらおうとしたが、丁寧な口調とは裏腹にその態度は強固なものだった。

「そろそろ診察の時間ではないですか？」

　腕時計を見て、それとなく退室を促す。同時にドアが開かれ、田所が姿を現す。まるで計ったように「神楽先生、こちらへ」と、慎一同様に部屋から出るよう催促した。

　仕方なく立ち上がり、「失礼しました」と頭を下げて院長室をあとにする。

　なんともいえない葛藤を抱えながら、雅史は診察室のある階下へと足を向けた。




　退職した秘書の後任として医事課から楓が異動してきたのは一年前。それまでの秘書は今ひとつで、中には一方的に雅史に熱を上げて仕事そっちのけになる者もいた。

　今度もまた似たり寄ったりだろう。秘書など煩わずらわしいだけだ。

　彼女にも、さして期待はしていなかった。

　ところが楓の仕事ぶりは、雅史をいい意味で裏切っていく。

　語学に長たけ、海外の論文の翻訳はお手の物。雅史が指示するまでもなく、興味を抱きそうな研究を翻訳してさりげなくデスクに置いておく。

　それだけではない。雅史の意図や考えを素早く察知し、こちらが求めているものを的確に提示する能力は、大企業で訓練された秘書にも引けをとらないだろう。

　楓には秘書としての資質が備わっており、決して大おお袈げ裟さなアピールをせず自然体でできるのが素晴らしい。頭の回転の速さや聡明さは会話の端々にも現れ、冗談も難なく返してくるなど、これまでの秘書とは決定的に違っていた。

　最初はそれだけだった。彼女の仕事ぶりに魅了され、よき信頼関係を築いていることに満足しているだけ。そこに好意はないはずだった。

　真面目一徹の彼女の、ふとしたときに見せる笑顔が気になりはじめたのはいつだったか。

　雅史の前では硬い態度を崩さない彼女が、患者の家族を交えた手術前カンファレンスで、大きな不安を抱く患者や家族にそっと寄り添う姿は今でもよく覚えている。静かに励ますあたたかい眼差しに、雅史の心まで掴まれた。

　気づいたときには、どうしたら彼女の気を引けるかと策を練っている自分がいた。

　女性に人気のパティスリーでスイーツを買ってきたときには、おいしそうに食べる彼女の弾けた笑顔に柄にもなくドキドキしたくらいだ。

　それとなく何度か食事に誘おうとしたが、冗談ととられたのかうまくかわされておしまい。無理強いはパワハラと取られかねないため控えてきた。

　昨夜は一周年記念にかこつけてようやく誘い出すのに成功し、奇跡的に一夜を共にできたのに、目覚めたときに楓の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

　彼女にも雅史に対する好意が少なからずあると思ったのは自うぬ惚ぼれだったのか。

　意図と関係なく進む縁談と、楓の読めない気持ちに困惑しながら雅史は診察室で患者を出迎えた。
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　楓が、院長に呼ばれた雅史を見送ってすぐ、再びドアがノックされた。彼ならノックはしないから、べつの人間だ。

　返事をしつつ立ち上がってドアを開ける。

「海老沢さん、おはよう」

　脳神経外科の看護師長、沙月だった。

「おはようございます。神楽先生でしたら今不在ですが」

「もしかして院長に呼ばれた？」

「どうしてそれを？」

　まるでこの場で見ていたみたいだ。

「たぶん結婚の話じゃないかな」

「……結婚？」

　聞き返した楓に沙月が頷く。たった二文字の言葉が、楓の心に刃を突き立てた。

「じつは昨日、友人と食事していたレストランで、院長が石いし川かわ製薬の社長と会っているのを見かけてね」

　石川製薬は医療用薬品を扱う企業としてはトップクラス。日本有数の製薬会社で、神楽総合病院でも多くの取引がある。

　お互いの息子と娘の結婚話をはじめた彼らの会話に、偶然近くのテーブルにいた沙月は友人そっちのけで耳を傾けていたらしい。

「院長は私にも気づかないくらい乗り気で話していたから、早速神楽先生にその話があるんじゃないかなって思って」

　秘書の田所がここに来るのを見かけ、きっと院長に呼ばれたに違いないと推測したのだろう。

「そう、だったんですね……」

　雅史は縁談が持ち上がってもおかしくない次期院長の立場。昨夜の出来事は、楓にとって望まないお見合い前の記念のようなもの。彼はただ、楓の願いを叶えてくれただけ。

　頭では割り切っているのに、現実を突きつけられて心が大きく乱される。

「海老沢さん、どうかした？」

　呆ぼう然ぜんとしていたが、沙月に顔を覗き込まれて我に返った。

「……あ、いえ」

　急いで笑顔で取り繕う。

（やだな、あたり前の展開じゃない。神楽先生には神楽先生の人生があるのはわかっていたんだから）

　昨夜は、ひととき脇道に逸れただけ。本来の道に戻ったにすぎない。

「なんだか顔色が悪いけど」

「ちょっと寝不足なだけですので大丈夫です」

　これは本当だ。その理由は決して明かせないが。

「そう？」

　沙月がさらに注意深く楓の顔をうかがったときだった。ドアの向こうから「白石師長」と沙月を探すような声が聞こえてくる。

「私、行かなくちゃ。神楽先生の続報が入ったらまたね」

　沙月は楓に手をひらりと振り、聞こえた声に「はーい」と応えて部屋を出ていった。

　大病院の次期院長である雅史にとって、政略的な結婚は楓同様、避けて通れない道だろう。

　楓も父親からせっつかれ、今まさに同じ状態。それも心は雅史に捕われたまま、まったく違う人との結婚を進めなければならない。

　楓はパソコンの前にストンと腰を下ろし、昨夜やりかけた論文の翻訳をはじめた。

　こういうときに無心になって取りかかれるものがあるのは助かる。雅史の結婚話と昨夜の過ちなど多くの雑念を振り払い、楓は一心にパソコンに向かった。




　午前中の診察と昼休憩を終えた雅史が部屋に戻ったのは、午後二時を過ぎた頃だった。白衣を着たまま、深く息を吐きつつ椅子に腰を下ろす。今日はこのあと来客が一件入っている。

「診察お疲れ様でした」

　労いのコーヒーを彼のデスクに置く。

「ありがとう。この一杯を楽しみに診察を終えてきた」

「そうだと思って、とびきりおいしくお淹れしました」

　いつものように切り返す。

　ふたりの間にはなにも起こっていない。昨夜の出来事は楓の胸の奥底にしまい込み、二度と出てこられないように厳重に鍵をかけた。

　父親の決めた相手との結婚が待っている楓にとって、そうするのが一番。大切な思い出として、永久にそこで眠らせる。

「それはうれしいね」

　雅史は早速口をつけ、大きく息を吐き出した。いかにもおいしいといった様子だ。

「やっぱりうちに海老沢コーヒーマシンを置こうと思うんだけど、どこに掛け合えばいい？」

「無料レンタルのキャンペーンは残念ながら終わってしまいましたので」

「それじゃ、いくらだ？　いくら払えばそのマシーンを置ける？」

　雅史はデスクに両肘をついて手を組んだ。楓に向かって身を乗り出す格好だ。

　まるで楓を手に入れたいと言われているみたいで胸がざわつく。

（今のは単なるジョークなんだから）

　心を揺らすなと自分を制す。そこに好意があるはずはないのに、昨夜の過ちのせいで自分に都合よく捉えてしまうからかなわない。

「……ご相談には応じかねます」

　きっぱりとした口調で返したが、目は逸らした。

「どうして」

　冗談めかした切り返しが見つけられず、目線を外したまま泳がせる。いつものように接しようとするのに空回りだ。

　困っている楓を助けるかのごとく、デスクの上にある固定電話が内線の着信を知らせて音を立てる。

「はい、海老沢です」

　総合受付から来客の連絡だった。このあと予定に入っている医療機器メーカーの社長が来院したという。雅史は院内で使用している機器関連の権限を持っている。

　受話器を置き、「先生、お客様がお着きです」と話を強制終了させた。




　来客のお茶を出し、頃合いを見計らって遅めのランチに向かう。

「蚊かに刺された？」

　同じく遅い昼食をとっていた沙月に不可解なことを言われたのは、休憩室でお弁当を広げ、せっせと口に運んでいるときだった。

「蚊、ですか？」

　向かいに腰を下ろした沙月に聞き返す。

「うん、このあたり。そろそろ蚊が出てくるシーズンだもんね」

　自分の首元を指差して教えられて初めて気づいた。昨夜、雅史につけられた痕あとだ。

「あ、そ、そうですね」

　あやふやに答えながらブラウスの襟えりを整えるが、そうしても隠しきれないようで、「痒かゆそう」と言われてしまった。

「……もしかして、蚊じゃないとか」

　沙月につっこまれてギクッとする。怪しさ満点の反応をしたため、虫刺されではないと悟ったか。

「いえ、蚊です。痒いなと思ってはいたんですけど」

　取り繕いながら箸を持ち、玉子焼きを掴もうとしたが、なぜか掴み損ねる。動揺しすぎだ。

「ふふ。やっぱりそうなのね」

「そう、ってなにがですか？」

「海老沢さん、彼氏いたんだ」

　沙月がニコニコと屈託のない笑みを浮かべる。完全に〝黒〟と踏んでいる顔だ。キスマークの確証を掴んでいる。

「いえ、いません」

　そこに嘘うそはないが、昨夜の情事は事実のため目が盛大に泳ぐ。

「院内の人？」

　沙月の詮索は終わらない。テーブルに身を乗り出し、目を輝かせて興味津々といった様子。相手を見つけるぞと気合十分だ。

「本当にそうじゃないんです」

「その痕は蚊とは違うでしょう。どんな人なの？」

「いえ、本当に虫刺されなんです。……あっ、そろそろ行かなくちゃ。白石さん、すみません。このあと来客がありますので、先に戻りますね」

　腕時計を確認して、まだ空っぽになっていない弁当箱をそそくさと片付ける。わざとらしさは否めないが、これ以上詮索されたらうっかり口を滑らせそうで怖い。

「あっ、ちょっと、海老沢さん！」

　沙月に呼び止められたが、会釈だけ返して休憩室をあとにした。




　その日の夕方、退勤時刻を過ぎ、楓がスタッフ専用の通用口に向かっていると雅史が追いかけてきた。

「海老沢さん、ちょっと待って」

　楓の後ろを歩いていたスタッフが、立ち止まった楓と追いついた雅史を見ながら通り越していく。

「なにか、しそびれた仕事がありましたか？」

　今日中に終わらせるべきものは完了させたつもりだが、うっかり忘れたものでもあったか。昨夜の一件と雅史の縁談話とで動揺しているため、ありえない話ではない。

「いや、そうじゃない。今朝の続きを話そう」

　雅史は軽く頭を振り、楓をまっすぐ見た。今朝の続きといったら、ひとつしかない。

「昨夜のことだけど――」

「それでしたら先生のご心配には及びません」

　言いたいことはわかっているため、雅史の言葉を遮って結論を急いだ。大事な縁談がある彼に余計な心配はかけたくない。

「それはどういう意味だ」

「後腐れのない一夜限りと心得ています。先生にご迷惑はおかけしません。私も遊びでしたから」

　小さな声だがきっぱり言いきった。それ以外になかった。

　本意でない政略結婚を持ち出し、思い出づくりだったと言えば好意があると受け取られかねない。それは避けたかった。

　雅史からただならぬ不穏な空気が漂ってくる。その言葉ではなにか足りなかっただろうか。過ちと割り切っているだけでは物足りないか。

　ぐるりと思考を辿って、ひとつ大事なことに気がついた。

「もちろん誰にも口外しません」

　楓が誰かに漏らすのを不安視しているのかもしれない。大切な縁談が控えているのに妙な噂うわさを流されたくないだろう。

　ところが雅史は不満そうに眉根を寄せ、楓の言葉に納得していないようだった。

「キミも俺と同じ気持ちじゃなかったのか」

　いつになく鋭い眼差しに責められているよう。なにを言いたいのかわからず、鼓動がドクンと弾む。

　雅史に距離を縮められたため、足をじりじりと動かし後退していく。そのうち背中に壁があたり、それ以上下がれなくなった。

　誰かに見られやしないかと気が気でない。

「キミは一夜だけの関係だと割り切って俺に抱かれたのか。そこに気持ちはなかったのか」

　壁に手をつき、楓を見下ろす。切なさの滲んだ眼差しに胸の奥深くまで射貫かれ、呼吸すら苦しい。

　それでは雅史には〝気持ちはあった〟というのだろうか。

　彼の放った『キミも俺と同じ気持ちじゃなかったのか』という言葉が頭の中をぐるぐると渦巻く。

　いや、そんなはずはないと打ち消すいっぽうで、そうだったらいいのにと期待せずにはいられない。

　息が詰まるほどの緊迫した空気の中――。

「楓」

　雅史が切実な声で名前を呼んだそのとき、彼の白衣のポケットでスマートフォンがヴヴヴと震えはじめた。その瞬間、ふたりの間に取り巻いていた緊張の糸が切れる。

　雅史は小さなため息をついてポケットからスマートフォンを取り出した。

　彼が耳にあてたそれから《救急搬送です》と漏れ聞こえてくる。

「意識レベルは？」

　体を離して電話に答える雅史を見つめながら、楓は細く長く息を吐き出した。しかし胸は依然として高鳴っている。

　彼の口から発せられた言葉を一字一句頭の中で繰り返し、自分に都合のいいように捉えそうになったため慌てて頭を振る。

（先生が私を好きなんてありえない）

　この一年、好意を感じる場面なんて一度もなかった。だから違う、そうじゃないと心を宥なだめすかした。

「脳のう梗こう塞そくを疑われる患者が搬送されたそうだ」

「私も仕事に戻りましょうか」

「いや、キミは大丈夫だ。お疲れ」

　そう言い置き、雅史が白衣を翻ひるがえして立ち去っていく。

　戸惑いに揺れながら雅史を見送る楓は、少し離れた場所から険しい視線を注がれていることに気づきもしなかった。




　翌週の月曜日、出勤して簡単に清掃を済ませたあと、楓はパソコンを立ち上げてメールチェックをはじめた。

　一通ずつ確認をしていくと、英語のタイトルに行き着く。開くとそれは、アメリカのオハイオ州にあるジェファーソン州立病院からのものだった。

　雅史が一時、脳神経外科医としての腕を磨くために勉強していた病院である。

　用件は、近くアメリカで開かれる学会への参加を誘うものだった。雅史は論文を提出していないが、聴講してはどうかというもの。

　スマートフォンのスケジュールアプリを開き、取り急ぎ彼の予定を確認すると、その時期に手術や会合、来客の予定などは入っていない。

（先生にその気があれば行けそう）

　とはいえ緊急の手術が入る可能性はあるが。そのあたりは特別難しい処置でない限り、ほかの医師への引き継ぎさえできれば問題はないだろう。

　雅史が出勤してきたのは、楓がたまったメールをすべてチェックし終えたときだった。ドアが開くと同時に椅子から立ち上がる。

「おはようございます」

「おはよう」

「神楽先生、早速ですが」

　少しでも隙を与えたら、あの夜の話になりそうな気がしたため、すぐにメールの件を切り出す。

「ジェファーソン州立病院のスチュワート先生からのメールです」

「スチュワート先生から？」

　プリントアウトしたメールを目の前に差し出すと、手に取った雅史が目を落とす。

「学会へのお誘いか」

「はい。スケジュール的には問題ありません。出席のお返事をお出ししましょうか」

「そうだね。先生にも久しぶりに会えるし、優秀な医師や研究者が集まる場はいい刺激にもなる」

「承知いたしました。では早速」

　楓が椅子に座ってキーボードを打ちはじめると、雅史はモニターを覗き込んだ。

「海老沢さんの名前も伝えておいて」

　手を止め、彼を見上げる。

「私も、ですか？」

「秘書なら同行するのは当然だろう」

　これまで国内の出張には同行していたから不思議はないが、一線を越えてしまったため素直に頷けない。

「それとも職務を放棄する？」

　すぐに答えない楓を訝いぶかりつつ、雅史がせっつく。

　仕事の放棄は楓にとってなによりも避けたいことだ。職務はしっかりこなしたい。

　それに、ここで変に気にして〝行かない〟と答えたら、あの夜の一件を気にしていると思われるだけ。遊びだと言った以上、それは避けたい。

「同行させていただきます」

　律りち儀ぎに頭を下げて返した。

　本来なら父の言いつけ通りに退職を願い出なければならないはずが、また先延ばしにしてしまった。雅史との一夜を思い出にして辞めると決めたばかりなのに。

（でも今度こそ、これで最後。アメリカへの同行で本当に終わりにしなくちゃダメ）

　満足そうに頷いた雅史が、「海老沢さん」と名前を呼んだそのとき。部屋のドアがノックされ、こちらが返事をするまでもなく扉が開かれる。

　顔を出したのは、院長秘書の田所だった。

「本日の午後、なにかお急ぎのご予定は入っていらっしゃいますか？」

　挨拶もすっ飛ばして唐とう突とつに尋ねられた。

「三時にカンファレンスがありますが、それ以前でしたら……」

　楓が答えると、田所は雅史と楓に順番に目を向けて続ける。

「では二時半。院長室におふたりでお越し願えますか」

「ふたり？　海老沢さんも一緒に？」

「はい、そうです。院長からそのように仰おおせつかっておりますので」

　田所は雅史たちの返事も聞かず、音も立てずにドアを閉めた。

　雅史と顔を見合わせて首を傾げる。これまで院長から揃って呼び出されるなどなかったため、その理由は見当もつかない。

「ちょうどいい。アメリカ行きの話もしておこう」

「はい。では、院長にお見せできるようメールの案内もプリントアウトしておきます」

「ありがとう」

　雅史に会釈で返し、パソコンに目を落とした。




　その午後、ランチをとった楓は、雅史に連れられ院長室の前までやってきた。

　用件が推測できず妙な緊張感に包まれながら、ノックをした雅史に続いて入室する。

　院長室には大きなデスクと書棚、そして立派な応接セットがある。ここへは何度か訪れたことがあるものの、どことなく緊張を感じさせるのは病院トップの肩書きのせいだろう。

　楓は院長夫人に面識はなく顔を知らないが、おそらく雅史は父親似だ。目元など整った顔立ちはよく似ており、若い頃にはかなりモテたという噂も聞いたことがある。楓の父親とは同年代だが、少し老けているか。

　慎一はふたりにソファに座るよう手で促しながら、ゆったりと腰を下ろして微笑んだ。友好的な態度だが、相手は院長のため緊張感は変わらない。

「忙しいところお呼び立てして申し訳ありません」

　向かいに座った慎一が、穏やかな話しぶりで切り出す。

「早速ですが、本題に入らせてもらいます」

　その視線が一直線に楓に注がれた。

「海老沢さん、あなたは雅史とどういうご関係でしょうか」

　それは予想もしない質問だった。

　院長が、ふたりの関係を問いただすような情報、たとえばあの夜の一件を知っているとは思えない。ましてや楓の気持ちなど知るはずもないだろう。

　声も出せずに目を白黒させる。

「院長、いったいなんの話をするつもりですか？」

　すかさず雅史が間に割り込んだ。

「なんの話もないですよ。ただふたりの関係を確かめたいだけです」

「なぜそのような話になるんですか」

　雅史の問いかけに楓も心の中で頷く。質問の意図が掴めない。

「先週でしょうか、雅史が海老沢さんと通用口にいるところを見かけましてね。その様子が上司と部下のものとは思えなかったものですから、念のための確認です」

　退勤した楓を雅史が追いかけてきたときのことだとピンときた。

　声は抑えていたし、周りに人はいなかったが、まさか院長に目撃されていたとは予想外だ。

「雅史はこれから大事な縁談が控えています。先日も、女性関係は清算しておくようにと釘くぎを刺したところなんですよ」

　雅史だけでなく、楓にも圧力を与えるつもりなのだろう。丁寧な口調なのに、その声には拒絶の色が滲んでいる。

　慎一の放つ尖とがった空気で肌がピリピリして、とても居心地が悪い。突然高い山の頂上に連れてこられたみたいに酸素濃度まで薄い感じがする。

「……院長がご心配されるような関係ではありません」

　そう返すので精一杯だった。

　そして、そこに嘘はない。ふたりの関係は、あの夜限り。愛情も将来の約束も、なにもないのだから。そもそも、そんなものが存在していいはずがない。

「そうですか。それは安心しました」

　大前提として、あの夜はひとときの戯たわむれだった。雅史の気持ちが楓に向いているわけではないのだ。

「海老沢さん、先に部屋に戻ってください。私は院長と話がありますので」

　雅史の言葉に慎一も異存がないようだったので楓は立ち上がり、深くお辞儀をして逃げるように院長室をあとにした。
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　楓が出ていった院長室で、雅史は慎一と真向かっていた。

　いくら通用口で楓と意味深な会話をしていたとはいえ、雅史の彼女への気持ちを見抜いたのだとしたら、慎一は侮あなどれない男である。

　自分の妻とは長らく別居しており、心を通い合わせずにいるというのに。

「一般家庭だったら、雅史の選んだ相手に文句はありません。しかしうちは、日本でも有数の総合病院。経営が継続して安泰であるためにも、見合った相手との結婚が望ましいのはわかっていますね？」

　楓が席を外してもなお、慎一はその手を緩めない。

「それが結婚で叶うとは思っていません。家同士、会社同士の結びつきだけが経営の基盤ではないはずです。お互いに信頼できる夫婦の絆きずながあってこそ――」

「青くさいことは言うものではないですよ」

　慎一が一笑に付す。

　ここへ楓も一緒に呼びつけたのは、雅史もろとも牽制するためだろう。進めようとしている縁談の邪魔になってはならないと。通用口でのやり取りだけで確証は掴めなかっただろうが、都合の悪い芽は早く摘つむに限るといったところか。

「ともかく私のほうは石川製薬との話を進めておきます」

「院長！」

「話は以上です」

　慎一が雅史を遮ったタイミングで部屋のドアが開く。一度ならず二度までも、まるで聞いていたかのように秘書の田所が現れた。

「神楽先生、こちらへよろしいでしょうか」

　部屋を出るように催促する。静かな声なのに拒絶をいっさい許さない強さを秘めていた。










ふたりの刺客が想いを突き動かす




　予定されている手術に加えて緊急の処置も入り、多忙を極めた二週間があっという間に過ぎていった。

　そのせいもあり、雅史とはあれきり仕事以外の会話はしていない。

　このままお互いに一夜の火遊びと片づけたほうがいいに決まっている。雅史には製薬会社の令嬢との縁談が控え、楓にも近々見合い話が父からあるだろうから。

　楓がちょうどお昼を食べ終えてお弁当箱を片づけたときだった。テーブルに置いていたスマートフォンが電話の着信を知らせて小さく鳴る。画面には父、芳郎の名前が表示された。

　また退職を催促する電話だろうと、恐々応答をタップして耳にあてる。

「もしもし」

《なんだ、打ち合わせ中か？》

　小さな声がそう思わせたのか、芳郎が問いかける。そんな気遣いをするのは珍しい。

「ううん、大丈夫」

《今夜、少し時間をとれないか？》

　いきなりで面食らう。

「時間って……」

　つい身構えて聞き返した。

《たまには食事でもどうかと思ってね。都内に出てきてるんだ》

「こっちに？」

《せっかくだから楓の顔を見て帰りたい》

　顔を見たいなどと言われるのは初めてかもしれない。声の調子が明るく、どことなく機嫌がいいのは気のせいか。

　しかしそう言われれば断れない。深く考えるまでもなく楓は承諾した。




　芳郎と待ち合わせた場所までタクシーを飛ばす。

　高級ホテルの最上階にあるイタリアンレストランは、母が生きていた頃、家族四人で一度だけ来たことがある。

　あれはたしか母の誕生日、楓が小学六年生のときだった。仕事に忙殺されていた芳郎が珍しく家族を連れ出した場所だ。最上階からの眺望がすばらしく、母がうれしそうにしていたのが昨日のことのように思い出される。

　そのレストランを指定したことに深い意味などないだろうが、つい感傷的な気分になった。

　店に到着して名前を告げると、男性スタッフに窓際のテーブルに案内される。

「楓、待っていたぞ」

　がっしりとした体格のせいか、芳郎はその姿だけで威圧感を与える。彫りの深い顔立ちには皺が目立ち、正月に会ったときよりも白髪が増えたように見える。

　鷹おう揚ように微笑んだ芳郎の向かいには、なぜか男性がひとり座っていた。ネイビーのスーツに薄いブルーのネクタイを合わせた爽さわやかな装いで、さらりとした黒髪に穏やかな目元、通った鼻梁の下にある口元には自然な笑みが浮かんでいる。

「久しぶりだね、楓さん」

　楓が高校生のときの家庭教師、重しげ森もり英えい太ただ。もっと言えば楓の元彼であり、〝初めて〟を捧げた男である。

　楓より五つ年上のため現在は三十一歳。大学生だった当時も容姿に優れていたが、すっかり大人の男へ成長している。

「……どうしてここに？」

　楓が大学生のときに、彼の海外赴任がきっかけで別れたきりだ。

「どうしてって私が呼んだんだ」

　英太に聞いたが、答えたのは芳郎だった。

　てっきりふたりきりで食事だと思っていたため、予想外の人物の登場に動揺を隠せない。元彼だからなおさらだ。

「とりあえず座ったらどう？」

　英太に促されて芳郎の隣に腰を下ろすなり、スパークリングワインが運ばれてきた。

　言われるままに乾杯とグラスを傾ける。

「いつ日本に？」

　仕事の都合で海外に行って、それきりだった。

「半年前だったかな。楓さんはどうしてるかと気になっていたけど忙しくてね」

　ふわりと笑った顔が当時と重なる。

　出会いは楓が高校二年生のとき。大学四年生だった英太は年齢よりずっと落ち着いた、物腰のやわらかい青年だった。

　当時母親を亡くして塞ぎ込んでいた楓を懸命に励まし、寄り添ってくれたのはほかでもなく英太だ。心にできた隙間を埋めるように恋心が芽生えるのは必然。勉強だけでなく、キスもその先も教えてくれたのは英太だった。

「忙しい英太くんなら仕方がないだろう。なにしろ、『プライムシー』を背負って立たなければならないからね」

「それはもう少し先の未来ですけどね。僕もまだまだです」

　芳郎の言葉に謙虚な姿勢を見せる。

　英太は日本でも指折りの医療機器メーカー、プライムシーの御曹司である。

　神楽総合病院はライバル企業の医療機器を使っており、業務上の繋がりはないが。

　英太は大学を卒業後、一度はプライムシーに入社したが、勉強のために他企業の海外支社へ赴任。別れはそのときだった。

　現在はプライムシーに戻り副社長として活躍していると、嬉き々きとした芳郎の口から聞かされた。

「英太くんをここへ呼んだのはほかでもない。結婚相手として楓に改めて紹介するためだ」

「け、結婚相手って、ちょっと待って、お父さん」

「父さんはもう十分待ったぞ？　四年の猶予を与え、その期限すら過ぎている」

　芳郎が楓を一刀両断する。

「英太くんなら相手として申し分ないし、楓にとってもいい話じゃないか」

　当時のふたりの関係を知っている芳郎は、問題ないと言いたげだ。むしろ喜ばしい相手だと喜色満面。楓に連絡をよこしたときに、どことなく機嫌がよかった理由が今わかった。

　楓と付き合っていたとき、プライムシーはまだ中小企業の位置づけだった。そのため芳郎は『英太くんとの結婚はあきらめなさい』と再三にわたり楓に忠告していた。当時の芳郎にしてみたら、彼の海外赴任は絶好のチャンスだったに違いない。

　しかし実績のある他社メーカーを買収するなどして、ここ数年のうちに大企業へと急成長を遂げたため考えを改めたのだろう。

「急にそんな話をされても」

「急ではないだろう？　以前からそういう約束だったはずだ」

　芳郎の言う通りのため、返す言葉もない。そもそも芳郎は、政略結婚の形をとるにせよ、楓の幸せを思うからこそ英太を相手として選んだだろうから。一緒になりたいと願っていた相手なら、楓も喜ぶに違いないと。

　政略結婚と同時に娘の願いも叶えられると、どことなく得意満面だ。

「院長、その話はまた改めてしませんか？　今夜は楓さんと再会したお祝いの席にしたいです」

　楓が困っているのを察してか、英太がやんわりと制す。

　芳郎も異論がないようで、「そうだな」とすぐに応じた。英太は昔から芳郎の扱いがうまい。

「僕が海外赴任してからの数年間、楓さんはどうしてた？」

「私は……」

　優しい調子で問いかけられ、ぽつぽつと話しはじめる。しかし料理はおいしくても、ゆっくり味わう心境ではなかった。
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　院長に呼び出されてから二週間と少しが過ぎ、六月に入った。

　楓にきっぱりと『院長がご心配されるような関係ではありません』と否定されて以降、彼女とその話題に触れていない。本当に一夜限りの遊びのつもりだったのか、彼女に本音を問いただそうとするたびに邪魔が入り、なかなか核心に迫れないせいである。緊急オペや出張なども入ったためチャンスに恵まれず、もどかしさを抱えていた。

　再び慎一に呼ばれて院長室へやってきた雅史は、ソファに座る女性に気づき足を止める。

「雅史、こちらは石川製薬の社長のお嬢さんだ」

　慎一が雅史の結婚相手にと考えている女性である。

　一年ほど前、慎一に連れ出された医療関係のパーティーで会ったが、それきりだ。

　慎一に紹介されて彼女が立ち上がり、小さな花柄のスカートがひらりと揺れる。雅史に向かって頭を下げた。

「雅史さん、お久しぶりです。芹せり菜なです。覚えていらっしゃいますか？」

　緩やかにカールした髪が胸元で揺れる。令嬢らしく品があり、ぱっちりした目をした華やかな顔立ちだ。

　しかし、彼女がなぜここに。

「院長、どういうことですか」

　病院で見合いというわけでもないだろう。

「挨拶もなしに失礼じゃないか」

「院長、お気になさらないでください。雅史さんもきっと驚かれたのでしょうから」

　芹菜がすかさずフォローすると、慎一は小さな息をひとつついて溜りゅう飲いんを下げた。

「芹菜さんには、しばらく雅史の秘書として働いてもらおうと考えている」

「秘書？　それなら必要ありません。海老沢さんがいますから」

「彼女の補佐としてでもいい。雅史の仕事ぶりを見たいという芹菜さんたっての希望なんだ」

　唐突すぎる話に眉根を寄せて反論するが、慎一はまったく意に介さない。

「総務にも医局にも、話は通してある」

　すでにそこまで手回ししていたとは、なんたる速さなのか。

「雅史さん、ぜひお願いしますと私からわがままを申し上げたんです。夫になる人の働く姿を近くで拝見したくて」

「キミと――」

「まぁ、そういうわけだ」

〝結婚するつもりはない〟と言おうとしたが、慎一に遮られた。雅史の意思は芹菜には伝わっていないようだ。

「芹菜さん、少々わがままなところのある息子ですが、大目に見てやってくださいね」

「はい、もちろんです」

「院長、勝手に話を進めないでください」

　当事者である雅史を置き去りにした決定事項に反発したが、「芹菜さんがいる前でやめなさい」と慎一に制され口を噤つぐむ。今ここで騒ぎ立てても無駄だろう。

「では私はこのあと、来客があるから」

　例のごとく、秘書の田所が現れる。ドアを大きく開いて待つ姿に急かされ、雅史は渋々院長室を出た。

「雅史さん、私のわがままに付き合わせてごめんなさい」

　隣を歩く芹菜に軽く右手を振って〝いや〟と仕草だけで応えるが、本音では勘弁してくれという気持ちだ。

「ただひとつだけ言っておきますが、私はあなたとの結婚は考えていません」

「えっ」

　ぴたりと足を止めた彼女に構わず歩き続ける。結婚の意思がないのはきっぱり伝えておくべきだ。その気もないのに思わせぶりにしたくない。

「今はそれでもいいです。でも、私と結婚したいと思ってもらえるようにがんばりますね」

　小走りで雅史に追いついた芹菜が小首を傾げる。肩を軽く上げ、はにかんだ笑みを浮かべる芹菜だが、雅史にはまったく響かない。楓しか見えていないのはもちろん、どことなく〝この角度でこうすればかわいらしく見せられる〟と自覚しているようで興ざめする。

　雅史は外国人がするように両手を上に向けて小さなため息をついた。




＊＊＊＊＊




　雅史が院長室に呼ばれて二十分が経過した。

（そろそろ診察時間になるけど大丈夫かな……）

　ドアが開いたのは、楓が腕時計で時刻を確かめて自席で立ち上がったときだった。

「先生、間もなく――」

　雅史に声をかけようとして、後ろから入ってきた若い女性を見て言葉を止める。目元がぱっちりしたかわいらしい女性だ。パフスリーブの真っ白いブラウスを着ているせいか、綿帽子のように全身からふわふわした雰囲気が漂っている。

　患者の家族だろうか。しかし、そうだとしたらここまで来たりはしない。話をするならカンファレンスルームと決められているからだ。

　訝りつつ「おはようございます」と頭を下げる。どことなく困惑気味の雅史を見て不安が押し寄せた。

「雅史さんの秘書の方ですか？」

　彼を下の名前で呼んだ彼女に困惑しつつ、尋ねられて「はい。海老沢と申します」と明瞭に答える。

「私は石いし川かわ芹菜です」

　女性は愛らしく微笑んだ。

（もしかして製薬会社の……？　院長が先生の結婚相手にと考えている人？）

　名字でピンとくる。突然の来訪に戸惑いつつ雅史に視線を投げかけると、その目は〝ごめん〟と言っていた。

「じつは、今日からしばらく雅史さんのお仕事をお手伝いすることになりました」

「……はい？」

　思わず聞き返したが、芹菜は丁寧にもう一度同じ言葉を繰り返した。

　言葉は悪いが、院長の差し金だろう。

「海老沢さん、悪い。話はあとで」

「あ、はい……」

　診察の時間になったため、雅史は急いで白衣を羽織った。

　引き止めるわけにもいかず、その姿を呆然と見送っていると、彼と入れ違いで総務のマネジャーが来た。院長直々の依頼のため芹菜をよろしくという趣旨だった。

　しかし、いきなり彼女を預けられても楓はどう扱えばいいのかわからない。彼女を前にして珍しく冷静さを欠くのは、〝婚約者〟の実体を前にしているせいだろう。これまでは話で聞くだけだったが、その存在をまざまざと見せつけられているのだから。

〝雅史のことはあきらめなさい〟という院長の無言の圧力も感じる。

「海老沢さん、私はなにをしたらいいでしょうか」

　屈託のない笑みで問いかけられて目が泳ぐ。

「そ、そうですね……」

　院長の口添えがある以上、楓はそれに従う以外にない。

「では郵便物の仕分けをお願いします」

　昨日の夕方届いた郵便物のチェックである。急ぎの案件とわかるものは先に開封したが、履歴の入力をまだしていない。

「わかりました」

　郵便の束を楓のデスクに置き、芹菜が腰を下ろす。パソコンでファイルを開き、やり方を教えた。

　素直に聞き入れて入力をはじめた芹菜に複雑な想いを抱えつつ、ナースステーションへ向かう。芹菜がパソコンを使用しているので、確認したい資料が見られない。雅史のパソコンを勝手に使うわけにはいかず、ナースステーションで借りるためだ。

「あっ、海老沢さん、石川製薬の令嬢が手伝いに来てるって本当なの？」

　ナースウォッチをポケットにしまいながら沙月が近づいてきた。

「……はい」

「さっき総務のマネジャーがここに来て話してたから驚いちゃって。でもいったいどうして？」

「私もよくわからないです」

「神楽先生の婚約者になるわけでしょう？　気を遣うよね」

　雅史の婚約者という言葉が胸にぐさりと突き刺さった。

　一夜限りの関係と割り切っているはずが、婚約者の登場で心は容易たやすく乱される。決して想いが通じることのない相手だと頭ではわかっているのに、たった一度の過ちが楓を苦しめていた。

　ひと晩一緒に過ごせば満足だったはずなのに。それを大切な思い出にして、父親の薦める相手との未来を考えていこうと誓ったはずなのに。

　返す言葉に困っていると、タイミングよくほかの看護師に呼ばれ、沙月は「じゃ、またね」と離れていった。




　雅史に近くのカンファレンスルームに呼び出されたのは、彼の午前の診察が終わったあとだった。

　テーブルを挟んで向かい合って座る。雅史は複雑な表情をしていた。

「急にすまない」

　それはほかならぬ芹菜のことだろう。

「いえ、神楽先生のフィアンセの方なんですよね」

　できる限り明るい声にする。そうしないと作り笑顔がすぐに崩壊しそうだ。

「大丈夫です。責任を持ってお預かりします」

　院長が楓に課した職務なら、そうする以外にない。そもそも楓はこういった采さい配はいに意見できる立場ではないから。

　もしかしたら院長は、楓と雅史の仲をまだ疑っているのかもしれない。だからこうして婚約者を見張り役にして差し向けた。

　いや、楓だけでなく院内の女性スタッフ全員を牽制しているのだろう。誰も雅史に近づくなと。

「お話が以上でしたら、仕事に戻らせていただきます」

「ちょっと待て、海老沢さん」

　立ち上がった楓を雅史が引き止めたそのとき、部屋のドアがノックされ、こちらの返事も待たず開けられた。

「海老沢さん、ちょっとわからないことがあって」

　芹菜だった。

「はい、今行きます。では、神楽先生、失礼します」

　ひと言断り、楓は雅史を置いてカンファレンスルームを出た。




　その日の退勤時刻が過ぎた頃だった。

「神楽先生、このあと一緒にお食事でもいかがですか？」

　席を外していた楓が部屋のドアノブに手をかけようとしたところで、中から芹菜の声が聞こえてきた。それが雅史への誘いだったため、思わずドアを開けずに聞き耳を立てる。

　うれしそうなのは弾んだ声から明白だ。きっと芹菜は雅史に好意を抱いている。政略的な結婚だとしても、彼女にとってはうれしい話なのだろう。

「悪いけど、今夜は夜勤だ」

　雅史の素っ気ない声が聞こえてくる。

「でも、その前にお食事くらいはしますよね？」

「簡単なもので済ませるつもりだから」

「それじゃ私ももう少しお付き合いします。海老沢さんには帰っていただくよう指示してください。あとは私がやりますので」

（えっ……）

　いきなり自分を土俵に上げられて戸惑う。それも仕事を彼女に任せるなんて。

　芹菜から見たら楓は邪魔者だろうが、雅史の秘書は自分だという自負がある。

「石川さん、ひとつ言っておきたいことがある」

　雅史のやけに冷たい口調が聞こえてきた。

「なんでしょうか、神楽先生」

　芹菜は明るい調子を崩さない。

「私があなたと結婚できないのは、好きな女性がいるからだ」

　その言葉にドキッとさせられた。

　もしかして――とつい期待してしまう自分が嫌になる。

「……好きな女性？　もしかしてそれって……海老沢さんですか」

　なぜか芹菜は楓の名前を出した。声のトーンがガラッと変わり、ものすごく冷ややかだ。

　楓は、彼女のその声色に恐れを抱きながら、雅史がどう答えるのか息を詰めて耳を澄ました。

「いや、違う。彼女ではない」

　雅史が即答した瞬間、心臓をひと突きされたような衝撃が楓に走る。

　あたり前の事実なのにものすごい威力だった。

　なんのためらいもなく否定した声が耳に残り、頭の中を反響してぐるぐる回る。

（わかっていたのに傷つくなんて……）

　身勝手な苦しさに胸を押さえた。

　しばらく静まり返っていた部屋から、再び芹菜の声が響く。それも振られたあととは思えない愛らしい声だ。

「でも私との結婚は院長も望んでいることじゃないのでしょうか」

　逃げられないと言いたいのかもしれないが、その切り替えの早さが少し不気味でもある。

「一番肝心なのは当事者の気持ちだ」

「そうかもしれませんけど、それなら当事者の私の気持ちも尊重してもいいのかなって思います」

　雅史が珍しく言葉に詰まる。たしかに彼女も当事者である。

「今夜のお食事は我慢しますけど、また誘わせてください」

「何度誘われても同じだ」

「好きになってもらえるようがんばりますから」

　雅史に拒絶されてもなんのその。楓にはない強さが芹菜にはあった。

　彼女の「お先に失礼します」という声が聞こえると同時にドアが開く。そこにいた楓に目を丸くしてからにこやかに微笑みかけた。

「海老沢さん、私これで帰りますね」

「……お疲れ様でした」

　おっとりして弱そうに見えるのに、まったくへこたれない彼女が怖い。院長という強力な味方のいる芹菜に怯ひるんだのは楓のほうだった。

　中に入り、楓も帰り支度をはじめる。

「海老沢さん、このあと時間ある？」

　婚約者の誘いには乗らないのに、なぜ楓を誘うのだろう。

　首を傾げてすぐ、その理由に思いあたった。あの夜の口止めだ。どこからどう好きな女性の耳に入るかわからない。

「ご心配なさらないでください」

「え？」

「私、口は堅いほうです」

　だから雅史が心配しているようにはならないと言いたかった。

　雅史が眉根を寄せて首を軽く傾げる。

「では、お先に失礼します」

　バッグを手に取り、くるりと踵きびすを返した。

「海老沢さん！」

　雅史には楓に言い含めることがまだなにかあるのかもしれないが、今夜はこれ以上心の傷を増やしたくなかった。

　足早にエレベーターに乗り込み、閉ボタンを押す。ゆっくりと下降していく箱の中で、気持ちを落ち着かせるために何度も深呼吸をした。

　すれ違う職員たちに「お疲れ様でした」と声をかけられたが言葉にならず、会釈だけでやり過ごす。

　煌こう々こうと明かりのついたスタッフ専用の通用口から出ると、雨の匂いがした。

　そういえば今朝の天気予報で気象予報士が下り坂になると言っていたなと、ぼんやり思い出す。まだ降りはじめていないが空はどことなく重く、まるで楓の心のようだ。

（雨が降り出す前に帰ろう）

　足を速めたときだった。

「楓」

　名前を呼ばれて顔を上げる。

「……どうしてここに？」

　そこに立っていたのは、父親が結婚相手にと考えている英太だった。

　楓の勤め先を知っているはずのない人物の登場に動揺する。父親にだって明かしていないのだ。

「ここと取引のある医療機器メーカーに大学時代の友人がいるんだ。その友人と話しているときに、たまたま神楽総合病院の話になってね。そこで楓の名前が出てびっくりさ」

　英太が口にしたメーカーと友人の名前には心あたりがあった。そこの社長が雅史のもとをたまに訪れており、友人はその秘書である。アポイントを取る際に秘書とは電話でやり取りをしたこともある。つい先日も社長と一緒に来院したばかりだ。

　英太は単なる同姓同名とも考えたそうだが、彼女から聞く楓の話からそうだろうとあたりをつけたらしい。

「楓が電話にも出てくれないから、こうしてここまで来たわけ」

「父にはここで働いていることは言わないでください」

　今の状況を考えると、乗り込んできてもおかしくない。

「楓が俺との結婚を真剣に考えるっていうなら言わないよ」

「そんな……」

「冗談だ。楓がそうしてほしいなら言わないから心配するな」

　屈託なく笑う英太の言葉に安あん堵どする。

「だけど、なにをしにここへ？」

「楓に会いに来る以外にある？」

　返答に困ることを言われ言葉に詰まった。いつもの楓ならすんなり切り返せただろうが、今夜は全然ダメだ。

「先日は父が突然すみませんでした」

　英太もきっと急に呼び出されたのだろうと頭を下げる。

「いや、久しぶりに会えてうれしかったよ。それより、なんて顔してるんだよ」

「……これが普通ですけど」

　大真面目に返すが、英太は破顔した。

「この世の終わりみたいな顔してる」

　雅史に好きな女性がいると知った楓にとっては、世界の終しゅう焉えんと同等かもしれない。

　あたり前の展開だが、心がまだ受け止められていないのだ。

　しかし父親が推している英太にそんな事実は伝えたくない。弱っているタイミングで英太の優しさは危険だと、高校生のときに十分経験している。

「ちょっと気分が悪いだけなので」

「食事の誘いに来たんだけど、その調子だと無理っぽいな。ま、とりあえず乗って」

「乗ってって……？」

「車で来てる」

　英太は有無を言わさず楓の腕を掴んで引っ張った。

「ちょっ、英太さん、私なら大丈夫ですから」

　マンションはここから歩いて十分、車に乗るまでもない。

　しかし足を踏ん張るが所詮は女の力、英太に敵わずふらふらと足が出る。

「そんな顔して電車に乗るつもり？　送ってってあげるよ」

　英太は、ハザードランプをつけてそばに停車していた車の助手席に楓を押し込めた。ドアを開けて降りようとしたが、運転席に乗り込んだ彼にドアロックをかけられてしまった。

「何度か電話してたんだけど」

「私に？」

「いつかけても出なかった」

　そういえば見知らぬナンバーから着信があったが、無視を決め込んでいた。英太と別れたあとに番号を変えたため、彼からの電話だとは気づかずに。

　おそらく英太は芳郎に新しい連絡先を聞いたのだろう。

「知らない番号には出ないと決めています」

「さすが真面目な楓だ」

　クスッと笑いながら、英太がエンジンをかけて車を発進させる。その瞬間、遠くから「海老沢さん」と呼ぶ声がしたような気がしたが、窓の外を見ても誰もいなかった。

　雅史が楓を呼ぶ幻聴が聞こえるなんて、よっぽど深刻な状態だ。

「何件も入ってる着信、俺の番号だから登録しておいて」

　登録しておく必要はあるのかなと首を傾げつつ、曖昧に頷く。

「どこへ行くんですか？」

「どこって楓のマンションだけど。送っていくって言っただろう。なにか食べられるなら食事に連れ出すけどどうする？」

「どうして食事なんて」

　そう尋ねてから野暮な質問だと悟る。

　英太は、父親が楓の結婚相手として望んでいる男だ。

「もちろんデートだよ。婚約者同士、親睦を深めておきたいからね」

　あっけらかんと言いのける英太に戸惑う。それは芳郎が勝手に決めたことであって、ふたりの間でそのような約束も話もしていない。

「婚約はしていません」

　きっぱりと訂正する。楓と英太は何年も前に終わった関係だ。

　それでも英太は無邪気な笑みを浮かべている。

　昔もそうだった。どことなく掴みどころがなくて本心が読めない。高校生のときに思いきって楓が告白したときの彼の返事も、『じゃあ、付き合おうか』と軽いノリだった。

　付き合っている間も彼女というよりは妹のような接し方で、本当に好きでいてくれているのか確信はなかった。

　楓の留学と英太の海外赴任が重なり、あっさり終止符を打たれたときに〝やっぱり本気じゃなかったんだ〟と妙に納得したものだ。それでも初めての恋人との別離は楓にとって痛手で、しばらくは食事も喉を通らなかった。

「細かいことは気にするなって。近々するんだから」

「私、英太さんとは結婚――」

「しないとか言うなよ？　昔はそのつもりだったじゃないか」

　信号待ちで車が止まり、英太が運転席から顔を覗き込んでくる。

　たしかに将来は結婚しようかという話になったことはある。でも付き合うとき同様に軽い口調だったうえ、芳郎にも反対され、あっけなく流れた。

「それは過去の話で、今は……」

「好きな男でもいるのか？」

　単刀直入に聞かれたため、吸い込んだ息でむせた。

「楓はわかりやすい」

「ち、違います。好きな人なんていません」

　そう口に出せば、心だってごまかせる。言葉には魂たましいが宿ると聞くから、口にすればそのうち真実に変わるに違いない。

　馬鹿げた祈りをするくらい、今夜の楓は雅史に捕われている。

　ほかに好きな女性がいると知って初めて、自分の想いの大きさに気がついた。ただの憧れではない。好きでたまらない相手なのだ。

「それなら俺を好きになればいい」

「無茶は言わないでください」

　英太との恋は、楓の中でとっくにカタがついている。未練はない。

「でも楓のお父様はそう願ってるよ」

「それは父が勝手に思っているだけです。英太さんだって急にそんな話を振られて迷惑でしょう？」

　英太が急に真顔になったため、その変わりようにドキッとする。

「迷惑じゃないと言ったら？」

　小首を傾げ、探るように楓の目を見つめる。

　穏やかな眼差しなのに、その奥に強い意志がかすかに見て取れ言葉が出てこない。意図せず見つめ合う形になり、思わず窓の外に視線を逃がした。

　英太がふっと笑みをこぼす。

「困らせたみたいだね。ま、とりあえず今夜は送り届けるだけで我慢しておくよ。マンションの場所を教えて」

　取り澄ます英太に、楓は仕方なく道案内をはじめた。




　翌朝、楓を起こしたのはマンションのインターフォンの音だった。

　ほとんど眠れずぼんやりとまどろみ、夢見心地で聞いていた音が現実だと気づいて飛び起きる。

　急いで向かったインターフォンのモニターには予想もしない顔が映っていた。

「神楽先生……？」

　どうして彼がここに。

　いつだったか住んでいる場所の話になったときに、雅史とはこのマンションの話をしたことがある。ベビーピンクでちょっとメルヘンチックな外観をしているため、周辺では目立つ建物だ。雅史のマンションの部屋と偶然にもルームナンバーが一緒だったため、そのとき妙に盛り上がったものだ。

　驚いて応答ボタンを押せずに立ち尽くしていると、さらにインターフォンが鳴らされた。無視するわけにはいかず、迷いながら応答ボタンを押す。

「……はい」

《寝てたか？　朝早くに悪い》

　モニターの右下に表示されている日付と時刻を見て、今が朝の六時だと知る。今日は土曜日で休みのため、目覚ましはセットせずに寝ていた。

《少し話せるか？》

　どんな話か知りたいようで知りたくない複雑な気持ちだが、ここまで来た雅史を追い返すわけにはいかない。

　オートロックを解除し、雅史がエレベーターで上がってくるまでの数分間で顔を洗い、髪をざっと整える。急いで着替え、すっぴんは色つきリップでごまかした。

　もう一度鳴ったインターフォンで玄関のドアを開ける。顔を覗かせた雅史は、かすかに疲れを滲ませていた。

　耳にも胸にも痛い会話を立ち聞きしたあとだけに、雅史と顔を合わせるのは正直きつい。

「おはようございます。すみません、ノーメイクで」

「素顔のほうが綺麗だから心配するな」

　そんなわけはないとわかっていても、綺麗という言葉に動揺して目が泳ぐ。

　好きな女性がほかにいるのに、そんな褒め言葉はどうだろう。

「ひとつだけ忠告させてください。女性に向かって安易に綺麗とは言わないほうがいいです」

　そんな言葉ひとつに翻ほん弄ろうされる女がいるのは知っていてほしい。

「安易に言っているつもりはない。思ったことを正直に言ったまでだ」

「……それはそれでメイクの腕前がないと言われたみたいで軽くショックです」

　揺れるなと心に指令を出すが、言うことを聞いてくれない。動揺を隠そうと、いつものように切り返した。

「そういうわけじゃない。素顔も綺麗だって言ってるんだよ」

　さらっと返されて墓穴を掘ったことに気づく。真顔で言わないでほしい。

　通常モードを保ちたいのにうまくいかず、しどろもどろで次の話題を振る。

「あのそれでお話というのは……」

「夜勤が明けるのをこんなに待ち遠しく思ったのは初めてだ」

　よほど疲れたのか。父親の刺客とも言える婚約者が補佐につけば、気も遣うだろう。

「で、中には入れてくれない感じ？」

「ですが、入っても平気なんですか？」

　婚約者も、それとはべつに好きな女性もいるのに、楓の部屋に上がってもいいのだろうか。他ひ人と事ごとながら余計な心配をする。

「平気とは？」

「石川さんという婚約者がいるのに、ひとり暮らしの女性の部屋に上がっても平気なのかという意味です」

　立ち聞きしていたのを知られたくないため〝好きな女性〟は引き合いに出さずにおいた。

「それも含めた話をしに来たんだ。入れてくれるとありがたい」

　本来ならそれでも〝ダメです〟と断るべきだろう。それができない意志の弱い自分が情けなくなりながら、客用のスリッパを出した。

「あまり広くないですし、散らかっていますけどどうぞ」

「部屋を見るのが目的じゃない。キミと話したくて来たんだから気にするな」

　そう言うわりに、雅史は玄関で靴を脱いで上がった途端、ぐるりと見回した。

「今、部屋は見ないと……」

「目に入るものはしょうがないだろう。なんなら目隠しでもするか？」

「いっそそうしたいです。裸を見られたみたいに恥ずかしい」

「そっちならすでに確認済みだ」

　雅史の言葉で失言を思い知る。自分からその話題を振ってどうするのか。

　顔を真っ赤にして俯うつむきながら雅史をソファに案内する。腰高の仕切りの向こうにあるベッドが目に入り、慌てて起きたため乱れていた布団を簡単に整えた。

「コーヒーでも淹れますね」

　キッチンに向かおうとしたが、雅史に手首を掴まれる。

「キミの淹れるコーヒーを朝一で飲むのも捨てがたいが、まずは話をしよう」

　真剣な目でそう言われれば従わないわけにはいかない。素直に応じて、隣に腰を下ろした。

「最初に伝えておきたいことがある」

　改まって言われ、楓に緊張が走る。

　――この前の一件は忘れてくれ。

　――結婚が決まったから、あの夜のことは口外しないでほしい。

　――一緒に仕事をするのは気まずいから、異動を了承してくれ。

　ものの数秒のうちにいろんなセリフを予想する。

　こんな早朝からわざわざ訪れるくらいだから、その三つ全部の可能性も高い。いや、むしろそうなのではないか。

　昨日、楓は似たような宣言をしたはずだが、まだ足りないのかもしれない。

　覚悟はできていたはずなのに、以前言われた『キミも俺と同じ気持ちじゃなかったのか』という言葉に好意の欠片かけらを感じて、もうひとりの楓がそれらのセリフを否定しにかかる。

　好きな女性の存在をチラつかされているのに、あきらめが悪いにもほどがある。

　雅史の顔を見ていられず目を逸らしたそのとき――。

「俺はキミが好きだ」

　思いがけない告白が楓の胸をつく。しかも、その言い方にこれまで見たこともないほど熱がこもっていて、一瞬、心臓が止まった感覚だった。

　とっさに雅史を見たら、あの夜と同じように甘い眼差しで見つめ返された。

「キミも同じ気持ちだと思っていたんだけど、俺の勘違いなのか」

　質問に正直に答えていいものか迷って、言葉がすぐに出てこない。

　頼りなく目を揺らしていたら、雅史の手が楓の頬に触れた。

「で、ですが、石川さんが……。それにほかに好きな女性がいるんじゃないんですか？」

　雅史が目を見開く。

　しまったと思ったが後の祭り。しかし、確かめるべきだろうと続ける。

「昨日の夕方、石川さんと話しているのを立ち聞きしてしまって。……ごめんなさい」

　行儀の悪さを先に謝る。

「それでその……石川さんに私を好きか問いただされたときに、違うと」

　雅史はうなだれたように両膝に肘を突き、その手で顔をくしゃくしゃと撫でた。

「あれを聞いていたのか」

「本当にごめんなさい」

「あのときは正直にキミを好きだと言って、彼女を刺激したくなかった。怒りの矛先がキミに向かうのは避けたかったんだ。どのみち彼女は仕事に飽きて病院にも来なくなるだろう。そうしたらキミと一から話をすればいいと思ってた。でも」

　雅史はそこで言葉を止め、楓を強く見つめる。

「昨夜、キミが男の車に乗り込んだのを見て、呑のん気きにしている場合じゃないって」

「……見ていたんですか？」

「部屋を出たあと追いかけた」

　あのとき楓を呼ぶ声が聞こえたのは、幻聴ではなかったらしい。雅史が楓を追いかけてきていたとは。

「仕事を放り出して車を追うわけにもいかない。人生で一番長い夜勤だった」

　雅史が困ったように笑う。『夜勤が明けるのをこんなに待ち遠しく思ったのは初めてだ』には、そういう意味が込められていたのかと腑ふに落ちた。

「朝、この部屋のインターフォンを押してキミが出たとき、俺がどれだけホッとしたかわかるか？　今も昨夜の男と一緒だったら、これまでの自分の行動を一生後悔するところだった」

　雅史が自分を好きでいてくれたという奇跡が今、楓の目の前で起こっていた。にわかには信じがたく放心状態になる。

「それでキミは？　気持ちを聞かせてくれ」

　ブーメランのごとく話が楓に戻ってきた。

　強い眼差しに鼓動がドクンと弾み、一気にスピードを上げていく。

「私は……」

　絶対に言えない、言わないと決めて秘めてきた想いが今、胸の扉をこじ開けて、楓の唇をつき動かす。

「好きです。ずっと前から好きでした」

　言い終えると同時に雅史に抱きしめられた。夜勤明けに浴びたのか、シャンプーの香りが鼻をかすめる。

「そうだろうとは思ってたけど、実際に聞くとうれしいものだな」

「……そうだろうと、思ってた？」

　雅史の腕に抱かれながら顔を見た。隠し通せていなかったのかとヒヤリとする。

「いや、そうであってほしいと願ってキミを見ていたから、自惚れと半々だ。百パーセントの自信はなかった」

　それを聞いて安心する。好意がダダ漏れで、周りの人たちにまでばれていたら恥ずかしい。

「あの夜キミが『先生と朝まで一緒にいられたらいいのに』と漏らした言葉で、このチャンスを逃してたまるかって」

　そんなつもりだったとは思いもしない。予想外の暴露にさっきから胸は早鐘を打ち、そのうち胸を突き破ってしまうのではないかと心配になる。

「最後の思い出を作りたかったんです」

「最後の思い出？」

　楓を引き剥がし、雅史が真正面から目を合わせる。

「じつは父の決めた相手との結婚が……」

　こうして想いを通わせ合ったが、その予定は今も健在だ。楓の想いに関係なく、政略結婚が待ち受けている。

「結婚？」

　雅史は眉間に深い皺を寄せて不快感をあらわにした。

「……はい」

「昨夜の相手がそうなのか」

　楓が頷いた瞬間、彼の瞳に獰どう猛もうな光が宿る。

「そんなことはさせない」

「えっ――んんっ」

　腰を引き寄せられ、一瞬のうちに唇を塞がれた。

　重ね合わせていたのはものの数秒。唇を割って入ってきた舌が、楓の口腔内で暴れはじめる。絡み合った舌から雅史の熱が伝わり、楓の鼓動を押し上げていく。

　後頭部に差し込まれた彼の手が楓の髪をかき上げ、無造作に乱す。その指先でさえ熱く、胸を焦がすほどに狂おしい。

　――好き。大好き。

　そんな想いが膨れ上がり、これまで抑え我慢してきた分、自分でも制御ができない。

「楓……」

　キスの合間に囁く雅史の声はひたすら甘く、ふたりの呼吸が乱れればその先は必然。ソファにゆっくり押し倒され、雅史が楓を組み敷く。

　見つめ合う瞳に〝今すぐキミが欲しい〟と乞こわれたら、素直に従いたくなる。

「よく聞いて。キミは俺のものだ。誰にもやらない。……絶対に」

　独占欲にまみれた言葉と切なく掠かすれた声に胸が打ち震える。

　寝起きですっぴんなのも、今が朝なのも、どうでもいい。求められるままに自分をさらけ出すだけ。

「雅史さん」

　名前を呼ぶ声は、自分でも驚くほど情欲に満ちていた。

　雅史が困ったように微笑む。

「そんな顔をされたら止められないけど」

「止める気はありましたか？」

「さすが俺の秘書。なんでもお見通しってわけだ」

　目を軽く瞠みはってから細める。

「いつも注意深く観察していましたから」

　雅史の眼差しひとつ、呼吸のタイミング、眉の上げ下げなど些さ細さいな変化を見逃さないようにしてきた。雅史がなにを欲しているか、なにを言おうとしているか、探って先手を打つのに必死だった。

　まさか、そこに自分への好意が隠されているとは予想もせずに。

「楓の前で嘘はつけないな」

「はい。気をつけてくださいね」

　雅史は微笑みながら楓の額に自分のそれをこつんと合わせた。

「楓には嘘をつかないと約束する」

「私も誓います」

　雅史はいったん起き上がり、自身が纏っていた洋服を一気に脱ぎ去った。

　均整の取れた肉体があらわになり、楓の胸をさらに高鳴らせる。

　色情の滲んだ目で見つめられ、再び唇が重なった。それはすぐに顎を伝い、胸元を目指して首筋を下りていく。

　時折ピリッとした痛みを感じつつ、カットソーの中に忍び込んだ彼の手が素肌を這はえば、乱れる息を止められない。

　熱い唇と指先に翻弄され、甘やかな刺激に体が跳ねる。狭いソファの上で吐息をこぼし、お互いの熱を伝え合う官能の時は、楓に至福をもたらした。

　繋がり、溶けていく体温。激しく交わり、漏れる嬌きょう声せいが止まらない。

　狭いソファの上で体勢を変えては何度も迎える果てに、幸せな未来を思い描いた。




　数時間後――。

　ベッドに移動した楓たちは、隙間もないほどぴったりと体を寄せ合って呼吸を整えていた。冷めていく熱に縋すがるように雅史にしがみつく。

（……すごく幸せ）

　胸があたたかく、これほど満ち足りた気持ちになるのは初めてだ。

「院長には改めて俺から話そうと思う」

　雅史が楓の髪を指先で弄もてあそぶ。

「私も父に話します」

　すぐに納得してくれるとは思わないが、許してくれるまで何度も話す以外にないだろう。

「俺は楓を絶対に離さないから」

　情熱的な言葉が耳をくすぐり、雅史の腕が楓を強く引き寄せる。

　この先、どんな困難があろうとも、楓も一度掴んだ雅史の手は絶対に離さない。

　抱きしめ返していたら、雅史のお腹が場にそぐわない音を立てた。

「安心した途端、空腹を思い出した」

「それじゃ朝ご飯、食べませんか？」

　腕に抱かれたまま見上げると、雅史はパッと顔を輝かせた。

「楓の手料理？　いいね、それ」

「凝ったものは作れませんけど」

「楓が作るものならなんだっていい」

「それじゃ支度しますから、雅史さんはシャワーでも浴びてください」

　ゆっくり体を起こし、床に散らばった洋服に手を伸ばす。

「いや、遠慮しておく。楓の匂いを洗い流すのはもったいない」

「もったいないって」

　思わず噴き出した。これきりというわけでもないのに。

「なぜ笑う」

　楓の鼻を摘まみ、不満そうに目を糸のように細める。

「会えなくなるわけじゃないので」

「それじゃ今夜も一緒に過ごそう」

「今夜ですか？」

「すっかり楓中毒らしい。想像しただけで力が漲みなぎってくる」

　雅史はいたずらっぽく笑いながら、自分の下腹部を指さした。

　なにも身につけていないそこは、放熱したあととは思えない状態になりかけている。

　反射的に目を逸らしたが頬が真っ赤になるのは避けられない。

「そう照れるな」

　卑ひ猥わいなのに、弾む鼓動を制御できない。

「そんな顔もまた格別だな、楓は」

　雅史の逞しい胸に抱き寄せられた。

　いっそこのまま離れずにいたい。

　そんな願いでいっぱいになるほど、彼への想いが大きくなっていた。




　翌日の夜、楓は父親に電話をかけるべく、意を決しソファの上に正座をしていた。

　昨夜は雅史の宣言通りふたりで濃密な時間を共にし、今日は昼近くまでベッドでキスをしたり抱きしめ合ったりして、怠惰でありながらとろけるような幸せな時を過ごした。

　月曜日の朝までずっとふたりで。

　そう願っているのは互いに感じていたが、着替えの準備がないため、夕食をとってから雅史は渋々自分のマンションへ帰っていった。

　スマートフォンを手にし、連絡先を開く。雅史の父親は手強いが芳郎も負けてはいないため、名前を表示させるだけで緊張が走る。

（……でも、ここで立ち止まってはいられないよね）

　逃げたままでは話が進まない。しっかり自分の気持ちを伝えて、英太とは結婚しないと告げなければ。

　思いきって受話器のマークをタップした。

　数回コールが鳴ったあと、芳郎が《楓か》と応答する。続けざまに《仕事は辞められたのかね》と問いただされ、ぐっと言葉に詰まった。

《……なんだ、その報告じゃないのか》

「あのね、お父さん、話したいことがあるの」

　緊張して声が上ずる。

《英太くんのことならなんの心配もいらない。昔は反対して悪かった》

「そうじゃないの。ごめんなさい、お父さん。私、英太さんとは結婚できません」

《……なに？》

　芳郎の声色がひときわ低くなった。

　たったひと言で怯みそうになったが、こらえて先を続ける。

「好きな人がいるの。だから、ほかの人との結婚は考えられない」

　息を呑む音が聞こえたあと、電話の向こうがいきなり静かになった。通話が切れてしまったのかと耳から離して画面を確認したが、画面表示は通話中のまま。

「お父さん？」

《ともかく、一度家に顔を出しなさい。いいね？》

　芳郎は何度も念押しして一方的に通話を切った。

　好きな人がいると言った途端、空気が変わった気がする。顔を突き合わせているわけではないからはっきり断言できないが、少なくとも話は聞いてくれそうな雰囲気だ。

　これまで強硬姿勢を崩さなかった芳郎だが、さすがに娘に好きな人がいるのなら一考してくれるのではないか。

（もしかしたら雅史さんとのことを許してもらえるかもしれない）

　そんな淡い期待を抱きつつ、雅史に実家の話もしなければならないと考えながら、楓はベッドに入った。










過去の因縁




　雅史と想いを伝え合ってから十日が経過した。

　すぐに仕事に飽きるだろうと予測していた芹菜は、変わらず補佐として働いている。

　その日の午後三時過ぎ、雅史が慢性硬こう膜まく下か血けっ腫しゅの執刀にあたっている手術には他院の医師たちが見学に訪れていた。

　テレビ局のようにたくさんの画面が並ぶ中央モニター室に響くのは、手術室から聞こえる医療機器の電子音と雅史が指示する声のみ。ピンと張った糸のように緊張感に満ちた空気は、ガラス一枚を隔てたモニター室にも漂っていた。

　医師たちを案内してきた楓も同席し、一心に雅史の執刀姿を見つめる。

「境目はダブルサクション。ある程度出したら、中はキューサー」

　楓と話すときより冷ややかな声からも、神経を研ぎ澄ませているのはわかる。彼の手元が映し出された映像には無数に行き交う血管や神経があり、ピンセットのような形状のバイポーラを扱う精せい緻ちな手つきに、楓も息を詰めて見入った。

　雅史の術式を見学するのは、秘書になったこの一年に何度かある。そのたびに普段見せるのとは違う彼の気迫に圧倒され、雅史から目を離せない。

　そしてそんな姿に人知れず胸を熱くしていた。

　今もそう。周りを取り囲む他院の医師たちに交じり、畏い敬けいの念を抱いている。

　最初は「血が怖い」と騒いでいた芹菜も、中盤に差しかかる頃には「雅史さん、素敵！」と目を輝かせていた。

　迅じん速そくかつ的確な処置は進み、いよいよ最終段階。

「閉頭に入ります」

　淡々としながらも、安堵を感じさせる雅史の声が響く。

　午後八時。ほぼ予定通りに手術は終わった。

「素晴らしい執刀だった」と口々に言う医師たちを見送り、楓が中央モニター室をあとにしようとしたときだった。

「海老沢さん」

　かけられた声に振り返ると、そこには院長の慎一がいた。

「……お疲れ様です」

　雅史が楓とのことを慎一に報告したのは昨日。なにを言われずとも恐れ多さに腰が引ける。

「少しお時間はありますか」

　疑問形で聞いているわりには有無を言わせない強引さがある。もちろん楓も拒否するつもりはないが。

「はい」

　芹菜に「先に上がってください」と伝え、踵を返した慎一のあとを追いかける。

　おそらく院長室へ行くのだろうという予想通り、彼は自室のドアを開けて楓を中に誘った。

　ソファを勧められて浅く腰をかける。前回来たときは雅史も一緒だったが、今日はひとりのため緊張が比でない。

　しかし慎一は、雅史がいないのを見計らって声をかけたのだろう。それはつまり、彼の耳には入れたくない話をするためだ。

「海老沢さんは、海老沢総合病院のお譲さんだったんですね」

　開口一番に浴びせられたのは、想像のずっと上をいくものだった。

「……どうしてそれを」

「調べればすぐですよ」

　たしかにそうだろう。今どきそんな情報は簡単に手に入るが、続けざまに慎一が放った言葉にさらに驚かされる。

「お父様はお元気ですか？」

「父をご存じなんですか!?」

　思わず前のめりになり、質問に質問で返した。まさか父を知っているとは思いもしない。

「同じ大学で学んだ同級生です」

「そうだったんですか」

　大学が同じなのは知っていたが、卒業年度まで一緒だとは。

「お母様のことは残念でしたね」

「母もご存じなんですね」

（まさかお母さんまで院長の知り合いだなんて）

　人はどこでどう繋がっているのかわからないものだ。

　もしも三人が古い友人だとしたら、お互いに意思とは違う結婚から逃れられるのではないかと期待が膨らむ。友人同士の子どもの結婚なら、おおいに歓迎してくれるのではないか。

　ところが慎一が次に口にしたのは、それとは真逆のものだった。

「あなたのお父様は、雅史との結婚は許さないでしょう」

「……はい？」

　一瞬、聞き違えたのかと錯覚した。

「たとえ私が了承しても、あなたのお父様は頷かないと思います」

　二度にわたって同じ内容の言葉をかけられ、聞き間違いではないと悟る。

「どういうことでしょうか」

　話が全然読めない。過去、父と院長の間になにかあったのだろうか。

　目をまたたかせて質問を重ねたが、慎一は深く息を吐き出すだけにとどめた。

「私から言えるのはここまでです」

　思わせぶりな情報だけ与えてそれはない。

「ですから、雅史とは早々に別れを考えたほうが得策だと思いますよ。時間を無駄にするだけですから」

　話は終了とばかりに慎一が立ち上がり、同時に田所が入室する。

「海老沢さん、院長はこれから会食がありますので」

　早く退室しろと言いたいらしい。

「……はい」

　立ち上がって早足でドアまで行く。振り返って一礼しようとしたが、田所によって目の前でドアを閉められた。

（お父さんと院長の間になにがあったの……）

　いくら考えたところで楓にわかるはずはなく、ぼんやりしたまま雅史の部屋の前まで戻ってきた。

　深く考えもせず惰性で開けた扉の向こうに雅史がいて我に返る。

　芹菜は楓が伝えた通り先に帰ったようだ。部屋には雅史ひとりだった。

「手術、お疲れ様でした」

　シャワーを浴びてきたのか、髪が濡れていた。

「ありがとう」

「見学にいらしてたドクターたち、みなさん一様に見事な執刀だったと舌を巻いていました」

「今回はさほど珍しい症例ではなかったけどね。……で、楓はどうしてそんな顔？」

「私、どんな顔をしてますか？」

　思わず自分の頬に触れてまばたきを激しくする。

「困ってる顔」

「神楽先生の素晴らしい手術を見学して、その精鋭ぶりにドキドキしたので」

「それは光栄だね。ドキドキついでに食事に行こうか」

　雅史はハンガーにかけてあったジャケットを羽織った。

「でもお疲れじゃないですか？」

「執刀直後は神経がビンビンに尖ってるから、疲れなんて感じる余裕がない。ちなみにこっちも」

　どことなくいたずらっぽい目をしながら、人差し指で下腹部を差す。その部分に変化は見られないから冗談で言ったのだろう。

「先生、ここは神聖な病院ですから、そういう卑猥なジョークは慎んでください」

　大真面目な顔で返す楓に雅史が笑みを浮かべる。

「冗談はさておき、話もあるから」

「私も話しておきたいことがあります」

「じゃ、行こう」

　雅史に誘われ、揃って病院をあとにした。




　雅史の車でやってきたのは、オープンして間もないというイタリアンレストランだった。

　高層階の窓からは星ほし屑くずのようにキラキラした街の明かりが揺れ、遠くにスカイツリーも見える。控えめなライトが灯るダークグレーの店内はモダンな雰囲気で、大人の隠れ家のようにこぢんまりとしている。

　案内された個室からも眺望を楽しめ、プライベートを保たれた空間なのがうれしい。

　スタッフが引いてくれた椅子に腰を下ろし、雅史と向かい合う。コース料理を注文し、ノンアルコールのワインで乾杯した。

「綺麗な夜景ですね」

「なんのためにここに連れてきたかわかる？」

「お食事じゃないんですか」

　唐突にされた質問に、ごく真っ当に答える。

　雅史は「それだけじゃない」と、ふっと笑った。

「楓に渡したいものがある」

　言いながら雅史がポケットから取り出したのは――。

「院長に話を通す前にプロポーズすべきだったな」

　小さなケースに入った指輪だった。ふたを開けて現れたそれが、ライトを浴びて煌めく。

　楓のマンションで『キミは俺のものだ。誰にもやらない』と言われたのも、慎一に恋人として話を通したのも、そういうことなのだろうとなんとなく理解していたが、はっきり言われるのはわけが違う。

「楓、俺と結婚してくれないか。いや、お伺いじゃない。結婚しよう。すべきだ。してもらう」

　どんどん行使力の強い言葉になっていくプロポーズに笑いが込み上げてくる。

「拒否権はないみたいですね」

「不服申し立てに五秒だけ時間をあげよう。五、四……」

　早速カウントダウンがはじまった。それも真顔だ。

「判断力が試されますね」

「三、二……タイムアップ。楓は俺との結婚が確定した」

　表情が和み、破顔した雅史に微笑み返す。

「喜んでお受けします」

　澄まして答えておきながら、心は大きく弾む。

　うれしくて幸せで、今にも気持ちが走りだしてしまいそう。

「じゃ、左手を貸して」

　立ち上がった雅史が楓のそばに跪ひざまずく。

　そっと出した薬指に滑らせた指輪は、定位置でぴたりと収まった。

「……とっても綺麗」

「夜景よりいいだろう？」

　そのまま楓の左手を口元に持っていき、唇を押しあてる。

「比べ物になりません」

　楓が答えると同時に「お待たせいたしました」とスタッフが前菜を運んできた。見た目も華やかな、トマトと生ハムのブルスケッタだ。

　自分の席に戻った雅史と揃って手に取る。同時に口に運んだら、トマトの酸味とバジルの香り、生ハムの塩気が相性抜群だった。「おいしい」と言い合いながら、ゆっくり運ばれてくる料理を楽しんでいく。

「それで楓の話って？」

　雅史に振られ、手にしていたフォークとナイフを皿に置いた。

「私の実家の話です。まだきちんとしていなかったので」

「そうだったな」

　雅史も食べる手を止め、楓をじっと見つめる。

「じつは、私の実家も病院を経営しているんです」

「病院を？　……もしかして海老沢総合病院？」

　聞き返して目線を彷徨わせたあと、雅史はハッとしたように尋ねてきた。

「そうです。けどどうして」

　すぐに実家の病院と結びつけたことに驚く。

（あ、もしかしたら院長から聞かされたのかな）

　慎一はすでにその情報を掴んでいたから、雅史に話していてもおかしくはない。

「院長から聞いたんですか？」

「院長？　院長はこのことを知っていたのか」

「今日ちょっとお話ししたときに聞かれたので……」

　雅史とは別れたほうが得策だと言われたことは口にできなかった。

「単純に名字が同じなのもあるけど、楓くらいの娘がいるという話をずいぶん前に聞いたことがあったんだ。海老沢総合病院は心臓血管外科での症例数は国内一で有名だしね」

「勘のよさにびっくりです」

「そう？　でもそれで、父親の決めた相手との結婚というのも納得だ」

　雅史と同じ状況だとすぐに理解したらしい。

「かといってあきらめるつもりはないけど」

　雅史はニッと口角を上げた。

　そう言ってもらえるほどの想いと、結婚に向けての自信に勇気づけられる。

（雅史さんなら、お父さんを納得させられるかも）

　同じ医師として、共に手を携えていく道だってある。有数の病院同士、連携してさらに発展できるのではないか。

　院長、慎一の放った『あなたのお父様は、雅史との結婚は許さないでしょう』は、なにかの行き違いか勘違いだろうと自分に言い聞かせる。

「楓のご両親にも挨拶に行こう」

「母は十年前に亡くなったんです」

　楓が高校に入学して間もなくだった。

　体調を崩して病気が見つかってから一年の闘病の末、この世を去った。

「そうだったのか」

　雅史が神妙な面持ちになる。

「なので今は、父と兄との三人家族です」

「お兄さんも医師？」

「はい。海老沢総合病院で心臓血管外科医として働いています」

　父の芳郎は次期院長の彼にも、楓と同じく縁談を進めるつもりでいるだろう。母は生前、芳郎のそんな考えに反対しているようだったが。

「ともかく、楓はなにも心配するな。ふたりでひとつずつ問題を解決していこう」

　雅史の心強い言葉に頷き、運ばれてきた鴨胸肉のローストにナイフを入れた。




　楓はその夜、初めて雅史のマンションを訪れた。

　低層の建物は周囲の住宅に溶け込むようにありながら、一歩中に足を踏み入れるとアッパークラスの色合いがとても強い。二階層の吹き抜けのエントランスには滝をイメージした水が流れ、大理石のフロアへ吸い込まれていく。

　そこを抜けると中庭の緑が目の前に広がり、すぐ横に庭と一体となったラウンジがあった。ホテルライクな生活に欠かせないコンシェルジュが常駐し、あらゆるサポートをしてくれるらしい。

　雅史の部屋は玄関ホールからリビングまでゴージャスに大理石で繋がり、空間の奥行きを感じさせる。

　プライベートゾーンである寝室やバスルームなどと、パブリックゾーンのリビングなどに左右で機能的に分かれており、どの部屋も広いバルコニーに面している。グレー系でシックにまとめられた内装も落ち着きがあってとてもいい。

「素敵なお部屋ですね」

「今夜は泊まっていったらいい」

　背後から抱きしめ、雅史が耳元で囁く。

「でも着替えもなにもありませんから」

「明日の朝、マンションまで送ってくから心配はいらない。下着なら朝までに洗濯が終わる」

「夜の間はどうするんですか？」

「野暮なことは聞くな。楓だって必要ないとわかってるだろう？　プロポーズした夜に恋人を自宅に帰すような情けない真似はしたくない」

　振り向きざまに唇を奪われた。体を反転させられ、徐々にキスが深くなっていく。

　幸せな言葉をもらえた夜は、まだこれから。

　雅史の想いに応えるように、楓は彼の背中に腕を回した。

　その週末、楓は実家へやってきた。

　顔を出すのは正月以来。雅史も同行すると言ってくれたが、芳郎をあまり刺激したくないため、ひとまず楓が話してワンクッションを置いてからとなった。

　兄は家を出てひとり暮らしをしているため、築三十年になる重厚な日本家屋には現在、芳郎がひとりで住んでおり、通いの家政婦に食事の世話などをしてもらっている。

　玄関に出てきた家政婦と挨拶を交わし、リビングで芳郎を待つ。

　亡くなった母はキャメル色の革ソファがお気に入りで、生前はここで本を読んだり日記を書いたりして過ごすことが多かった。楓も小学生の頃は少女文学を何冊か持ち込み、母親の隣でよく一緒に読書をしたものだ。

　大きな病院の院長を務める父親は仕事が忙しく、幼い頃からあまり家にいなかった。母と兄の三人で過ごした思い出ばかりで、そこに父の姿はほとんどない。ごく稀まれに四人で食事をしたときや誕生日くらいだろうか。

　芳郎の妹には、父からの熱烈なアプローチで結婚に至ったと聞いたが、本当にそうなのかと疑いたくなるくらい母に対して素っ気なかった。

　もっと家にいたらいいのに。もっと母とふたりで過ごせばいいのに。

　常々そう感じていたのもあり、楓と芳郎の間にはどことなく壁がある。

　ほどなくしてリビングのドアが開き、芳郎が現れた。

　電話では好きな人がいると伝えたが、芳郎の考える相手との縁談を面と向かって断るのはやはり勇気がいる。緊張して手に変な汗をかいたためハンカチで拭った。

「この家に顔を出すのは久しぶりだな」

「ごめんなさい」

　いったん頭を下げて、すぐ続ける。

「電話でも話したけど、好きな人がいるの。だから、英太さんと結婚はできません」

「相手の素性も聞かずに判断はできない」

　芳郎は腕組みをして首を横に振った。

　簡単に認められないといった圧を感じて怯む。

　小さい頃から芳郎の言葉は絶対だった。小さな不満は抱いていたが逆らえるほど強い心は持っておらず、父親とはそういうものだと思っていた。

　家を出て海老沢総合病院とは違う場所で働きたいと願い出たのは、楓が初めて口にしたわがまま。でも約束の四年を過ごしたら、予定通り戻るつもりだった。芳郎の用意する相手との結婚にも異議はなく、一緒に病院を盛り立てていこうと考えていた。

　――雅史と一夜を過ごす前までは。

　今はもう、彼以外の相手は考えられない。

　芳郎もきっと、雅史の話を聞けば納得するのではないかと期待をかける。

「それなら心配しないで。お父さんと同じく医者だし、海老沢総合病院にもメリットがある結婚だと思うの」

　病院同士なら芳郎の考える政略的な意味合いにも合致するだろう。互いに手を携えて、病院を発展させられる。

「ほう。医者なのか。相手も結婚しようと？」

　芳郎が腕組みを解いた。声の様子からも受ける好感触に、楓の期待が高まる。

「彼もそう言ってくれてる。彼のお父様は、お父さんと大学で一緒に学んだそうなんだけど」

「私と同じ大学？」

　さらに興味を持ったのか、芳郎も前のめりだ。

「楓はその男が勤める病院で働いていたのか」

「内緒にしていてごめんなさい」

「勤め先を私に黙っていたのは、連れ戻されるとでも考えたからだろう」

　図星のため反応に困って狼狽うろたえる。しかしこの話題で芳郎が笑みを浮かべるとは思いもせず、雅史との結婚を許してもらえそうな空気が楓に大きな勇気を与えた。

（こんなふうに話すのは何年ぶりかな。もしかしたら、お母さんが亡くなってから初めてかも）

　雅史の父親が『あなたのお父様は、雅史との結婚は許さないでしょう』と言ったのは、きっとなにかの勘違いだ。

　芳郎の好意的な態度が楓に自信をつけさせる。

「本当にごめんね。あ、お母さんのことも知ってたの」

「……すみれを？」

「神楽慎一さんっていうんだけど、お父さんも覚えてる？」

　心を弾ませて問いかけると、芳郎は突如として顔を強張らせた。眉の間に深い皺を刻み、膝の上で拳こぶしを握る。

「お父さん？」

　楓の呼びかけにもしばらく反応しなかった芳郎は、唐突に立ち上がった。

「楓、悪いが、神楽総合病院の跡取りの息子が相手ならあきらめてくれ」

「……え？」

　つい先ほどまで浮かべていた笑みはどこにもない。普段の厳しい表情で楓に言い放った。

「どういうこと？　どうして神楽総合病院の息子だとダメなの？」

「今すぐ辞めて帰ってきなさい」

「待って、どうして――」

「病院で働きたいのなら、うちで働けばいい。話は以上だ」

　芳郎は冷たく言い置き、リビングを出ていってしまった。静かな怒りのような、それでいて深い悲しみのような色が背中に滲んでいた。

　先ほどまでとは百八十度変わったとも言える態度の豹ひょう変へんぶりに楓は置いてきぼり。

（院長が言ってた通り……。でもどうして？）

　なにがなんだかさっぱりだ。理由もなく結論だけでは納得できない。

　院長との間になにがあったのか考えたところでわかるはずもなく、楓は取り残されたリビングでひとり、喪そう失しつ感かんに襲われた。




　実家をあとにした楓は、重い足取りで駅までの道を歩きはじめた。

　夏に向けて少しずつ威力を増しつつある太陽は、ちょうど頭の上に差しかかっている。街を行き交う人たちから「なにを食べようか」「パスタがいい」と楽しそうな会話が聞こえるが、楓はまったく空腹感を覚えない。

　芳郎はあのあと、楓が家を出るときにも顔を見せなかった。お腹が空かないのは、話し合いが決裂に終わったからだろう。

　すれ違う女性の口から「お兄ちゃん」という言葉が聞こえ、ふと思い立つ。

（そうだ、尚なおちゃんならなにか知ってるかも）

　バッグからスマートフォンを取り出した。

　歩道の端に寄り、連絡先を開く。指で画面をスライドさせ、ある名前に行き着いた。

　海老沢尚なお美み、芳郎の妹である。

　彼女なら、芳郎から慎一のことをなにかしら聞いているかもしれないと思ったのだ。

　三コールで出た彼女は《楓！》と明るい声で応答した。

「尚ちゃん、ごめんね、忙しいときに」

　尚美は都内にセレクトショップを経営するやり手である。母が亡くなったときには、忙しい合間を縫って楓たち兄妹の面倒をみてくれた。

《ううん、大丈夫よ。どうかした？》

「ちょっと会って話せないかなと思って」

　休日のため店は忙しいだろうが、なるべく早く確認したい。

《それじゃ、お昼でも一緒に食べながらにする？》

　尚美の提案に一も二もなく同意した。

　指定されたのは、尚美の店からほど近いイタリアンレストランだった。何度か彼女と来たこともある。

　楓が中に足を踏み入れると、すぐに奥のほうで「楓」と尚美が手をあげた。

　白を基調とし、赤と緑のカラフルなテーブルと椅子が並ぶポップな店内はランチを求めるお客で大賑わいだ。

「尚ちゃん、忙しいのにごめんね」

「いいのいいの。どのみちお昼は食べるんだから。楓はなににする？」

　ワンレングスのボブヘアを耳にかけ、尚美が楓にメニューを差し出す。

　アイラインもマスカラもしっかり施したメイクは、もともとはっきりした顔立ちの尚美をさらに華やかにする。芳郎より四つ年下の五十八歳だが、四十代前半でも通用するくらい若々しい。ずっと独身を貫いており、今でもうんと年下の男性たちからアプローチされているそうだ。

　尚美と同じくトマトとチーズのリゾットを注文し、早速話を切り出す。

「尚ちゃんは神楽慎一さんって知ってる？」

「神楽慎一、……知ってるけど」

　尚美の顔が突如曇った。芳郎と同じだ。

「だけどどうして楓からその人の名前が？」

「じつは私の勤め先の院長なの」

「え？　神楽総合病院で働いてるの？」

　芳郎はもちろん彼女にも勤め先は伏せていたため、尚美は目を大きく見開いた。

「神楽慎一さんと父は同じ大学出身の同級生みたいなんだけど、ふたりの間になにかあったか、尚ちゃんは知ってる？」

「神楽さんと兄さんの間ね……」

　尚美はなにやら話しづらそうに目線を落とし、グラスの水を飲んだ。

　ふたりの間によくない過去があるのは想像に容易いため、聞くのが怖くなる。

「すみれさんも亡くなって十年経ったし、楓には話してもいいかもしれないわね」

「……母も関係してるの？」

　慎一と芳郎だけの問題と思っていたため、すみれまで出てきて困惑する。

「神楽慎一とすみれさんは若い頃、恋人同士だったのよ」

「えっ……」

（院長がお母さんの元恋人……!?）

　思いもよらない過去を聞き、激しく動揺した。

「でも神楽慎一には、べつの女性との縁談が持ち上がってね。すみれさんが身を引いたの」

　尚美によれば、その後、芳郎がすみれを慰める形で交際がはじまったらしい。

　それから順調に交際を重ね、ふたりは結婚に至ったが、結婚してからも芳郎は常々〝すみれは神楽慎一を想い続けている〟と尚美にこぼしていたという。

「前々から感じていたんだけど、兄さんが家庭を顧みないで仕事に没頭しているのはそのあたりも関係しているのかなって……」

　雅史の話をしたときに芳郎が態度を豹変させた理由も、今ならわかる。相手がただの医者であれば結婚を許してくれたかもしれないが、それが神楽慎一の息子だと聞き、受け入れられなくなった。

　慎一が楓に『あなたのお父様は、雅史との結婚は許さないでしょう』と言ったのには、そんな理由が隠されていたのだ。

　妻の元恋人の息子では、娘の結婚相手として手放しで喜べない。生前、妻がずっと忘れられずにいた男の息子なら余計だ。

　尚美の話を聞き終えた楓は呆然自失。心ここにあらずといった状態で、視線を宙に浮かせたままだった。

「楓？　なにかあったの？」

　尚美から聞き出しておいて、自分はだんまりではいられない。

「じつは……」

　楓は雅史との一連の話を尚美に話して聞かせた。

　雅史との間では結婚の意思を固めているが、乗り越えなければならない壁はてっぺんが見えないくらいに高い。製薬会社の令嬢、芹菜の存在も楓を悩ませていた。

「運命って、ときに酷なことをするのよね」

　尚美がしみじみ呟つぶやき肩を落とす。

「これだけたくさんいる人間の中で、神楽慎一の息子と楓が出会うなんて想像もしなかったわ」

　出会わなければよかったのにと暗に言われたよう。

「すみれさんが引き合わせたのかなと思っちゃって切ないな」

　まるで元恋人の慎一を忘れられずに亡くなったみたいだ。

（でも、本当にそうなのかな。お父さんとの間にふたりも子どもをもうけているのに、お母さんはそんなにずっと長い間、院長を想い続けていたの？）

　少なくとも夫である芳郎の話をするすみれから、そんな切実な事情は感じられなかった。

『お父さんは大きな病院を守って、すっごくカッコいいのよ』

　幼い頃に何度となくのろけじみた話を聞いていて、〝お母さんはお父さんが大好きなんだな〟と子どもながらに思っていた。それなのにあまり家庭を顧みない父親が恨めしく、〝お母さんの気持ち、わかってるのかな〟と兄と話したこともある。

「とにかく前途多難な恋だ」

「……うん」

「現代版のロミオとジュリエットってところね」

　悲恋で終わりたくない。

「私の話を聞いても気持ちは変わらない？」

　尚美の質問に力強く頷く。

　雅史に対する想いに変化が起こるとしたら、さらに好きな気持ちが大きくなるくらいだ。それが反転するような事態にはならない。

「そっか。試練は恋愛のスパイスだもんね」

「そういうんじゃないから」

「ごめんごめん。でも、楓がその恋を貫くのなら私は応援する」

　慌てて謝り、尚美は続けた。

　この想いを貫くには、相応の覚悟が必要になる。三十年以上も鬱うつ々うつとしたものを抱えた芳郎の心を動かすのは、並大抵ではないだろう。

　それは雅史の父、慎一も同じ。結婚相手を送り込み、楓と雅史の仲を裂こうとしているのだから。

「大変お待たせいたしました」

　スタッフがトマトとチーズのリゾットをふたりの前に置く。

「その前にまずは腹ごしらえね。早速食べましょ」

　尚美と同時に手に取ったスプーンでリゾットをすくった。




　尚美に衝撃的な過去を聞いたその日の夜、楓は雅史のマンションにいた。

　慎一と芳郎の因縁を聞いた彼は最初こそ驚いた様子だったが、「だからといって俺たちはなにも変わらない」と笑い飛ばした。

　深刻になりがちな話題のため、あっけらかんと返されたのには拍子抜け。でもその軽さに救われもした。

「楓、一緒に住もうか」

　甘く濃密な時間をベッドで過ごし、雅史が楓を腕に抱きながら唐突に提案する。

「え？」

　いきなりのため目が点になる。

「結婚するんだから問題ないだろ」

「でも、院長の許しもいただいてないのに大丈夫でしょうか」

　それは楓の父、芳郎も同じく。

「俺たち、もういい大人だぞ。親にいちいち確認をとる必要はない」

　そうかもしれないが、ふたりが抱えているのは親を巻き込んだ少々難しい問題だ。

「俺はすぐにでもここに呼びたいけど、楓はそうでもないみたいだな」

「違います。私も雅史さんと一緒に暮らしたいです」

　不安定な状況だからこそ、ふたりでいられる時間をできるだけとりたい。そばにいるだけで気持ちを強く持てるから。

　もしかしたら強気な言葉で笑い飛ばした雅史も、漠然とした不安を感じているのではないか。だから同居を急ぐのかもしれない。

「なら問題なし」

「それじゃ、アメリカの学会が終わってからにしませんか？」

　オハイオ州にあるジェファーソン州立病院にいる雅史の恩師からの誘いが、このあとに控えている。急に入った予約患者はべつの医師に託し、そのほかは日程を振り替えるなどして準備は万全だ。

　雅史は逡しゅん巡じゅんしたあと、「そうだな、そうしよう」と頷いた。

「楓とアメリカに行くのも楽しみだな」

「遊びじゃないですからね？」

　まるで旅行に行くようなテンションの雅史に、念のため釘を刺す。

「わかってるって。ただ、夜は自由時間のはずだ」

「夜になにをするんですか？」

　夜遊びに繰り出すのかと大真面目に尋ねたが――。

「わかってるくせに聞くな」

　鼻を軽く摘ままれた。

　いたずらっぽく細めた目が意味するものを察して恥ずかしくなったため、体をもぞもぞ動かして彼から離れる。

「そろそろシャワーを浴びてきてもいいですか」

　彼の腕をすり抜けようとしたが、即座に連れ戻された。

「ちょっと待て。まだ終わってない」

「えっ、終わってないって――んっ」

　体を起こした雅史に組み伏せられ、唇が奪われる。

　一糸纏わぬ体は、雅史に触れられればたちまち熱を帯びてくる。

　再びやってきた甘い時間に、楓は抗うことなく溺れていった。










策略と妊娠疑惑




　芹菜が雅史の秘書補佐として来てから間もなく三週間が経過する。

　コミュニケーション能力が高く、脳神経外科にすっかり馴染んでいるのはすごいと思わされる。しかしそれとは裏腹に、楓は困っている点があった。

「海老沢さん、石川さんって大企業の令嬢なのに気さくな女性だよね」

　ナースステーションでそう声をかけてきたのは、麻酔科の男性技師だった。

「そうですね」

「ほかの科にもちょくちょく顔を出して挨拶していくし。みんなも感じがいいねって話してる。神楽先生の婚約者なんだろう？　あんな女性ならいいよな」

　そんな話はあっという間に広がるもの。今では院内中に知れ渡っている噂だ。

「そういえば海老沢さん、最近よくミスるって聞いたけど、どこか体調でも悪いの？」

「え？　ミスって、私がですか？」

　なんの話かと聞き返す。細心の注意を払って仕事をしているため、スルーできない言葉だ。

「うん。石川さんが『海老沢さん、仕事量が多いのかも。たまにミスもあるし大変そうで心配……』って言ってたよ。でもミスなんて海老沢さんにしては珍しいなって思ってたんだ」

「……石川さんが？」

　ミスを犯した覚えはまったくない。

「あ、今の、俺が話してたって内緒ね」

　男性技師は口元に人差し指をあて、ナースステーションを去っていった。

　いわれのない話をされ、心がざわつく。ミスをしているのは楓ではなく芹菜のほう。彼女が来てからのこの三週間、芹菜の後処理で大変な思いをしているのは楓だ。

　初歩的な郵便物の仕分けですら入力を間違え、英語が得意と言うから翻訳を任せれば、文脈をまるで無視した和訳をする。医療用語がわからない以前に文章はひどく、楓がやりなおしている。

　それを楓のミスだと吹聴しているとしたら、芹菜はいったいどういうつもりなのだろう。

　考えられるのは、ただひとつ。常に雅史のそばにいる楓が邪魔だからだ。おそらく彼女は楓たちの関係に勘づいている。極力そんな雰囲気は出さずにいるが、どこかで互いの好意が漏れてしまったのかもしれない。だからこそ院長に雅史の結婚相手として認められたのは自分であって、楓ではないと主張しているのだろう。そうでなかったら、仕事を教わっている楓に対して嫌がらせはしないはずだ。

「海老沢さん、どうかした？」

　不意に声をかけられ我に返る。沙月だ。

「あ、いえ」

「そう？」

　顔を覗き込まれたため不自然に目を逸らすと、その先に件くだんの人物、芹菜が現れた。先ほど楓がお願いした郵便物の仕分けの中に雅史宛てではないものが交ざっていたらしく、ナースステーションのカウンターで職員に封書を手渡している。

　にこやかな微笑みがアイドルのようにかわいらしい。受け取った男性職員も、まんざらでもないといった様子で芹菜に「ありがとう」と返した。

「あの子、意外と小こ賢ざかしいよね」

「え？」

　沙月が思いがけない言葉を発する。

　誰とでもうまくやっているように見えたが、中には違う捉え方をしている人もいるみたいだ。

「愛あい嬌きょうはあるし、あの容姿だから男性陣は一様にデレデレしてるけど。海老沢さんも大変でしょう」

「あ、いえ、そんなことは……」

　芹菜に妙なことを吹聴されていると知ったばかりのため、正直に〝そうなんです〟と言いたかったが、お腹に力を入れてなんとかこらえる。

　もしかしたら、先ほどの男性技師の勘違いの可能性も拭い去れない。芹菜自身の話をしていたのを楓のミスだと聞き間違えたかもしれないから。

「海老沢さんは人を悪く言わないから我慢してるのはわかってる」

　トントンと楓の肩を叩いて先を続ける。

「だけど私ね、彼女があなたを貶めるようなことを言ってたのを聞いちゃったの。本当ならこんな話、本人の海老沢さんには言うべきじゃないんだろうけど、気をつけたほうがいいと思う」

　沙月は険しい顔を芹菜に向けてから、その表情を解いて楓を見た。

「……わかりました。ご忠告ありがとうございます」

　それしか言えず、楓は芹菜のあとを追うようにして部屋に向かう。

　彼女がなにをしようが、雅史と楓の気持ちが変わらない以上、悪いようにはならないと言い聞かせて自分を納得させながら、その日の仕事を進めた。




　驚くべき事態が起こったのは、その翌日だった。

「私の航空券がないって……」

　芹菜が受け取ってきたチケットを確認した楓は、二枚を並べて愕がく然ぜんとしていた。

　明日、雅史と楓のふたりでアメリカに発つ予定だったため、予約していた航空券を総務から受け取ってくるよう芹菜にお願いしたのだが……。

　楓の目の前には雅史と、なぜか芹菜の名前のチケットがあった。

「石川さん、これはどういう……？」

「院長から直々に指示があったんです。アメリカには私が同行するようにって。海老沢さんは日本で大事な仕事があるからとおっしゃっていました」

　大事な仕事とはなんなのか。楓は雅史の秘書だ。

「心配しないでください。雅史さんは私がしっかりお世話しますから」

　楓が動揺しているのを知りながら、芹菜は満面の笑みを浮かべた。

　どことなく勝ち誇った表情に見えるのは、楓が彼女に対して鬱々としたものを抱えているせいだろうか。

「だけど――」

　楓が言いかけたそのとき、部屋のドアが開き、診察を終えた雅史が戻ってきた。

　ふたりのただならぬ様子を見て「どうかした？」と声をかけてくる。

「あ、いえ、明日のアメリカ行きですが――」

「私が同行することになりました」

　楓を遮って芹菜が嬉々として報告する。先ほどよりも笑顔がキラキラ弾ける。

「……どういうこと？」

　怪け訝げんそうな彼の目が芹菜から楓に移る。

「海老沢さんは大事な仕事があるので日本を離れられないそうです」

　楓が口を開くより早く芹菜が説明した内容に、雅史は首を傾げた。

「意味がわからないな。海老沢さんは俺の秘書だから、仕事は俺と共にある」

　そうだろう？というニュアンスを眼差しに乗せ、雅史が楓を見る。

「でもこれは院長指示なので。もうチケットの手配も済んでいますから」

「院長？　……ちょっと行ってくる」

　芹菜の反論に雅史は白衣を翻し、入ってきたばかりのドアから出ていった。

　芹菜とふたり残された楓は、仕事が手につかず気もそぞろ。芹菜が雅史と一緒にアメリカに行くのは、どうしたって不安しかない。なにかよくないことが起こりそうな気がして、胸の奥がひりひりする。

　対して芹菜はうれしさを隠せない様子で鼻歌でも飛び出しそうな顔だ。

　それが余計に楓の気持ちを急かした。

　それから十分と経たずに雅史は戻った。浮かない表情から結果は明白だ。

「院長はなんておっしゃってました？」

　芹菜は〝私の言った通りだったでしょう？〟と言いたげな目だった。

　雅史は彼女の問いには答えず、楓を部屋の外に連れ出し、すぐそばのカンファレンスルームに引き入れた。

「院長の差し金だろう。楓ではなく彼女を連れていくようにと指示された」

「……そうですか」

　仕事上の院長指示であれば背くわけにはいかないだろう。

　それならば、暗い表情をする雅史と一緒になって落ち込んでもいられない。楓はへの字になった口元をぐっと引き上げ、雅史に笑いかけた。

「気をつけて行ってきてくださいね。お土産はそうですね……高級ブランドの香水で手を打ちます」

　意識して明るくする。

「楓は香水、つけないだろ。っていうか、楓の匂いがなくなるから俺は反対だ」

「私もたまには大人の女性っぽいセクシーな香りをつけたいです」

「楓の匂い自体セクシーだからいらない」

　抱き上げてテーブルに座らせた楓の首筋に、雅史が顔を埋める。

「ちょっ、先生！」

　いくらドアを閉めているとはいえ、ここは病院。いつ誰が入室するかもわからないため焦って雅史の胸を押したが、彼は一向に気にする気配がない。

「少しの間だけだからじっとして」

　匂いを嗅ぎ尽くすように息を深く吸い、吐き出すと同時に唇を押しつけた。

「アメリカ行きの件は心配するな。彼女が一緒でも、なにも起こらない。彼女に靡なびくなんてないから」

　首にかかる雅史の吐息のくすぐったさに身をよじると、「真面目に聞いてるか？」と念を押される。

「聞いてます。でも息がかかってくすぐったい」

「それなら息じゃなくて」

　意味深に囁いたあと唇を重ね合せた。表面をなぞるだけのキスなのに、雅史のぬくもりで不思議と不安が薄れていく。

〝大丈夫かな……〟が〝たぶん大丈夫〟になり、〝絶対大丈夫〟へと変わっていった。

「このあとは執刀で夜まで病院だけど、俺の部屋で待っててくれるか？」

　キスが解け、雅史が間近で甘い誘惑を囁く。

「……はい」

　ひと呼吸置いて首を縦に振る。そんな誘いを楓が断れるはずもない。すぐに返事をできなかったのは、キスで上がった呼吸を整えるためだ。

　満足そうに笑う雅史に楓も微笑み返した。




　翌日、楓はふたりを見送るため空港にいた。

　このあと楓は雅史と離れ離れになるためブルーな気分だが、芹菜は終始ご機嫌。スキップでもしそうな様子でキャリーバッグを引いていた。

　荷物を預け、いよいよ搭乗ゲートへやってくる。楓はここでお別れだ。

「じゃ、行ってくるから」

　雅史が楓に振り返る。

「はい、気をつけていってらっしゃいませ」

　手を振る楓を見た芹菜は、晴れ晴れとした顔を隠そうともしない。邪魔者を引き離せてせいせいとしたところか。

　五日間の辛しん抱ぼう。それくらいなんでもない。

　楓はその背中を見送り、「私もがんばろう」と自分を激励した。




　空港から病院へ戻った楓は主が不在になった部屋で、帰国後に手術が控えている患者用のカンファレンス資料をまとめていた。

　もととなるものを作成するのはもちろん雅史だが、それをプレゼン用ソフトに移行するのは楓の仕事である。

　ところが、いつもなら没頭できる作業なのに、今日はなかなかそうもいかない。

　今は太平洋上のどのあたりだろう。

　隣り合ったシートでふたりはなにを話しているだろう。

　油断すると雅史と芹菜のことが気になり、集中力が何度も途切れる。卓上カレンダーを見ては、帰国の日が待ち遠しい気持ちになる。

（あれ？　そういえば最近、生理がきてない……？）

　カレンダーを眺めていたら、ふと思い出した。最後の生理はいつだったか、スマートフォンのスケジュール帳を開く。

　楓は毎月スケジュールアプリに生理の日を記録している。たいてい規則的だが、最近きた記憶がない。現在は六月だが、その月にしるしはなく五月に遡さかのぼる。ところがその月にも記録はなかった。

（嘘……。それじゃ最後は四月？）

　さらに過去に戻ると四月も終わりに差しかかる頃に最後の生理があった。

　几帳面な楓が記録を忘れるとは思えないし、ここしばらく生理がないのも事実。

（――まさか。雅史さんと一夜を過ごしたあの夜……）

　気になってカレンダーで確かめると、ちょうど排卵日のあたりに彼と関係をもっているのがわかった。

　いや、そんなはずはないと頭から否定する。雅史が避妊せず無責任に事に及ぶとは考えられないし、それを着ける仕草はたしかにしていた。

（でも万が一ってこともある？）

　コンドームによる避妊は百パーセントではないと聞いたことがある。

　体から血の気が引いていく。

　もしも楓のお腹の中に彼との命が宿っていたら――。

　お互いの父親から反対されている最中に妊娠なんて、取り返しがつかない。

　でも本当に妊娠していたら、結婚を認めざるを得ないのではないかというずるい期待が顔を覗かせた。

（ううん、そんなのダメ。卑ひ怯きょうだもの）

　頭を振って邪よこしまな考えを必死に追い出す。

　気分転換するために冷たい飲み物でも買ってこようと部屋のドアを開けたときだった。院長秘書の田所が、今まさにノックしようと手を振り上げた場面に出くわす。

　驚いて息を呑んだ楓と対照的に、田所は眉のひとつも動かさない。反射的に閉じてもおかしくない瞼もしっかり開いていた。

「お、お疲れ様です。神楽先生でしたらアメリカに出張中ですが……」

「もちろん存じています。海老沢さんに院長からのご伝言をお届けに来ただけです」

「……院長から？」

　彼から伝言があるとすれば、雅史と楓の関係について以外にないため身構える。早く別れろという催促かもしれない。

「午後六時に第三病棟のエントランスで待っていてくださいとのことです」

「はい？」

　想像したものと違ったため意表を突かれて声が裏返る。

「いいですね？　午後六時に第三病棟のエントランスです」

　田所は繰り返した直後に、まるで体育の授業で習った、切れのいい回れ右の仕草で踵を返した。

「ちょっと待ってください。どうしてですか？」

　今にも足を踏み出そうとした彼を引き止める。

「申し訳ありませんが、私は院長の伝言を預かっただけですので」

　肩越しに言い残し、「では失礼します」と田所は歩きはじめた。

　もう一度呼び止めようとしたが、なにを聞いても無駄だろうとあきらめる。

（午後六時って……嘘、もうこんな時間だったの？）

　腕時計を見て面食らう。気づけば五時を回っていた。

　仕事になかなか集中できないと思っていたが、意外と没頭していたらしい。

　それからの約一時間はそわそわと落ち着かず、パソコンの資料に向かってもうわの空だった。

　第三病棟のエントランスを使うのは入院患者の家族がほとんど。自動ドアが三つ並ぶ本館とは違い、扉はひとつしかない。面会時間は午後八時までのため、まだぽつりぽつりと人の出入りがある。

　暗くなりはじめた空の下、煌々とした明かりが灯る出入口に立っていると、黒い高級セダンが目の前に停車した。おそらく院長の車だろう。

　後部座席の窓が開き、その奥に院長である慎一の顔が見えた。

「乗ってください」

　静かな声がかけられる。

「……はい」

　ドアを開けて「失礼します」と乗り込むと、車はゆっくり発進した。

「急にお誘いして申し訳ありませんでした」

「あ、いえ」

「お食事でも一緒にどうかと思いましてね」

　まさか食事の誘いだとは予想もしていなかった。雅史との今後について警告されるだけだと思っていたから。

「海老沢さんは気が進まないでしょうが、ちょっとお付き合いください」

「はい……」

　病院のトップである院長、それも雅史の父親に言われて拒絶などできない。恐縮しつつ頭を下げた。

　シートにゆったりと体を預ける慎一に対して、楓は上体に力を入れて背筋を伸ばしたまま。車中では会話もなく、ただただ窓の外に視線を向ける以外になかった。

　ほどなくして車が平屋の建物の駐車場に停められる。立派な数寄屋造りからして料亭だろう。

　運転手に開けられたドアから降り、玉砂利を踏みしめて店内に入ると、女将おかみらしき和装の女性が顔を出した。

「神楽様、いつもありがとうございます」

　よく使う店らしく、女将が丁寧に腰を折る。

　左手に手入れの行き届いた日本庭園を臨みながら、長い廊下を歩いていく。案内されたのは、ふたりにしては広い和室だった。

　大きな座卓に向かい合って座り、女将はお茶を出してから去った。

「料理は私のほうで選ばせていただきました」

「ありがとうございます」

　手持無沙汰からお茶を手に取り、口をつける。やけに喉が渇くのは、ただならぬ人物を前にしているせいだ。座椅子に悠然と腰を据える慎一の前で委縮する。

「雅史の同行を阻止したこと、恨んでいるでしょうね」

　率直に聞かれて返答に困る。恨みを持つほどでないにしろ、やるせない気持ちになったのはたしかだ。

　しかし芹菜との結婚を望んでいる慎一にしたら至極当然の判断。楓を雅史から遠ざけたいのは理解できる。

「雅史さんのサポートができないのは心苦しいです」

　アメリカで働いていた経験があり、語学も堪能な雅史なら心配は無用だろうが、彼をそばで支えたかった。

「芹菜さんがいれば、そのあたりは大丈夫でしょう」

　コミュニケーション能力に長けている彼女は、慎一にもすっかり気に入られているようだ。

「まぁ少々心配な面もありますがね」

　慎一が続けた言葉に引っかかり、彼を見る。

「心配とおっしゃいますと……？」

「なにせお嬢様育ちですから。これまで働いた経験もないですしね」

　もしかしたら慎一も、芹菜の本質を見抜いているのではないか。日本でも有数の病院を牽引してきた慎一なら、多くの人と関わってきた経験から、人を見る目は養われているはずだ。

　でも、そんな彼女でも雅史の結婚相手に選ぶくらい、病院の発展を願っているということなのだろう。

「海老沢さんの仕事ぶりは多方面から聞き及んでおりますよ。とても聡明な秘書だと」

「もったいないお言葉です」

　楓が頭を軽く下げると同時に障子が開き、女将とはべつの女性がしなやかに入室する。お盆に載った料理をふたりの前に並べた。

「先付をお持ちしました。賀か茂もナスの田楽でございます」

　懐石のコースらしい。美しい器に盛られた料理は品がある。

　女性スタッフが下がると同時に「いただきましょうか」と、慎一が箸を持った。

「いただきます」

　楓も手に取り、真ん中をくりぬいた丸いナスに箸を入れる。肉みそと一緒に頬張った。みょうがとごまの風味がおいしい。

「お父様にはお話ししましたか？」

　慎一が核心部分に触れてきた。

「……はい」

　いったん箸を置いて答える。

　慎一は目で〝それで？〟と先を急かした。

「雅史さんとの結婚は許せないと」

「やはりそうでしょうね」

「母とお付き合いしていたのは本当なんですか？」

　慎一はわずかに目を瞠った。

「お父様からその話を？」

「いえ、父の妹からです」

「そうでしたか。……ええ、あなたのお母様……すみれさんとはお付き合いしていた時期がありました」

　尚美の話は本当だった。

　慎一によると、大学時代にサークルを通じて知り合ったすみれとは結婚も視野に入れて付き合っていたが、両親の猛反対にあった。慎一は駆け落ちも辞さない気持ちでいたが、すみれから身を引いたという。

　その後、両親の薦める相手とお見合いをし、慎一は結婚に至ったそうだ。

　すみれが友人の芳郎と付き合いはじめたのを風の噂で聞いたとき、なんともいえず苦しかったと。

「そんな私の気持ちが妻にも伝わったのでしょう。離婚こそしていませんが、妻はここ何十年も実家に帰ったきりです」

　雅史には弟がおり、神楽総合病院で心臓血管外科医として働いている。その彼、利とし臣おみの出産で里帰りしたままだという。

「……母とは結婚後にも会っていたんですか？」

　聞くのは怖いが、はっきりさせたかった。もしも父が心配していたようにふたりの心が繋がっていたのだとしたら、あまりにもつらいが。

「いえ。別れたきりです」

　慎一の返答に少なからず安堵する。

「今でも母を？」

　率直な質問をぶつけた。

　慎一はしばらく逡巡するように目線を彷徨わせてから微笑んだ。

「好きか嫌いかで言ったら、もちろん好きですよ。本気で愛した女性ですから、何十年経とうと嫌いにはなれない。でも、なにしろ三十年以上も前ですからね、愛情というよりは懐かしさでしょうか」

　昔に想いを馳はせるかのように慎一が遠い目をする。

　慎一もその昔、楓たちのように親に交際を反対されつらい思いをしたのだろう。哀あい愁しゅうを含んだ眼差しだった。

　もしも雅史と人生を歩めない未来があるのだとしたら、楓たちも慎一のように愛が形を変え、想いは薄れてしまうのだろうか。べつの人の隣を歩きながら、胸に抱えるこの気持ちは違う形に変化してしまうのだろうか。そう考えるとたまらなく怖い。

「こうして見ると、あなたはすみれさんによく似ている」

「目元がそっくりだと言われます」

　慎一が小刻みに頷く。

「そうでしょうね。でも海老沢という名字は別段珍しいものではないですから、まさかあなたが海老沢芳郎の娘だとは思いもしませんでした」

　雅史に結婚したい相手だと紹介されてから調べ、そこで初めて知ったのは以前聞かされている。

「私も、院長と父の間にそんな過去があったなんて知りませんでした」

　もしも聞かされていたら、採用試験は受けなかっただろう。神楽総合病院には近づかず、一生遠ざけて暮らしていたに違いない。

「あなたのアメリカ行きを阻止したのは、雅史がいたらこうしてふたりでゆっくり食事などできないと思ったのもあります」

　たしかに彼がいたら実現しなかっただろう。雅史の耳に入れば彼が同行するだろうし、楓も誘いを黙ってはいられない。

「しかし、まさかすみれさんの娘さんと雅史がそういう仲になるとはね……。なんとも複雑な心境です」

　困ったように小さなため息をつき、目線を落とす。

「やはりお許しいただけないでしょうか」

　芳郎と慎一の複雑な気持ちは痛いほどにわかる。奪い合ったのではないにしろ、同じ女性を愛した過去は、そう簡単に割り切れないだろう。

　それでも楓は、雅史との未来をあきらめられない。

「もしも……」

　――私たちの間に子どもができたら許していただけますか？

　勢いでそう言いかけてやめる。確定もしていないのに脅しじみたことは口にできない。無意識にお腹に手をあて、ぐっとこらえた。

「私ひとりが賛成しても、あなたのお父様の反対の意志は変わらないでしょう。……というのは責任転嫁になりますね。海老沢芳郎に乗じて逃げているのですから」

　それなら本音では許してくれているのかと期待が顔を持ち上げる。

「いくら私たちが反対したところで、あなたたちはいい大人ですから。私が試みたように駆け落ちだってできるわけです」

「では――」

「かといって雅史はこの病院を捨てられない。多くの患者を抱えているのに、無責任に放り投げられる男ではないですから」

　そこはかとなく声が硬い。遠回しに〝あきらめなさい〟と言われている気がした。雅史の医師としての信念を捻ねじ曲げるなと。

「さて、前置きが長くなりました。料理を楽しみましょう」

　続々と運ばれてくる見た目も美しいコース料理と裏腹に、楓の気分は沈んでいく。

　雅史との将来が白く霞かすみ、手の届かないところへどんどん遠ざかっていくよう。懸命に手を伸ばすが、指の間からすり抜けてしまう。

「――っと」

　不意に慎一が箸を畳に落とした。手を滑らせたようだ。

　すかさず楓が拾い、スタッフを呼んで新しい箸を用意してもらった。

　慎一はそれを受け取りつつ、眉間を指で押さえる。

「この頃、どうも疲れが溜まっているようでね。眼精疲労なのか視界が悪いときがあるんですよ」

　大病院の院長たる者、息をつく暇もないのかもしれない。

「どうかあまりご無理なさらないでください。少し横になったほうが」

　料理を運んできたスタッフが「お布団をご用意いたしましょうか」と気を利かせてくれたが、慎一は首を横に振った。

「いえ、大丈夫ですよ」

「ですが……」

　よくよく見てみれば顔色もあまりよくない。

「せっかくあなたとお食事の機会を設けたのですから、もう少し楽しませてください」

　しかし慎一は、ふたりの仲を認めてはいない。

　楓との時間を少しでも有意義なものだと感じてくれているのなら、せめて慎一だけでも許してくれればいいのにと願わずにはいられない。

　いや、その問題とはべつに、慎一は楓にすみれの面影を探しているのではないだろうか。遠い昔に愛した女性を楓に重ねているのかもしれない。

　意外に穏やかな態度の慎一を見て、ふとそんなことを思った。




　雅史から連絡があったのは翌朝、そろそろ出勤しようとコーヒーカップをシンクで洗っているときだった。

　今か今かと待ちわびていたため、着信音がしたスマートフォンに飛びつく。

「もしもし！」

《楓が珍しく焦ってる？》

　カメラつきで通話しているわけでもないのに、まるで見ていたよう。

「いえ、焦ってなんていません」

　取り澄まして返したが、声を聞いたうれしさで心は弾む。

　昨夜遅くに無事に着いたとメッセージだけは届いていた。

「今はどちらですか？」

《夕食をとってホテルに戻ったところ》

　壁掛け時計で時差を確認する。サマータイムで換算すると、あちらは前日の午後六時半だ。

「学会は明後日ですよね」

《ああ》

「私も雅史さんがお世話になった先生にお会いしたかったです」

　メールでのやり取りしかしていないが、丁寧な印象を受ける紳士だ。

《そうだな。俺も楓を婚約者として紹介したかった》

「正式な婚約者ではありませんけど……」

　いわゆる結納はまだ交わしていない。

《そんなことを言うなら、指輪を返してもらおうか》

　とっさに左手の薬指の輝く指輪を見る。ふたりの仲は内密にしているため、職場に着くと外している大事なものだ。

「ごめんなさい」

　楓が即座に謝ると、電話の向こうで雅史がクスッと笑った。

《なにか変わったことはない？》

「……ありません」

《今、微妙に間があったけど》

「時差だと思います」

　余計な心配をかけたくないため、昨夜、慎一と食事をした報告は帰国してからにしたほうがいいだろう。

《なるほど、時差か》

　ククッと笑う彼の声を聞いていると、遠く離れている感じがしない。十三時間も時差のある海の向こうではなく、車を飛ばせば数十分で到着する感覚だ。

「石川さんはどうしてますか？」

《彼女も部屋だろう。心配ならしなくていい。彼女が裸で迫ってこようが、なにも起こらないから》

　思わずそんなシーンを想像して絶句する。芹菜ならやりかねないと思ったのは、楓の偏見にすぎない。彼女に対して失礼だ。

《楓？》

「はい」

《会いたい》

　雅史の声が胸の奥にストレートに響く中、〝妊娠〟の二文字が頭を渦巻く。

　昨日はドラッグストアで妊娠検査薬を買ってきたが、怖くてまだ試していない。妊娠していたら困る自分と、それを期待する自分が葛藤して行き詰まっているのだ。

「雅史さん、もしも私が……」

　そこまで言いかけ、慎一との食事の件同様に止める。遠くアメリカにいる雅史に余計な心配はかけるべきではない。

《もしも楓が、なに？》

「……いえ、なんでもないです。そちらでもがんばってくださいね」

　彼を見送ってからまだ二十四時間も経過していないのに、もっと長い時間会っていない気がする。すぐに会えない場所にいるからこそ余計に恋しいのかもしれない。

《五日なんてすぐだと思ったけど、意外と長いな。せめて俺がこっちにいる間に引っ越しの準備を進めておくように。帰国したらすぐにでも俺のマンションにおいで》

　ふたりの未来が不確実な今、一緒に暮らす話題は気持ちを明るくしてくれる。マンションの契約の都合もあるため解約はすぐにできないかもしれないが、荷物を準備していれば気も紛れる。

「わかりました」

　もっと話していたいが、仕事に遅刻するわけにもいかない。楓は通話を切り、バッグを手に取りマンションをあとにした。




＊＊＊＊＊




　学会参加後、アメリカ時代にお世話になったスチュワートとの懇親会を終えた雅史は、芹菜を伴い宿泊先のホテルへ戻ってきた。

　学会での各研究者の学術発表は非常に興味深いものだった。

　その中でも特に脳卒中急性期に磁気刺激治療を併用すると麻痺の回復を促進し、後遺症を減らせるという研究は雅史の専門分野でもあるため、懇親会では論文発表者の医師と議論に花を咲かせた。

　心房細動患者と脳卒中発症リスクに関するまったく新しい概念についてもそう。

　気持ちを高揚させながらエレベーターで二十階まで上がり、部屋の前で解散しようとしたそのとき、芹菜に呼び止められる。

「雅史さん、このあと少しお時間をとれませんか？」

「悪いが、部屋でまとめたいものがある」

　彼女に付き合っている時間はない。

「そんな……少しくらいいいじゃないですか。こっちに来てから全然相手にしてくれないし……。私、英語があまり話せないから、学会でも懇親会でもずっと寂しい思いをしていたんです」

「だったらなぜ同行した？　キミはなにをしにここへ来たんだ。遊び半分は迷惑だ」

　楓のアメリカ行きを阻止された不満で、つい強い口調になったのは否めない。

　しかし芹菜は学会でも懇親会でも秘書としての仕事をいっさいせず、コーヒーを頼むくらいで雅史に通訳を頼んだり、『飽きちゃいました』と不平を言ったり、ことごとくお荷物だった。

　楓ならスマートにこなしたであろう業務を彼女はなにひとつできていない。補佐とはいえ秘書として働いているのに。

　そんな場面に出くわすたびに〝楓だったら〟と何度思ったことか。

「遊び半分なんてひどいです。私は私なりに一生懸命やっています」

　拳を握った両手を振り振り力説するが、計算づくの仕草は雅史をかえってイラつかせる。それで騙だませる人間もいるだろうが、雅史には通用しない。

「一生懸命やっている人間が、自分のミスを人になすりつけたりするのか」

「な、なんの話ですか」

「院内に触れ回っているそうだな、海老沢さんはミスが多いと」

　芹菜はハッとしたように目を見開いたあと、眉根を寄せる。

「でもそれは事実ですから。海老沢さんのミスを私が直したり、あちこちに訂正をしに行ったり大変なんです」

　呆れて言葉もない。

「海老沢さんは俺の秘書になって一年経ったが、これまでミスは一度もない。その彼女が新人のキミに訂正してもらうような間違いをするわけがないだろう」

「だ、だって本当なんです。この前だって――」

「もういい。キミと話していると頭が痛くなってくる」

　へこたれない彼女を制し、頭を押さえながらドアに手をかける。カードキーをかざして開錠した。

「明日はこの地域の病院の視察があるが、キミはショッピングでもしていたらいい」

　英語もろくに話せず右往左往していた彼女が、ひとりで買い物ができるかどうかは怪しいところだが。

　冷たい態度なのは重々承知のうえ。だが、楓を貶めたのに比べたら手緩いくらいだ。

（まぁ楓の信用も評価も、そのくらいで落ちるものではないけど）

　雅史は立ち尽くす芹菜の前でドアを閉めた。




　部屋にこもった雅史は、操作していたタブレットの充電が切れて初めて、資料のまとめに熱中していたことに気づいた。

　ホテルに帰ってきたのが午後五時過ぎ。時計は十時近くを指していた。

　ソファセットのそばにあるデスクチェアに座ったまま腕を回し、飲みかけのコーヒーに口をつける。

　滞在している部屋はリビングも擁ようするジュニアスイートのため、広々としたスペースがある。チャイムが鳴ったのは、そこでストレッチでもしようと立ち上がったときだった。

（こんな時間にいったいなんの用事だ）

　ホテルスタッフが訪問するような時間ではない。ドアスコープから覗くと、まさかの芹菜だった。雅史にあそこまで言われたあとで顔を見せられる度胸は大したものだ。

　またお酒でも飲もうという誘いかとうんざりしたが、無視するよりもきっぱり断ろうと「はい」とだけ返した。

「雅史さん、遅くにごめんなさい。鎮痛剤を持っていませんか？　ちょっと頭痛がするんですけど、英語があまりわからないからフロントには聞けなくて……」

　厭いとわしい相手とはいえ医師である以上、体調不良で困っている人間は突き放せない。

「わかった」

　普段から寝不足などで頭痛になりがちのため鎮痛剤なら持っている。キャリーバッグのポケットから錠剤を取り出した。

　ドアを開け、それを彼女に差し出す。

「ありがとうございます。それと、さっきはごめんなさい」

「それを飲んで早く寝たほうがいい」

　謝罪の言葉にため息をつきつつ勧める。うんざりしているのをわざとひけらかしたが、彼女にそれが伝わっているかは微妙だ。芹菜はことごとく空気を読まない。

「……はい」

　素直に受け入れて手を出した芹菜だったが、不意にその場にうずくまった。

「おい、どうしたんだ」

「すみません、ちょっと目眩めまいがして」

　慣れない国でストレスが溜まったか。目眩を伴う緊張性の頭痛かもしれない。

　仕方なく彼女の腕を掴み、部屋の中へ引き入れてソファに座らせた。

「……ご迷惑をおかけしてすみません」

「ちょっと待ってろ」

　即効性のある鎮痛剤のため、ここで飲ませようとミネラルウォーターを取りに冷蔵庫に向かう。戻った雅史は芹菜にペットボトルを手渡し、デスクに置いていたコーヒーカップを手にして彼女の向かいに座った。

　芹菜はキャップを開け、錠剤と一緒に口にする。

「目眩はどうだ」

「まだちょっと……」

　彼女が苦く悶もんの表情を浮かべてこめかみに手をあてる。

　顔色はさほど悪くないから、心配する必要もないだろう。少ししたら自分の部屋へ帰らせよう。

　残ったコーヒーを飲み干し、テーブルに置く。

「雅史さん、夕方のことはごめんなさい」

「その件はもういい」

　話したところで堂々巡りだろう。楓の悪口なら聞きたくない。

「私、雅史さんのことを本当に好きなんです。覚えていますか？　初めて会ったパーティーでのことを」

　雅史には挨拶をした程度の記憶しかない。いちいち思い出すのも面倒で黙ったままでいると、芹菜は先を続けた。

「雅史さん、私に飲み物を選んでくれたんです。アルコールは平気かどうか、どんな味が好みか、優しくいろいろ聞いてくれました」

「悪いが覚えてない」

　そのときに限らず、パーティーではたいていそんな振る舞いをしてきた。彼女にだけ特別ではなく、院長である父の顔を立てる接待のようなもの。そこに好意はもちろん、特段の意味もない。

「そんな寂しいことを言わないでください。私はそのときに結婚するなら雅史さんがいいって決めたんです」

　たった一度優しくされただけで結婚を決めるとは、なんて短絡的なのか。

　呆れかえって首を横に振りながら、ふと気づく。

「もしかして、この結婚は――」

「そうです。私が父にお願いして、雅史さんのお父様にもちかけてもらったんです」

　父親同士が決めた結婚と思っていたが、そうではなかったらしい。

　昔から病院にとって有利な相手との姻戚関係を望んでいた慎一にしてみれば、石川製薬はその相手として申し分ない。芹菜の父親からの申し出は渡りに船だっただろう。

　芹菜は突如立ち上がり、雅史の隣に移動してきた。

「なんのつもりだ」

「雅史さん、私のことを全然見ようともしてくれないから寂しいんです」

「好きでもないのに思わせぶりにするほうが罪だろう」

　芹菜が大おお袈げ裟さに肩を落とす。

　言いすぎたと思ったが、その気もないのに期待を持たせるほうが酷だ。雅史は彼女から離れるように座りなおしてから足を組み換え、ソファの背もたれに体を預けた。

「このままじゃ私は惨みじめすぎます。……ひとつだけ私に思い出をくれませんか？」

「思い出？」

「今夜ひと晩だけでいいから、朝まで一緒に過ごしてください。そうしたら雅史さんをきっぱりあきらめますから」

　芹菜は切羽詰まったように懇願して雅史を見つめた。










邪魔する疑念




　雅史の帰国を明日に控えた昼、楓はたまには外で食べようと病院からほど近いカフェへやってきた。白を基調とした爽やかな内装の店は、ホットサンドがおいしいことで有名だ。

　妊娠検査薬はまだ開封せず、部屋の引き出しにしまったまま。しかし生理も依然として遅れたままだ。

　今夜こそ試そうと考えながらスタッフに案内されていると、「海老沢さん！」と不意に声をかけられた。沙月だ。少し離れたテーブルで軽く手をあげている。

「海老沢さん、ひとりなら一緒にどう？」

「ありがとうございます」

　同じくひとりの彼女の言葉に甘えて、向かいの席に腰を下ろした。

「白石さんはなにを頼みましたか？」

　メニューを広げながら尋ねる。

「私はアボカドと煮玉子のホットサンド」

「あ、おいしいですよね」

　少し前に来たときに食べたが、半熟卵のまったりとした口あたりで食べごたえもばっちりだった。

（どれにしようかな……）

　この店の売りのため、ホットサンドのメニューはたくさんありつい迷ってしまう。目移りしつつオムレツとほうれん草のホットサンドに決めた。

「白石さんはよくこちらへいらっしゃるんですか？」

「お弁当作りが面倒になったときはね。海老沢さんは？」

「私も同じです」

　ふたりで微笑み合う。

「神楽先生もよく来てるみたい」

「そうなんですか」

　それは知らなかった。いつもどこで食事をしているのかと思っていたが、ここへ来ていたのか。

「優秀な秘書でも知らないことがあるのね」

「なんでもかんでもは知りません」

　冗談っぽくオーバーに驚く沙月に笑って返した。

「ところで神楽先生はいつ帰国？」

「明日です。午後の便なので、病院へは明後日からになると思います」

　楓は雅史に言われた通り、ダンボール箱に荷物を詰めはじめ、引っ越しの準備を少しずつ進めている。昨日はマンションの管理会社へ連絡し、引っ越しの予定を告げた。

「だけど石川さん、いくらなんでも海老沢さんを差し置いて自分がついていくなんて、よくできたわね」

「それは院長指示なので」

　芹菜の思惑ももちろんだが、決定権は院長にある。

「そうかもしれないけど、院内での仕事も十分じゃないのに婚約者ってだけでどうなのかな」

　沙月の言葉が胸に重くのしかかる。

（……病院内で雅史さんの婚約者は石川さんという認識なんだよね）

　雅史からプロポーズされているため忘れてしまいがちだが、芹菜は院長公認の婚約者なのだと改めて思い知らされる。

「だけど政略結婚なんて時代遅れもいいところ。当事者たちの気持ちは二の次で腹立たしい」

　沙月にしては珍しく、言葉に棘とげがあり口調にも苛いら立だちが滲んでいる。他人事とは思っていないような調子だ。そんな彼女を見て、ある推測が頭をよぎった。

「白石さん、もしかして神楽先生のことを……？」

　彼を好きだから芹菜の登場に憤りを感じているのではないかと勘繰る。

　思い起こせば、沙月からは雅史の話をちょくちょく振られていた気がしなくもない。体に妙な緊張が走った。

「やだ、違うから！」

　恐る恐る尋ねた楓の言葉の先を察知して否定する。

「神楽先生は尊敬してるけど、好きとかそういうのはありません」

　沙月が首を横にひと振りする。

「そうなんですね」

　きっぱりと打ち消され、肩から脱力した。院内には雅史に好意を寄せる女性がたくさんいるが、親しくしている沙月とは同じ男性を好きになりたくない。

「じつは私も同じ立場なの」

　それは突然の打ち明け話だった。

「同じ？　白石さんも政略的な結婚を？」

　聞き返した楓に彼女は頷いた。

　これまで沙月と親しくしてきたが、楓は彼女の実家のことはなにひとつ知らない。政略結婚を望まれる家柄なのだろうか。

「家業の経営がうまくいってなくてね」

　沙月によると、実家は老舗の呉服屋を手広く営んでおり、ここ数年右肩下がりの経営状況だという。ある企業の社長子息が沙月を気に入り、結婚を条件に融資を申し出ているのだとか。

「そうだったんですか……」

「でも私もすんなり認められないから、今、親と交渉中」

　軽く肩を上げ下げして自じ嘲ちょう気味に言うが、楓もまさに同じだ。

「じつは私もなんです」

　似た状況に置かれている沙月には黙ったままでいられなかった。このまま素知らぬふりはできない。

　沙月がゆっくり首を傾げる。

「同じ？　……海老沢さんも親の決めた結婚相手がいるの？」

「実家は千葉で病院を経営していて……」

　それが海老沢総合病院だと打ち明けると、沙月の驚きぶりは半端ではなかった。

　現在は父に反発中で話し合いも物別れに終わっていると正直に告白した。

「海老沢さんは私同様、単純に政略結婚が嫌だから従わないの？」

　政略結婚自体が嫌なのとは違う。幼い頃から父親にそう言われてきたから、ある程度の覚悟はできていた。でも今は……。

「好きな人がいるんです」

「やっぱりそうだったんだ」

　沙月の顔がパッと華やぐ。

　以前、沙月には首筋の赤い痕に気づかれたことがあった。あのときはごまかして終わったが。

「どんな人？　院内の人？」

　テーブルに身を乗り出して探るように顔を覗き込んだ直後、沙月がなにかを閃ひらめいたかのように目を輝かせた。

「もしかして神楽先生？」

　まさか言いあてられるとは思いもせず、なにか口にしているわけでもないのにむせ込む。ゴホゴホとしていると、沙月は水の入ったグラスを楓に差し出した。

「そうだと思った。さっきも、私が神楽先生を好きじゃないって否定したときにホッとした様子だったから、あれ？って感じたの」

　自分のあからさまな反応が恨めしい。

「……すみません」

「やだ、どうして謝るの」

「ずっと違いますって言い続けてきたので……」

「簡単に白状できる相手じゃないから当然。医事課のマネジャーにも釘を刺されてたでしょう？」

　まさにその通り。彼には『くれぐれも神楽先生に上司以上の感情は持たないようにしてください』と異動前に厳しく忠告されていた。結局はそれを破る羽目になってしまった。

「キスマークをつけてきたってことは、先生と付き合ってる認識でいい？」

　相手が相手だけに内緒にしておいたほうがいいのはわかっている。でも芹菜の登場やアメリカ出張の一件もあり、誰かに話を聞いてもらいたいほうに軍配が上がる。沙月なら黙っておいてくれるだろうという信頼もあった。

「……はい、その通りです」

　楓が肯定すると同時に注文したホットサンドがふたりの前にそれぞれ置かれた。どちらもおいしそうだ。

「驚きよりも納得のほうが強いかな。ふたりの息はぴったりだし、お似合いだっていつも思ってたから。――だけど大変だ」

　芹菜の存在を言っているのだろう。今のままでは、楓は院長公認にはなれない。

　雅史はふたりの意思さえ固まっていれば認めてもらえなくてもいいと言っているが、できればお互いの親には祝福してもらいたいと願っている。

「アメリカにまでくっついて行かれちゃって心配ね」

　雅史はちょくちょくメッセージアプリに連絡はくれるが、電話は最初に一度くれたきり。内容も他愛のないものがほとんどで、芹菜の名前が出てこないのがかえって気になる。時差はあるし視察で忙しいのはわかっているため、こちらからの連絡は控えているがもどかしい。

「でも神楽先生なら、彼女みたいな女に迫られてもなんともないだろうけど」

「そうだといいんですが……」

　物事に絶対はない。雅史を信じていないわけではないが、芹菜が捨て身で接近したら……と昨夜は想像しながらベッドに入った。そんなわけはないと首を振り、気づけば朝に。

「きっと大丈夫。さてと、冷めないうちに食べようか」

「そうですね」

　ホットサンドを掴み、揃って頬張る。トーストのカリッとした食感と香ばしさが、ふんわりしたオムレツと絶妙なバランスだった。




　沙月とのランチから戻った午後、楓のパソコンにメールの受信を知らせるポップアップメッセージが出た。

　いつものようにポインタでクリックしてソフトを表示させる。それは登録されていないアドレスからのメールだった。タイトルはなくファイルが添付されている。

（どこからなんのメールだろう）

　首を捻りながら開封し、書かれた本文を読んで唖あ然ぜんとした。

【海老沢さん、私、雅史さんと一夜を共にしました】

　たった一文の最後に【芹菜より】とある。

（――石川さんが雅史さんと一夜を？）

　衝撃的な本文に言葉をなくす。

　まさかそんな。きっと芹菜のでまかせだろう。

　でもわざわざこんなメールを送ってよこすのは、やはり雅史と楓の仲を察知しているからに違いない。すぐに確認できない遠い国にいるのをいいことに、引き離す目的で嘘をついているのだろうから気にする必要はない。

　メールを端はなから否定しながら、写真を表す拡張子の添付ファイルをクリックする。

（なにこれ……）

　画面いっぱいに開いた写真を見て、胸をひと突きされた気がした。

　それは薄明りの部屋のベッドに横になった雅史の寝顔だった。胸元から上しか写っていないが、裸のように見える。

　もう一枚の写真は、男女が指を絡ませて手を握り合っているものだ。女性の手が芹菜のものか判別はつかないが、男性のほうは雅史の手だと確信できる。裸を想像させるような構図に声も出せない。

（ううん、違う。これはきっと作り物。今は写真なんていくらだって加工できるんだから）

　必死にそう否定するいっぽうで、疑惑も消し去れずにいた。かわいい芹菜に言い寄られて、嫌な気持ちになる男性がいるだろうか。事実、芹菜は院内で男性人気が高い。

　雅史は絶対に靡かないと言っていたが、もしも彼女が裸で迫ったりしたら？

　男の人は心と体はべつものとはよく聞く話。解放的な気分になる旅先ならありえない話ではない。それが異国だったらなおさらではないか。

　考えれば考えるほどにドツボにはまっていく。

　写真がいつ撮影されたものかわからないが、芹菜は今も雅史の隣で寝ているのかもしれないと想像して、胸が苦しくてたまらない。

　嫌な思いをかき消すように写真もメールも閉じ、その残像を振り払った。




　その日の夜、芹菜から送られてきた意味ありげな写真とメールに頭の中を占領されながら帰宅した楓は、いよいよ検査薬を試そうとトイレにいた。

　もしも妊娠していたら芹菜を遠ざけられるかもしれない。ためらっていた検査をしようと決意したのは、彼女からのメールを見たせいでもある。

　雅史と離れたくないという願いが、楓を妊娠に縋りつかせる。でもそれは子どもを手玉に取った卑怯な方法でもあった。

　それとはべつに、もしも本当に妊娠していたら大変だという憂いにも苛さいなまれる。

　ふたつの相反する想いに翻弄されつつ、説明書に従って手順を踏んでいく。

　期待と不安が入り混じり、額に汗が滲む。この結果が、雅史との未来を占っている気がしてならない。

　それを待つ時間は、生きてきた中でもっとも長い三分間だった。

　所定の時間が過ぎ、楓は呆然とした。

　ふたつある窓のうち、判定終了を示すいっぽうには赤いラインがくっきり。それなのに判定結果のほうは真っ白のまま。

　つまり陰性。妊娠していないという結果がもたらされた。

　雅史との子どもは宿していない。

　ふらふらとした足取りでリビングに戻り、その場にペタンと座り込む。

　まるで、雅史とはこれ以上一緒にはいられないということを暗示しているかのよう。

　目の前に突きつけられた結果にひどく落ち込む自分がいた。




　芹菜のメールと、検査薬の結果で眠れない夜を過ごした翌日、楓は出勤の前に神楽総合病院の産婦人科を受診した。妊娠していないのはわかったが、生理の遅れは診てもらったほうがいいと考えたためだ。

「過度なストレスを受けていませんか？」

　女性医師に質問され、なんとも答えづらい。

「海老沢さんは秘書という立場ですし、それなりに気も遣うでしょう。ひとまず排卵誘発剤のクロミッドを処方しておきますので飲んでみてください。それでも生理がこないようでしたら、また受診してください」

「……はい、ありがとうございました」

　頭を下げ、診察室をあとにする。

　病院でも尿検査をしたが、やはり妊娠は認められなかった。医師の言うようにストレスが、生理がこない原因なのだろう。ここ二カ月はジェットコースターのような日を送ってきたため、生理不順になってもおかしくはない。

　楓は会計後、並びにある薬局で薬を受け取ってから出勤した。

「今日、やっと帰ってくるね」

　医局の隣にある雅史の部屋の前で、楓を見つけた沙月が駆け寄って耳打ちをしてきた。彼女は手にしていたメモ帳と一緒に、首から提げた聴診器のチェストピースをポケットにしまった。

　昨日、お互いの秘密を打ち明け合ったせいか、以前より親近感が増した気がする。距離感がどことなく近い。

　帰ってくるのは、いわずと知れた雅史である。午後三時半に羽はね田だ着の便のため、今日は病院には顔を出さずマンションへ直行かもしれない。

　チラッと確認した腕時計は午後三時。予定通りなら間もなく到着だ。

「あ、はい……」

「あれ？　どうして浮かない顔なの？」

　留守にしていた彼氏が帰国するのになぜ？と言いたいのだろう。

　秘密を共有した仲とはいえ、芹菜から届いたメールの件はあまりにショッキングすぎて話せず口が重くなる。頭も心もキャパシティオーバーだ。

　急いで笑顔を作り、「そんなことないですよ」と返したが唇の端が少しだけ引きつれる。

　雅史からはアメリカを発つ前に【これから飛行機に乗るよ】とメッセージが届き、普段と変わらない様子だったが、本当のところはわからない。

　雅史に限って芹菜と親密な関係になるわけがないと信じたいのに、あの写真がすべてを否定していく。

「そう？　それならいいけど。またふたりでホットサンド食べに行こうね」

　沙月はひらひらと手を振り、ナースステーションに戻っていった。




　楓に来客の知らせが入ったのは午後五時半の退勤時刻を過ぎたときのことだった。

　雅史宛てならまだしも、楓にお客が来るのは初めて。相手が名乗らなかったらしく、誰だろうと首を傾げつつ総合受付カウンターへ向かう。

　午後の診察時間は終了しており、ロビーには会計を待つ患者が多くいる。

「お客様はどちらですか？」

　声をかけた女性職員の手が「あちらでお待ちです」と指し示したほうを見て、目を瞠る。

　相手は「楓、こんにちは。いや、こんばんはかな」と右手を軽くあげた。マンションまで送ってもらって以来の英太だ。ゆっくりとした足取りで楓のもとへやってくる。

「……誰かと思ったじゃないですか」

「驚かせようと思って名乗らなかったんだ。大成功みたいだね」

　にっこり笑いながら楓の目の前で足を止めた。

「……それで今日は？」

「婚約者に会いに来たらおかしい？」

「婚約者じゃないと何度言ったらわかってもらえますか？」

　話が堂々巡りで困惑しかない。

「違った？」

「違います」

　きっぱりと訂正する。

　それでも英太は無邪気な笑みを浮かべている。

「今夜こそ、ふたりで食事に行こう」

「ごめんなさい。英太さんとふたりではお食事に行けません」

「あっけなく振られたか」

　クスクス笑いながら肩を揺らして楽しげだ。

「そう言わずに行こう。積もった話もあるし、ふたりの未来についても話したい」

「まだ――」

「私の秘書との未来とは、いったいなんでしょうか」

〝仕事があるから〟と続けようとした楓の言葉が、背後からかけられた声に遮られる。

　よく知る声にドキッとしつつ振り返ると、そこに雅史がいた。少し後ろに芹菜の姿もある。病院へは寄らないだろうと思っていたが、ふたり揃って空港から直行してきたようだ。キャリーバッグを引いている。

「失礼ですが……？」

　どちら様ですか？といったニュアンスで英太が雅史に問いかける。

「私に名前を聞いているのであれば、まずはご自分から名乗るのが礼儀ではないでしょうか」

　いつになく雅史の声は冷ややかだ。

　以前、雅史は病院の前で英太の姿を目撃しているから、彼が楓の縁談相手だと知っている。だからこその態度だろう。

「私たちの会話に突然入ってくるほうが無礼だと思いますが」

　英太まで口調がとげとげしくなったためハラハラさせられる。

　楓はふたりの顔を交互に見たものの、どうとりなしたらいいのかわからない。

「たしかにそうですね。私はこの病院で医師をしている神楽雅史です。彼女は私の大切な秘書なので、失礼ながら声をかけさせていただきました」

　神楽という名前でこの病院の跡取りとピンときたのか、英太は眉を上げ下げした。

　もしかしたら芳郎から、楓と雅史の関係も聞いているかもしれない。

「そうでしたか。私は重森英太と申します」

　英太は名乗りながら胸元のポケットから名刺を取り出し、雅史に差し出した。

「プライムシーの副社長でしたか」

　神楽総合病院にはプライムシーの医療機器は導入していないが、大手のため社名は当然知っているだろう。

「楓さんは私の婚約者でもありますので、以後お見知りおきを」

　英太の挑発的な言葉で、ふたりの間にさらなる険悪なムードが漂う。こんなところでいざこざは避けたい。

　そんな空気をものともせず、明るい声でその場を遮ったのは芹菜だった。

「院長がお待ちですから行きませんか？」

　慎一と約束をしていたのか、芹菜が院長室の方向を軽く指差す。

　その言葉で雅史も自分が向かうべき場所を思い出したのか、寄せていた眉をもとの位置に戻した。

「重森さん、その件につきましてはまた改めて。海老沢さん、院長との話が終わるまで部屋で待っていてください」

「は、はい……」

　雅史は楓にも言い置き、芹菜を従えて院長室へ向かった。

　再びふたりになった英太に向かって頭を下げる。

「仕事があるのでごめんなさい」

　英太の誘いには乗れないと暗に含ませた。

「今の彼がそうなんだ」

　楓が結婚したいという相手と言いたいのだろう。やはり芳郎から聞かされているようだ。ここでごまかす意味はない。

「そうです。なので、父が言っていたことは気にしないでください」

　英太との結婚はない。

「でもどちらの父親からも反対されてる」

「……それはこれから話し合いを重ねて」

　痛いところを突かれて一瞬気持ちがぐらつく。

「彼にも父親の決めた婚約者がいるそうじゃないか」

　どうしてそこまで知っているのか。楓は芳郎に話していない。

　楓が訝しげに見つめ返すと英太は続けた。

「今の彼女が石川製薬の令嬢だろう？　業界でふたりの話は噂になってる」

　そこまで話が大きくなっていることに驚きを隠せない。

　慎一が情報を流したのか、それとも芹菜側なのか。

「政略的な結婚って、よほどじゃない限り覆せないものだ。彼らはもちろん俺たちも」

　芳郎や慎一の態度からも身に染みているため、その言葉を否定できない自分がもどかしい。

「……英太さんは嫌じゃないんですか？」

　好きでもない人と一生を添い遂げなくてはならないなんて。

「楓が相手ならね」

「でも私たちは何年も前に終わっています」

　別れたばかりの頃はもちろん落ち込んだが、気持ちの整理はしっかりついている。もう英太に恋愛感情はないし、今は最愛の人がいるから、英太とやりなおすのは考えられない。

「そうだね。でもそれはあくまでも過去だ。楓がその気になれば未来は変えられる」

「私はその気にはなりません」

「ハハッ、はっきり振られたか。でもまだ再会したばかりだから、じっくり楓の心を俺に向けさせるよ」

　そこまで楓に固執する理由がわからない。

「すみませんが仕事に戻ります」

　このままでは話はお互いに平行線のため、楓は会釈をして今度こそ英太に背を向ける。彼の「連絡するよ」という声には反応しないで、そのまま足を速めた。

　雅史の部屋には、先に芹菜が戻っていた。

「雅史さんは院長とまだお話しされてます」

　あちらでの報告がいろいろとあるだろう。

「そうですか。アメリカ出張、お疲れ様でした」

「ありがとうございます」

　形ばかりの挨拶を返したが、彼女の顔を見られない。頭の中には先日のメールの一文が何度も行ったり来たりしていた。

「写真、見てもらえましたか？」

　早速、先制弾が撃ち込まれる。

「私、雅史さんが好きなんです。一年くらい前にパーティーで会ったときからずっと。海老沢さんは雅史さんとお付き合いされているんですよね？　以前好きな女性の存在を聞いたとき、雅史さんはしらばっくれていましたけど、ふたりを見ていればわかりますから」

　芹菜の勘が鋭いのか、楓たちの言動から好意が漏れていたのか、どちらにしても彼女は確証を掴んでいる目をしていた。

「でもやっぱり雅史さんも男でした。楓さんを好きと言いながら、近くにいる私を抱けるんですもの」

「先生はそんな人ではありません」

　写真はあれきり見ていないが、きっとなにかの間違いだ。加工した写真を送ってきたに違いない。

　そう信じているが、否定する唇が震えているのが自分でもわかる。

「でもあれ、本物の写真ですよ？　見ますか？」

　芹菜はデスクに置いていたバッグからスマートフォンを取り出した。画面を素早く操作して楓の前に突き出す。

　否応にも雅史の寝姿が目に飛び込んできた。

「雅史さんに聞いてみたらいいと思います。あ、でも、素直に白状はしないですよね。逆にもしも認めたとしたら、それは海老沢さんと別れたがっている証拠になっちゃいますね」

　芹菜が愛らしく微笑む。挑戦的な言葉を口にしているとは思えない顔だ。

　雅史に真実かどうかを聞いても聞かなくても、楓にとってつらい反応だと言いたいらしい。

「それに海老沢さんにもきちんとお相手がいるじゃないですか。重森さんって方も素敵ですね。お互いに収まるところに収まりませんか？」

　あるべき形の結婚をすべきだと芹菜が提案する。

　もちろん楓にそんなつもりはない。

「私は重森さんとは結婚しません」

「でも雅史さんともできないと思います」

　間髪容れずに芹菜が返す。

　そんなことはないと言い返したいのに、揺らいだ自信が唇の動きを封じ込めていた。

　せめて目だけは逸らすまいと耐え、芹菜と睨み合う。絶対に負けてたまるかと踏ん張った。

　険悪な空気が部屋中に満ち満ちてくる。

　息を吸うのもためらうくらいの緊迫状態を解いたのは、戻ってきた雅史だった。

「雅史さん、院長への報告お疲れ様でした」

　即座に芹菜が雅史を労う。気分の切り替えの早さには驚く以外にない。

　常日頃から冷静さを心がけているのに、楓は戸惑いの中から抜け出せずにいる。それも職場で雅史を前にしているというのに。

　雅史は芹菜に「ああ」とだけ返してから、楓に「ただいま」と告げた。

「お、おかえりなさい。出張お疲れ様でした」

「院長への報告も終わったし帰ろう」

　なんとか笑顔で応えた楓の背中を包み込むようにそっと押す。これまで雅史は彼女の前でそのような素振りは見せなかったのに、あからさまな見せつけ方だった。

　芹菜と過ちを犯し、それを隠そうとするせいなのかと邪推する。

「雅史さん、私も帰ります」

　芹菜はそんなのもお構いなし。楓に写真を見せるために手にしていたスマートフォンをバッグに入れ、いそいそと帰り支度をはじめた。

　楓と雅史を追って部屋を出た芹菜は、医局やナースステーションに愛想よく声をかけながらついてくる。地下駐車場へ降りる階段まで来るかと思いきや、スタッフ専用の通用口で足を止めた。

「では、私はここで。雅史さん、海老沢さん、お疲れ様でした」

　ぺこりと頭を下げ、キャリーバッグを引いて駅方面に遠ざかっていく。

　雅史と一夜を過ごしたからこその自信なのか、楓たちを無理やり引き離そうとせずあっさり帰っていった。

「引っ越しの準備は順調？」

　その背中を見送っていると不意に雅史に尋ねられ、「えっ、あ、はい」と返す。

「久しぶりに会ったのに心ここにあらずって感じだな」

「そういうわけじゃ……」

「さっきの男の話も詳しく聞きたいし、今夜は楓のマンションで荷物を回収して俺の部屋に行こう」

　雅史は早々に決めて、楓を車に乗せた。




　楓の部屋に寄ってダンボール箱に詰めた荷物をいくつか車に積み、外で食事をしてから彼のマンションへ到着したのは、八時を回った頃だった。

　車中や食事中は、学会での興味深い研究の話や素晴らしい医師との出会いはもちろん、スチュワートが楓に会いたがっていたといった話でもちきり。芹菜の話題がひとつも出ないのがかえって不自然に感じるのは、楓が気にしすぎているのか。

　なぜか英太の話も出なかった。

　なんとなく心穏やかでいられないまま雅史の部屋に荷物を運び込んだ。

「それじゃ本題に入ろう」

「……本題？」

「病院にいたプライムシーの重森英太について」

　コーヒーを淹れた雅史はリビングのテーブルにカップをふたつ置き、楓のそばに座った。

「全然聞かれないので気にならないのかと思っていました」

「まさか。聞きたくてうずうずしてたに決まってるだろ。ただ話によっては冷静でいられなくなるかもしれないから我慢してた」

「冷静になれない？」

「ああ。ここなら俺たち以外に誰もいないし、動揺して運転をミスる心配もない」

　さぁ話せと、雅史の目が言う。

「その前にひとつだけいいですか？」

　雅史の渡航中、慎一とふたりで食事をしたことを話しておきたかった。

　慎一がそんな行動に出るとは思わなかったらしく、雅史の驚きぶりは半端ではない。芹菜と雅史を近づけるのはもちろん、その時間を作るために楓のアメリカ行きを阻止した慎一の思惑に、楓が話すまでもなく雅史は気づいたようだった。

「嫌な思いをさせて悪かった」

「そんな思いはさせられていません」

　あくまでも紳士的な慎一とゆっくり話せたのはよかったと思う。ふたりの仲を認めてもらえないのを除けば。

「それと気がかりなことがあったんですが」

「なに？」と雅史が首を軽く傾ける。

「院長、このところ体調があまりよろしくないようです。目眩を感じることもあるみたいで」

「目眩？」

　訝るように目を細める。

「はい、そのせいか箸を落として。一度、検査を勧めてみたほうが」

「わかった。そうしよう」

　雅史は深く頷き、楓に改めて体を向けた。

「じゃ、今度こそ楓の話だ」

　待ちきれない様子で先を促す。

「来客だと受付から連絡をもらって、行ってみたら英太さんが――」

「〝英太さん〟？」

　下の名前で呼んだのが引っかかったのか、雅史が目を鋭くさせる。

「さっきも気になったけど、昔から知ってる男なのか？　やけに親しげだったよな」

「高校時代、私の家庭教師だったんです」

　雅史は楓の顔を覗き込み、なにか見定めるかのように見つめた。

「それだけ？」

「……それだけ、ではないです」

　ごまかせる気がせず素直に白状する。

「好きだった？」

　さらにつっこまれてドクンと鼓動が跳ねた。思わず目を逸らしたが、その視線も捕まる。

「そのときは……好きでした」

「付き合っていたと」

　嘘はつけずに頷いた。

　雅史からただならぬ不穏な空気が漂ってくる。

「やっぱり出先で聞かなくて正解。ものすごく気分が悪い」

「昔の話ですから」

「今は、楓の父親が推す結婚相手だ」

　それを言ったら、芹菜は雅史の父親が推している結婚相手。でも――。

「私が今好きなのは雅史さんです」

　決して英太ではないし、ほかの誰でもない。芹菜のもとにも行ってほしくない。

　雅史は困ったように笑い、楓を引き寄せた。

「ごめん。昔の男に嫉妬なんてカッコ悪いな」

　嫉妬してくれるのは、楓を好きな証拠。やはり芹菜のメールは嘘だ。

　そう打ち消したが、『やっぱり雅史さんも男でした。楓さんを好きと言いながら、近くにいる私を抱けるんですもの』という芹菜の言葉が邪魔をする。

「アメリカで石川さんと……」

　勢いで問い詰めようとして思いとどまる。芹菜が言っていたように、もしも過ちがあったとしても打ち明けてはくれないだろう。

　知らなくていい真実もきっとある。

「彼女と、なに？」

　楓を引き剥がし、雅史が聞き返す。

「……いえ、なんでもないです」

　首を横に振った。

「俺は楓以外の誰のものにもならないし、楓をほかの男にやるつもりもない」

　今はきっぱりと言いきった彼の言葉を信じればいい。

　お互いの父親が認めていなくても、それぞれにべつの相手との結婚を勧められていても、芹菜と過ちが起きていたとしても、雅史の気持ちを感じられればそれで。

　久しぶりに会えた今だけは、都合の悪いことに目を瞑つぶってしまおう。

「離れていた分の時間を埋めようか」

　雅史の手が楓の頬に伸びてくる。

「五日間もありますけどひと晩で足りますか？」

「やっといつもの楓に戻ったな。もちろんひと晩とは言わない。明日も明後日も濃密な時間を過ごそう」

　ゆっくり近づいてくる雅史の顔。目を閉じた瞬間、唇が重なった。

　抱き寄せられ、彼の体温を感じる。不安を消し去るようにキスに応えながら、着ているものが一枚ずつ剥ぎ取られていく。

　直に素肌で触れ合いたくて、楓も雅史の洋服を脱がせにかかった。

「今夜は積極的だな。でもそういうのは嫌いじゃない」

「会えなくて寂しかった」

　一緒にアメリカに行っていれば、芹菜を遠ざけられたのに。

「俺もだ」

　スイッチを入れてしまったか、雅史のキスが深くなる。お互いに上半身は素肌になって抱き合い、体温を溶かしていく。

　ベッドに横たえられたときには体の中心部が熱くて、募る想いごと雅史を求めた。










ゆっくり解けていく結び目




　職場のみんなの様子がおかしい。

　楓がそう感じたのは、雅史がアメリカ出張から戻って一週間が経つ頃だった。

　挨拶をしても話しかけても、どことなくよそよそしい。休憩中に話の輪に入ろうとすると、蜘く蛛もの子を散らすようにいなくなってしまうのだ。

（私、なにかしたのかな……）

　心あたりがないため、考えてもわからない。

　首を捻って困惑している最中、トイレの個室から出ようとしたときだった。

「海老沢さんの話、聞いた？」

　洗面台にいる人たちの会話に楓の名前があがり、開けようとしたドアから手を離す。

「うん。石川さんっていう婚約者がいるのに神楽先生に言い寄ってる話でしょ？」

（――えっ!?）

　思わず声が出そうになり、慌てて口を手で押さえる。

「そうそう」

「婚約者を秘書にしちゃうのはどうかと思うけど、石川さん、相当つらい思いをしているみたいね」

「神楽先生がアメリカから帰国した日だったかな。私、神楽先生が海老沢さんを車に乗せるのを見かけたの。石川さんはどうしたのかなって不思議に思ってたんだけど、翌日彼女にそれとなく聞いたら『海老沢さんが、どうしても先生に相談したいことがあるって言うので』って泣きそうな顔してた」

（石川さん、どうしてそんなことを……）

　個室から飛び出して〝それは違います〟と言いたかったが、どう考えても楓の分が悪い。院内の認識では、芹菜が雅史の婚約者だ。今ここで否定しても、話に尾ひれがついてべつの噂になるだろう。

　もしかしたら彼女はあのとき、この手の噂を流すことも想定済みだったのかもしれない。そしてそう考える自分も嫌になる。

「海老沢さんはそんな人じゃないと思ってたんだけどな」

「人は見かけによらないってほんとだね」

　ふたりが噂話をしながらトイレを出ていく。ドアが閉まる気配と共にその声は完全にシャットアウトされた。

　そっとドアを開けて誰もいないのを確認してから個室を出る。手を洗って鏡を見ると、ひどく青ざめた顔の自分が映った。

　楓と雅史を祝福する人は誰もいない。親はもちろん職場の人たちにまで否定され、彼への想いが独りよがりのものに思えてくる。

　未だ拭い去れない、アメリカでの芹菜との一夜も楓を苦しめる。彼女にじわじわと攻められ、少しずつ陣地を奪われていく気がした。

「海老沢さん？　顔が真っ青だけど具合でも悪いの？」

　トイレを出て歩いていると、反対方向から歩いてきた沙月に呼び止められた。

「……いえ、大丈夫です」

　横に振る首にすら力が入らない。

「大丈夫って顔じゃないけど。ちょっと座ろうか」

　沙月に腕を掴まれ、近くのカンファレンスルームに引き入れられる。手前の椅子に並んで座った。

「すみません、白石さん、お忙しいのに」

「ううん、気にしないで」

「……ひとつ聞いてもいいですか？」

　例の噂は沙月の耳にも入っているのか知りたかった。

　沙月が「なに？」と首を傾げる。

「石川さんの話は聞きましたか？」

「話って……ああ、神楽先生絡みのあれね」

　沙月は小刻みに頷きながら苦々しい表情を浮かべた。

　やはり知っているみたいだ。

「もしかして海老沢さんの調子が悪いのはそのせい？」

「最近みんなの様子が変だとは感じていたんですけど、さっきトイレで聞いてしまって……」

「そっか。海老沢さんの耳に入っていないなら、私から無理に聞かせる話じゃないと思って黙っていたの」

　傷つく話をわざわざ本人に伝える必要はないと考えたと言う。

「彼女が被害者ぶって話してるのを見かけたとき、思わず〝ふたりの邪魔をしてるのはあなたでしょ〟って乗り込もうとしたんだけど……。海老沢さんたちが公にしていない以上、私が勝手に暴露すべきじゃないし」

「白石さんにまで嫌な思いをさせてごめんなさい」

　急いで頭を下げる。関係のない沙月に不快感を与えてしまった。

「どうして海老沢さんが謝るの。根も葉もない噂話を流してるのは石川さんのほうなんだから」

　沙月が険しい表情で芹菜を糾きゅう弾だんする。

「だけど神楽先生も、もっと強く突っ撥ぱねたらいいのに」

「石川さんとの結婚は考えていないって、院長には何度もお話ししているみたいなんですけど……」

　芹菜に対しての態度も、決して好意を抱かせるようなものではなく、むしろ冷たさを感じるくらいだ。楓の手前、気を遣って余計にそうしている部分もあるだろう。

　それでも芹菜はあきらめない。彼女と雅史の父親が認めている自信があるからか、振る舞いにブレがないのはある意味すごいと思わされる。

「いっそ駆け落ちでもしちゃう？」

「それはできません」

　雅史はたくさんの患者を抱えている。その人たちを放って、自分たちのことだけを考えて行動しても、絶対に幸せにはなれない。

「そうだよね。神楽先生には背負ってるものがあるもんね」

　なんとかしてお互いの父親を納得させられればいいが、その手立ては今のところない。そうこうしているうちに芹菜に奪われるような気がして体が震え、自分の体をかき抱く。

「海老沢さん、寒い？」

「あ、いえ、そういうわけではないんですが……」

　背中がゾクッとしたのは、雅史を失う恐怖を覚えたせいだ。

「ちょっとごめんね」

　伸びてきた沙月の手が楓の額に触れる。

「あれ？　ちょっと待って。熱あるかも」

　すかさずポケットから体温計を取り出した。「大丈夫です」と言っても沙月は聞かない。

　差し出されたそれを受け取り、楓が脇の下に挟む。数十秒後にピピッと電子音をたてたので抜き取ると、小窓には〝37・８〟の数字が表示されていた。

「やっぱり。今日は早退しなさい」

　命令なのに母親のように優しい口調だった。

「でも、まだ仕事が」

　雅史は午前中の診察を終え、夕方から一件カンファレンスが残っている。楓も同席する予定のため、資料は楓のパソコンに入ったまま。外部から届いたメールも印刷しなければならない。

　そしてなにより、芹菜を残していくのが心配だ。

「そんなことを言っている場合じゃないでしょ。今、神楽先生をここに呼ぶから」

「えっ、白石さん、待ってください」

　ポケットからスマートフォンを取り出した沙月を急いで止めるが、「ダメダメ」と取り合ってもらえない。

「あ、神楽先生、お忙しいところすみません。ちょっとカンファレンスルームＥに来ていただけませんか？　……はい、よろしくお願いします」

　おそらく雅史は昼食から帰ったばかり。自室か医局のどちらかにいるだろう。

　沙月は電話を切り、今度は楓の手首を取り脈拍を計測しはじめた。

「……こっちは特に問題なさそう」

　楓の膝の上に手をそっと戻し、楓の顔を観察する。

「最近、眠れてないの？」

「ちゃんと寝てます。でも眠りは浅いかもしれません」

　夜中に目覚めるたびに芹菜のメールと写真が頭の中に蘇り、悶々とするときもある。雅史にはっきり問いただせば済むのはわかっているが、それがふたりの破局のきっかけになるのが怖くてできずにいる。

　自分がこんなにもうじうじ悩む性格とは知らなかった。

　たぶん雅史をそれだけ好きな証だろう。手放したくないからこそ臆病になる。

　そのときカンファレンスルームのドアが開き、現れた雅史は楓を見て目を丸くした。

「海老沢さんも一緒だったのか。それでどうした」

「海老沢さん、体調が悪いようで。早退してもらったほうがよろしいかと思います」

「体調が？」

　雅史が怪訝そうな顔つきになる。

「熱が少しあるのと、顔色もよくないです」

　楓のそばにしゃがみ込み、雅史はごく自然に楓の額に手をあてた。

　沙月のいる前で恥ずかしいと思ったものの、発熱のせいか体がだるくて動かない。平熱じゃないと知った途端にそうなるのだから不思議なものだ。

「ほんとだな」

　雅史は沙月がしたように楓の手首を取って脈を測りはじめた。

「口を開けてみて」

　言われるままに開ける。

「喉は赤くないな。ほかにどこか異常を感じるところは？」

「……ありません」

　一瞬、〝心〟と言いそうになったが寸止めする。

「今日は帰りなさい」

「ですが、夕方に手術前カンファレンスが」

「資料はできているから心配しなくていい」

　上司にそう言われたら従う以外にない。体調の悪い人間が残っていたら、周りに気を遣わせるのも目に見えている。

「わかりました。すみません」

　雅史に腕を掴まれて立たされた。

「白石さん、彼女の体調不良に気づいてくれて助かった。ありがとう」

「いいえ、どういたしまして。だけど神楽先生、海老沢さんを不安にさせちゃダメですよ」

「し、白石さんっ」

　急いで制したが、沙月は肩をすくめて意味深に笑う。

　当然ながら雅史はなにを指しているのかわからないようで、不思議そうに楓を見た。

「あ、あの、では準備をして帰ります」

　先にカンファレンスルームを出た。

　荷物を取りに雅史の部屋に戻り、芹菜に早退することを告げると、彼女がここ一番の笑顔になる。邪魔な楓がいなくなるのがうれしいのだろう。

「お大事にしてください。あとは私に任せてくださいね」

「ありがとう、よろしくお願いします」

　形ばかりの挨拶を交わし合い、カンファレンス資料の保存場所を雅史に伝えて部屋を出る。通常だったらスタッフ専用の通用口を通るが、エントランスからタクシーに乗ることにした。

　雅史に気遣うように付き添われて院内を歩いていると、職員たちからの痛い視線をひしひしと感じていたたまれない。

「神楽先生、私ならひとりで大丈夫ですから仕事に戻ってください」

「そうはいかない。本当ならマンションまで送ってやりたいところだ」

　何度もそうお願いするが、雅史も譲らない。

　結局、四方八方から注目を浴びながらタクシーに乗り込んだ。

　雅史のいない彼の部屋はまだ慣れず、到着したはいいが落ち着かない。シャワーを浴びずにベッドに入るのはためらわれて、寝室にある余分な毛布を持ち出してソファでくるまった。

　先ほどの楓と雅史を見て、院内ではまた噂話に拍車がかかるだろう。みんながかけている色眼鏡が余計な邪推を生むのが推測できる。

　そんなことをぐるぐると考えているうちに頭がどんどん重くなっていく。

　体のだるさに耐えられなくなって、ソファにごろんと横になって目を閉じた。




＊＊＊＊＊




　楓が帰ったあと、雅史は入院患者の回診を終え、夕方に予定されている手術前カンファレンスの準備をはじめた。

「神楽先生、なにかお手伝いすることはありませんか？」

「いや、ない」

　芹菜ににこやかに尋ねられ、首をひと振りする。資料は完成しているため、楓のパソコンからコピーするだけだ。

　楓のデスクのパソコンの前に座り、帰る間際に教えてもらった保存先フォルダをクリックする。

「それじゃ、コーヒーでもお淹れしましょうか」

「それもいい」

　今がその場面でないのは、楓なら察するだろう。

「カンファレンスには私も参加させてください」

「はじまるのは五時過ぎだから、石川さんは帰ってもらってもかまわない」

　確認した腕時計は四時半。なんなら今すぐ退勤してもらってもいいくらいだ。

「そんなに冷たくしないでください」

　甘えたような声で雅史の白衣を掴む。

「悪いが、忙しいんだ」

　慎一に紹介されたときから一貫して好意はないとはっきり告げているにもかかわらず、芹菜の態度は終始変わらない。雅史がいくら突っ撥ねようがへこたれないのだ。

　近頃は楓も巻き込んだ妙な噂も立ちはじめ、正直うんざりしていた。

　掴まれた白衣を引っ張って彼女の手を外すと、芹菜はつまらなそうな顔をして部屋を出ていった。おそらくナースステーションか医局にでも愛想をふりまきに向かったのだろう。

　彼女にかまわず、楓のパソコンからＵＳＢメモリにコピーしていく。

（そういえばメールで送られてきている資料もあったな）

　他院で同じ症例の患者がおり、その執刀医に依頼して、術後の経過を送ってもらう手はずになっていた。

　仕事を円滑に進めるために、楓宛てのメールは雅史でも確認できるようパスワードを共有しており、メールソフトを立ち上げて受信フォルダをクリックする。

　ゆっくり目で辿っていく中で、見慣れないアドレスからの添付ファイル付きメールに気づいた。楓にメールを送ってくる人物や関係機関はだいたい把握しているが、そのどれにもあてはまらない。

　なんのためらいもなく、いつも同様にメールを開いて、飛び込んできた一文に一瞬思考がかく乱される。

【海老沢さん、私、雅史さんと一夜を共にしました。芹菜より】

　なにを言っているのかわからず、目が点になる。

（俺と、一夜を共に……？）

　無意識に添付ファイルをクリックしたら、今度は画面いっぱいに自分の寝顔が表示された。胸元まで素肌が見え、裸を連想させる写真だ。もう一枚の写真には、指を絡めた男女の手が写っていた。雅史の手だ。

「ちょっと待て、なんだこれは」

　しばらく呆然と画面を見つめていた雅史だったが、その写真を閉じてメールに戻る。受信日時は雅史がアメリカに出張していたときだ。

（もしかしてあのとき……）

　不可解な夜があったのを思い出す。

　芹菜が、頭痛がすると言うので鎮痛剤を渡そうとしたが、目眩を起こしたため彼女をホテルの部屋へ引き入れたときだ。彼女にひと晩だけでいいから一緒に過ごしてほしいと迫られたあと、雅史は唐突に強烈な眠気に襲われた。

　その後の記憶はなく、気づけば朝。彼女の姿もなく、奇妙な夜だったと首を捻った。

　もしかしたら芹菜は、雅史がミネラルウォーターを取りに行っている間に飲みかけのコーヒーに睡眠薬でも仕込んだのではないか。そうでなければ、あの強い睡魔の説明がつかない。

　雅史と楓の仲に気づいた芹菜が、揺さぶりにかかったのだろう。

　帰国した夜、楓が『アメリカで石川さんと……』と言いかけたのは、このメールの真偽を確かめようとしたのではないか。

　もちろん彼女と過ちなど犯していないが、いかにも一夜を過ごしたように見える写真を提示されたら、楓が追及をためらうのも当然だ。

　帰国以降、どことなく元気がないように見えたのはこのせいだったのか。

　お互いの父親に認めてもらえないのが原因と思っていたが、それだけではなかった。いや、むしろこっちのほうが大問題だ。

　言いようのない怒りが体の奥から湧き出てくる。

　つれない態度を取り続ければ芹菜もあきらめるだろうと高をくくっていたが、このまま放置すればさらに助長するだろう。なによりも楓を傷つけたのが許せない。

　血が逆流して激情が膨れ上がり、今にも爆発しそうになるのを必死に抑える。

　今すぐ芹菜を問い詰めたいのはやまやまだが、このあとのカンファレンスの開始時刻をずらすわけにはいかない。

　雅史は自分のデスクに置かれた電話の受話器を持ち上げ、〝１００１〟をプッシュした。

「雅史です」

　相手は院長である。

「お忙しいところ申し訳ありませんが、二時間後お時間をとっていただけませんか」

《二時間後？　……いいでしょう》

　慎一の了承をとり、受話器を置く。

　何度も大きく深呼吸して気持ちを落ち着かせる。そうでもしなければ今すぐそのドアを開けて芹菜を呼びつけ、つるし上げてしまいそうだった。




　その後はじまったカンファレンスは、楓の事前準備の周到さのおかげもあり滞りなく終わった。不在だからこそ楓の的確なレスポンスの素晴らしさを思い知り、ほかの人間では秘書の役目は到底できないと痛感する。

　カンファレンスが終わるまで部屋で待つように告げていたため、芹菜は素直に部屋で待機していた。

「雅史さん、どこへ連れていってくださるんですか？」

　食事への誘いだと勘違いしているらしい。硬い表情を崩さない雅史を見て、目をまたたかせる。

「カンファレンス、思うようにいかなかったんですか？　やっぱり私もお手伝いさせてくださればよかったのに」

　芹菜がいたら足手まといなのは明白だが、本人はそれをまったく自覚していないようだ。つくづくおめでたい。

「すぐに帰る支度をしますね」

　弾んだ声でパソコンをシャットダウンした芹菜に「まだ帰すわけにはいかない」と告げる。自分でも驚くほど冷酷な声になった。

「なにか仕事が残ってるんですか？　それなら任せてください」

　芹菜は無邪気な笑顔だ。

「大仕事が残ってる。院長室に付き合ってもらいたい」

「院長室？　……もしかして、やっと私との結婚を決意してくださったんですか？」

　院長にその報告でもするのかと勘違いしているらしい。華やいだ顔に嫌気が差す。

　雅史にその気がないのは明らかなのに、能天気にもほどがあるだろう。どこまで天然なのか。いや、むしろそれを装った策士なのではないか。一連の言動から、彼女の人物像は変わりつつあった。

　彼女の質問に答えず、楓のノートパソコンを小脇に抱えて部屋を出る。芹菜はうれしそうにあとをついてきた。

　ノックをして中へ入ると、慎一はデスクから立ち上がり、雅史たちにソファを勧めた。心なしか顔色がよくない。

（そういえば帰国した夜、楓も院長の体調が悪そうだと話していたな）

　年齢的にも心配だから、やはり一度検査を受けてもらったほうがいいだろう。

「芹菜さんも一緒だったんですか。いよいよ覚悟ができた話なら大歓迎ですよ」

　慎一も芹菜同様に誤解しているようだ。穏やかに微笑んだ目尻を下げる。

　腹をくくるべきなのは芹菜のほうだが。

　ソファに腰を下ろしてすぐに切り出す。

「院長、今回の石川さんとの結婚ですが、謹つつしんでお断りさせていただきます」

「今さらなにを言うつもりなんでしょうね」

「そうですよ、雅史さん！」

　軽くいなす慎一に芹菜も乗っかる。

「院長は、本当に彼女が私の妻にふさわしいとお考えですか？」

　慎一はいったん開きかけた口を閉じ、唇を引き結んだ。本音では彼もふさわしいとは考えていないだろう。

「こちらをご覧ください」

　雅史は持ってきたノートパソコンをテーブルで開き、向かいに座る慎一に画面を見せた。そこには、芹菜が楓に送ったメールと写真が表示されている。

「……これは？」

　眉をひそめて呟いた慎一を見て、雅史の隣に座っていた芹菜が「なんですか？」と反対側に回り込む。画面に映し出されたものを凝視して勢いよく息を吸い込んだ。

「石川さん、どうしてこのような根拠のないメールを海老沢さんに送ったのでしょうか。私とあなたが一夜の過ちを犯した？　いったいなんの話でしょうか。私にはそのような夜は身に覚えはない」

「そ、そんな……。雅史さんも同意の上だったじゃないですか！」

　動揺したかに見えた芹菜だったが、すぐに持ちなおして反撃に転じた。

「私が同意した？　そんな記憶はまったくありません」

「ひどい……！」

　泣き真似か、両手で口元を押さえる彼女に構わず先を続ける。

「メールが送られる直前にこの写真が撮影されたのであれば、ちょうどアメリカにいたときではないかと思いますがいかがでしょう」

　沸ふつ々ふつとした怒りを抑えつけ努めて冷静に馬鹿丁寧に問いかけるが、唇の端は引きつった。

「どうしてこのような写真が撮影できたんでしょうね。メール受信の日時に時差を考慮したら、ちょうどあの夜なんですよ」

「……あの夜？」

「あなたはよくご存じじゃないですか。頭痛がするから鎮痛剤を欲しいと私の部屋を訪れた。目眩を起こしたと偽って部屋に押し入り、私の目を盗んでコーヒーに睡眠薬かなにかを仕込んだ」

「そ、そんなことしてませんっ」

　芹菜が懸命に首を横に振る。

　慎一は「睡眠薬？」と怪訝そうに眉を動かした。

「睡眠薬なんて知りません！」

「それではあの夜、あなたを拒絶したあとに普通では考えられないほどの強烈な眠気を感じたのはなんだったのでしょう。朝まで一度も目覚めませんでした」

「私は知りません。院長、本当なんです！」

　慎一に向かって釈明するが、慎一もどう反応したものか思案しているようだ。眉をひそめ、雅史と芹菜を交互に見やる。

「では、これはどのようにして撮影したんですか？　いかにもふたりの間になにかがあったような写真は、私が昏こん睡すいに近い状態だからこそできた。違いますか？　あなたが海老沢さんに送っている以上、撮影者はあなた以外にない」

　メールが残っていたから雅史が偶然にも発見できたが、もしも楓が勢いに任せて削除していたら、闇に葬られているところだった。

　芹菜も、それが残っているとも雅史がカンファレンスの資料のためにメールを開くとも、予想しなかっただろう。

　おそらく芹菜は、楓が雅史に聞くに聞けなくなるよう、うまく誘導したに違いない。

「それでもしらを切るなら毛髪検査を受けて証明してもいいでしょう。尿や血液では検出できない薬物も、毛髪なら数年レベルで記憶していますから」

「なっ……」

「その結果をもとにして知り合いの弁護士に持っていき、あなたを訴えるのも可能です。睡眠薬の混入は立派な犯罪ですよ」

　俯いて唇を噛みしめていた芹菜がハッとして顔を上げる。

「犯罪だなんて……。だって、雅史さんが全然私を見てくれないから」

　眉をハの字にした顔は懇願するかのよう。

「認めるんですね」

　雅史がそう問いかけた瞬間、芹菜はぽろぽろと涙をこぼしはじめた。

　楓を傷つけた人間の泣き落としは雅史に通用しない。

「院長、これでも彼女を私の妻にしようとお考えですか。海老沢さんを貶める噂を院内に触れ回ったり、根も葉もない話をでっち上げたりする女性と結婚しろとおっしゃるんですか。ましてや睡眠薬を混入させるなど、医療従事者としてあるまじき行為。許せません」

　それでも結婚を強要するのなら、この病院を離れることも視野に入れてもいい。楓以外の女性との未来ならいらない。

「芹菜さん」

　慎一が芹菜に優しく呼びかける。

　許容か拒絶、慎一が選ぶのはどちらか。雅史は息を詰めて彼を見つめた。

「申し訳ありませんが、今回の雅史との結婚話はなかったことにさせてください」

「えっ……」

　ハンカチで目元を拭いながら芹菜が声を詰まらせる。

　雅史は慎一の言葉にひとり静かに安堵していた。

「芹菜さんにこの病院の次期院長夫人は荷が重いでしょう。お父様には私のほうから謝罪させていただきます。せっかくいただいたお話ですが、結果的に振り回すことになり申し訳ありませんでした。この通り、お許しください」

　慎一は立ち上がり、沈痛そうな面持ちで芹菜に向かって深く腰を折った。先ほどよりも顔色が優れないのが気がかりだ。

　突然の展開が理解できずに呆然としていた芹菜だったが、ようやく自分の置かれた状況がわかったのだろう。悔しそうに唇を引き結んで立ち上がり、顔を真っ赤にして院長室を飛び出していった。

　彼女のヒールの音がドアの向こうで響き、次第に遠のいていく。

　部屋に残った雅史は慎一と改めて向かい合った。

「院長、潔いご決断、ありがとうございます」

　苦々しい表情を浮かべた慎一は、息を長く吐きながらソファの背もたれに体をゆっくり預けた。

「仕方がないでしょう。彼女は精神的に未熟だとわかっていましたが、雅史の気持ちが彼女に向けばそれでいいと……」

　病院の利益になるならそれでいいくらいに考えていたのだろう。

「私は楓さん以外の女性との結婚は考えていません」

「……だが、彼女のお父様は認めない」

　きっぱりと返した雅史に、慎一もまた頑なに否定した。

「では院長は、またべつの女性との縁談を私に持ちかけるおつもりですか」

　誰をあてがおうが結果は同じ。雅史は何度だって突っ撥ねるつもりだ。

　返答しない慎一と睨み合う時間がじりじりと過ぎていく。

　どうしてなにも答えないのか、その頭の中を読み解けない。

「院長」

　雅史がそう呼びかけたときだった。慎一の左腕から突然だらんと力が抜け、顔の左半分がいびつに歪ゆがむ。

「ま……」

　口がうまく動かず、呂ろ律れつも回っていない。まさかとは思うが――。

　この症状は脳梗塞だ。

　急いで立ち上がり、ドアへ向かう。

「院長、ストレッチャーを持ってくるからここでお待ちください」

　そう言い置き、院長室を飛び出した。

　帰国した夜、楓が慎一の体調を案じていたことを思い出す。

（なんであのとき……！）

　楓の言葉を軽く受け流してしまったのか。脳神経外科の医師でありながら、自分の父親の体調不良を見過ごすなんてありえない。

　雅史は苛立ちから自分の腿を拳で殴り、ナースステーションに声をかけた。

「院長室へ大至急ストレッチャーを！」

　呆気にとられた看護師たちに「院長が倒れた」と続けると、驚きの声と共に彼らが機敏に動きだす。

　雅史は看護師やその場にいた医師を先導して院長室へ戻った。




＊＊＊＊＊




　楓が目を開けると、そこに暗がりが広がっていた。雅史のマンションに来てからずっと、ソファで眠っていたみたいだ。

　確認した腕時計は午後九時を指している。

「雅史さん、まだ帰ってないんだ」

　部屋には楓以外の気配がない。

　今日は通常勤務だからとっくに帰ってもいい時間。救急搬送でもあったのだろうか。

　バッグにしまいっぱなしになっていたスマートフォンを取り出すと、沙月からメッセージが一件届いていた。

【院長が倒れたの。今、神楽先生が処置にあたってる】

　その文面を見て言葉をなくす。

（院長が……!?）

　とっさに雅史に連絡を入れようとして思いとどまった。メッセージが送られてきた時刻は七時過ぎだから、まだ処置中の可能性がある。

　これだけではどういう症状なのかわからないが、急に倒れたとすると心臓疾患か脳疾患だろうか。

　以前、体調が悪そうに見えたときのことを思い出す。もしかしたらあれは前兆だったのかもしれない。

　愕然としたまま手にしていたスマートフォンがヴヴヴと短く振動する。沙月からのメッセージだ。

【体調はどう？】

　今なら電話しても大丈夫だろうと、連絡先の一覧から沙月を選択。ワンコールも鳴らずに彼女が出た。

「白石さん、どういうことなんですか？」

《脳梗塞だったみたいなの》

　挨拶もそっちのけで尋ねると、沙月も即座に返してくれた。

　やはり食事のときに見られた手元の狂いや目眩は、そこからくる前兆だったのだ。

（あのときにもっと真剣に取り合っていたら……）

　ただの疲れや軽い体調不良で済まさず、すぐに検査するよう促していたら倒れるような事態にはならなかったのにと後悔に暮れる。

《すぐに処置できたから、それほど深刻な状況にはならないと思うよ》

「先生はまだ？」

《私ももう帰宅しちゃったからはっきりはわからないけど、さっき残ってる看護師に確認したら、神楽先生はまだ処置中だった。t-PA の投与が間に合ってオペにならずに済んだけど、院長に付き添ってるのかも》

　沙月の言葉に胸を撫で下ろす。

　t-PA とは脳の血管に詰まった血の塊かたまりを溶かす薬である。発症後四～五時間以内に行える治療のため、早い処置がなにより重要だ。

《海老沢さんはどう？　少しは快方に向かってる？》

　そう尋ねられて初めて、自分の体調不良を思い出した。

　反射的に額に手をあてるが、特に熱さは感じない。あれほどだるかった体もだいぶ軽くなった気がする。

「だいぶよくなりました。大丈夫です」

　数時間ぐっすり眠ったのがよかったのか。もしかしたらここ最近、楓が置かれた状況の疲れが出ただけかもしれない。子どもの知恵熱のようなものだ。

《よかった。でも油断しないで今夜はしっかり休んでね》

「ありがとうございます。ご心配をおかけしてすみませんでした」

　沙月との通話を切り、雅史にメッセージを入力する。

【院長が倒れたと聞きました。私は大丈夫なので、院長のそばにいてあげてください】

　忙しさで読めるかわからないが、送信をタップしてバッグに戻した。




　翌日、すっかり平熱になった楓は通常通り出勤した。

　昨夜は雅史にメッセージを送信したあとにシャワーを浴び、ひとりきりで眠りについた。彼の匂いがするのにベッドに雅史がいない寂しさを覚えつつ、それに包まれる心地よさに目を閉じ、気づいたときには朝だった。

　スマートフォンを確認すると、彼に送ったメッセージは既読になっていたが返信はなし。やはり忙しくてそれどころではなかったに違いない。

「おはようございます」

　声をかけたナースステーションにはすでに沙月が出勤していて、楓の声を聞いて奥から出てきた。

「おはよう。顔色はいいけど、仕事に来て大丈夫？」

「はい、おかげ様で。昨日はありがとうございました。ところで院長のお加減は……？」

「意識も戻られて、今は落ち着いてる。神楽先生が病室にいると思うけど……顔を出してみたら？」

「そうですね……。でも、もう少しお元気になられてからにします」

　そうしたいのはやまやまだが、慎一にとって楓は遠ざけたい存在。安静にしなければならないときに顔を見せて、容態を不安定にさせたくない。

　楓と雅史が強硬に結婚を進めようとしたため心労となり、今回の体調不良に繋がった可能性もある。そう考えると、安易にお見舞いに行くわけにはいかなかった。
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　白いレースのカーテンから射し込む光が、徐々にその強さを増していく。

　無機質な病室には医療機器の電子音が響くだけで、外とは違う世界にいるようだ。患者の家族は、いつもこのような異質の空気に晒されていたのかと、雅史は同じ立場になって初めて知った。

　ベッドのそばに置いた椅子に座り、ベッドに横たわる父、慎一を見つめる。とても穏やかな寝顔だが、こうしてまじまじと見るのは初めてだ。

　雅史にとって慎一は、父ではなく上司の感覚に近い。

　母は弟、利臣の出産で雅史を連れて里帰りしたきり、慎一の待つ自宅へは戻らなかった。父親と過ごすのは誕生日やクリスマス、正月などのイベントのときだけ。子どもながらにその理由を聞いてはいけない気がしたため、雅史も利臣もそれに関してはいっさい口を閉ざしてきた。

　母はおそらく、政略結婚で結ばれた慎一の心に、楓の母親である元恋人の影を見つけてしまったのだろう。

　両親が長らく別居している理由は、楓から互いの父親の確かく執しつを聞くまで知る由もなかった。楓との間に、自分たちではどうすることもできない過去が隠されていたとは思いもよらない。避けようのない、不思議な縁を感じずにはいられなかった。

「……ん」

　慎一の瞼がピクリと動く。

「父さん」

　そう呼ぶのはどれくらいぶりか。〝院長〟が常だったため、なんとなく気恥ずかしさがある。

　ゆっくりと目を開けた慎一の焦点が雅史に合う。

「まさ、ふみ……」

　小さいながらも明瞭な声だった。

　脳梗塞を含む脳卒中の処置は時間との戦い。早い処置が、その後の回復度合いを左右する。幸いにも慎一は病院で、それも雅史の目の前で倒れたため、スピーディーに対処できたのがよかった。

「気分はどうですか？」

　ゆらゆらと揺れる瞳で部屋を見回す。ここが病室とわかり、自分の置かれた状況をすぐに把握したようで、その目にわずかに力が込められた。

「……どうして私を助けた？」

「医師であれば当然ですが……？」

　不可解な発言をする慎一に訝りつつ返す。

「放っておけば私を排除できただろう。そうすればお前は好きなように自分の人生を歩めるのに」

　目の前で倒れた人間を見て見ぬふりをして放置すればよかったと言いたいらしい。

　他人行儀な敬語を使ってきた慎一が、珍しく対等な口調だ。

「どんな理由があろうと、医師として人を見殺しにするような真似はしません」

　それが自分に不利に働こうとも。医師とはそういうものではないのか。

「父さんには、正当な方法で海老沢さんとのことを認めていただきますので」

「……久しぶりに〝父さん〟と呼ばれたのは私の記憶違いか」

　慎一の目元にかすかな笑みが浮かぶ。遠い過去を懐かしむように、その目が病室内を彷徨った。

「お前の秘書の海老沢さんは素敵な女性だな」

「アメリカ出張中にふたりで食事をしたそうですね」

「彼女から聞いたか」

　慎一がクスッと笑う。

「とても優しく聡明なお嬢さんだ」

　それは雅史が一番よく知っている。

「すみれさんによく似てる」

「……父さんはまだ、彼女の母親を？」

　未だにその心に元恋人が住んでいるのか。別れから何十年も経ち、互いにべつの人と結婚してもなお。

　慎一は小さく頭を振った。

「もちろん過去には愛していた。駆け落ちを考えるほど本気で結婚したかった。でも、お前の母さん、静しず香かと出会い、共に過ごすうちにその想いは消えていったよ。だからこそ雅史も利臣も授かったんだ。静香にはなかなか伝わらなかったがね」

　悲しく笑う顔に雅史まで胸が痛くなる。

　夫婦になりふたりの子どもをもうけながら、心の距離が縮まらず三十数年も経ってしまったふたりは、すれ違ったままでいいのだろうか。

　昨夜、慎一が倒れた一報を入れたが、母はまだ来ない。

（――いや、このままでいいわけがないだろ）

　雅史は白衣のポケットからスマートフォンを取り出した。静香のナンバーをリダイヤルしようとタップしかけたそのとき――。

　病室のドアが開き、利臣が現れた。その後ろに静香を連れて。

「母さん……」

　思わずぽつりと呟いた。

　ショートヘアをきちんと整え、しっかりとメイクもした美しい顔だが、目元にはクマができている。もしかしたら昨夜は寝ていないのかもしれない。

　病室に入るべきかどうか迷っている静香の背中を利臣が押す。

「ほら、中に入って」

　静香の表情には戸惑いが見て取れたが、雅史は立ち上がってドアまで行き、静香の肩を抱いてベッドサイドに誘った。

「……遅くなってごめんなさい、あなた。私がここへ来ていいものか迷って……」

　椅子に座った静香は俯いたままだ。

「心配をかけて済まない」

　力なく首を横に振る静香との間に沈黙が降りる。

「父さん」

　雅史は、背中を押すようにして呼びかけに願いを込めた。

　ふたりの間にあるわだかまりを解くなら今。すれ違い続けた想いをその口で伝えてほしい。

「静香、長い間悪かった」

「……え？」

「結婚してからずっと静香に勘違いをさせているのは気づいていたが、仕事の忙しさにかこつけて逃げていたよ」

　顔を上げた静香が慎一をじっと見つめる。その瞳は頼りなく揺れた。

「私は静香に感謝してる。こんな私と結婚してくれて、ふたりの息子たちに愛情を注いでくれて……。なにより、離れて暮らしているのに夫婦の形を崩さずにいてくれたことに」

「……ごめんなさい。私、妻らしいことをなにひとつしていないのに」

「それは私に責任がある。静香、ずっと言えずにいたが、……私はキミを大切に思ってる。今さらと言われたら返す言葉もない。……でも、嘘偽りのない本心だ」

　三十年以上の時を経て慎一の口からやっと出てきた言葉に、雅史は利臣と顔を見合わせて頷き合った。

「あなた……」

　ベッドの上に投げ出されていた慎一の手を静香が取る。

「うれしい。ありがとう」

　声を震わせる静香の目には、うっすらと涙が浮かんでいた。

　ふたりの人生はここからまた新たな時を刻んでいく。何事も遅すぎるということはない。

「兄さん、俺たちは出よう」

　邪魔者は早く退散しようと言うのだろう。

「そうだな」

　利臣の提案に頷き、引き戸を開けた雅史を慎一が引き止める。

「雅史、反対して済まなかった」

　そのひと言に楓との結婚を許す意味合いが含まれているのは、ひしひしと伝わってきた。




＊＊＊＊＊




　午前九時を過ぎても、雅史は部屋に顔を出さなかった。診察時間になったため、院長の病室から直接診察室に向かったのだろう。

　急きょ夜勤になったうえ、続けざまに診察がある雅史の体が心配になる。

「今日は午後に大事な用件は入っていないから、診察が終わったら帰ってもらおう」

　立ち上げたパソコンでスケジュールを確認し、ひとり言を呟いた。

（あれ？　そういえば……）

　出勤時間はとっくに回っているのに芹菜の姿がないと、ふと気づく。

（今日は休みなのかな）

　仕事ぶりはさておき時間にルーズなタイプではないため、急きょ休みになったのかもしれない。

　しかし念のためにナースステーションに問い合わせても、そのような連絡は入っていないという。

　もしかして通勤途中で事故にでも遭ったのではないか。楓を押しのけてまで雅史のアメリカ出張についていった彼女が、なんの連絡もなしに休むとは考えられない。

　雅史を奪い合う形になっている相手とはいえ放っておくわけにもいかず、楓はスマートフォンを取り出し、万一のために控えておいた彼女の連絡先に電話をかけた。

　ところが何度かけても一向に出る気配はなく、留守番電話に切り替わってしまう。メッセージを残すのはためらわれて、その都度切った。




　定型業務をこなしながら合間をみて芹菜に電話をかけつつ、お昼の時間となる。午後一時を過ぎ、ようやく雅史が戻ってきた。

「お疲れ様です。昨日はすみませんでした」

　立ち上がって迎えた彼は、やはり少し疲れた顔だ。

「楓」

　雅史は名前を呼ぶなり楓を抱きしめた。

「せんせ――」

　職場のため、やんわり引き離そうとしたが、かえって強く腕が巻かれる。

「少しでいいから充電させてくれ」

　二十四時間以上働き通しの彼にそう言われたら、嫌とは言えない。こんなことで雅史が英気を養えるのならお安い御用だ。

「お疲れですよね」

「かなりね。でも楓に触れて匂いを嗅いだらだいぶ生き返った」

　首筋に顔を近づけ、雅史が軽く唇で触れる。

「それじゃ今度、私の匂い袋でも作りましょうか」

「いいね。それがあれば百人力、いや千人力でも足りないな、万人力？」

「頼もしい匂いですね」

「楓がいれば、俺はそれだけでいい」

　仕事中だというのに、耳元で囁く声が情欲にまみれて甘い。

　しかしここは職場、それに流されるわけにはいかないと、雅史の胸を押して体を離し、話題を切り替える。

「院長のご容態は？」

「経過は良好だ」

　沙月からもそう聞いているが、そばにいた雅史本人の言葉はより説得力と安心感がある。

「よかったです。さすが神楽先生ですね」

「まあねと言いたいところだが、処置が早かったのがなによりだ」

　雅史がすぐに対応できたのは不幸中の幸いだ。

「ところで石川さんなんですけど、今日出勤してなくて……。なにか連絡はありましたか？」

　病院にはなくても、雅史には直接いっているかもしれない。

「そうか、来てないのか。まぁそうだろうな」

　雅史は気にも留めず、軽く流した。

　なにかあったのかとその目を探るが、楓にはなにも見つけられない。

　お嬢様の気まぐれで秘書業務に飽きたのだろうか。それとも、楓の悪評を院内に流して気が済んだのだろうか。

「いろいろ報告があるから、今夜ゆっくり話そう」

「……報告、ですか？」

　楓にとってマイナスなものではないかと身構えて体に力が入る。

　芹菜との結婚は避けられないと言われるのではないか。アメリカの一夜もなにか関連しているのではないか。

　彼女が出勤していないのはそのせいかもしれないと、嫌でも不安を煽られる。雅史の表情は深刻そうに見えないが、確かめるのも怖かった。

「俺のマンションで待ってる」

　雅史は最後にぎゅっと強く腕に力を込めてから楓を解放した。

「じゃ、今日は先に帰るから」

「お疲れ様でした」

　長丁場の勤務を終えた顔には、さすがに疲れが滲んでいる。今、なんの報告か確かめるのは酷だろう。早く休ませてあげたい。

　雅史は手をひらりと振って部屋を出ていった。




　その日の夕方、楓が帰り支度を済ませてスタッフ専用の通用口を出たときだった。

「楓」

　名前を呼ばれて振り返ると、そこに英太の姿があった。

「……どうしたんですか？」

「どうしたもこうしたも、楓が俺の電話に出てくれないからだよ。ここへ来る以外に連絡を取る方法はないだろう？」

　雅史が帰国した日、病院で英太と会って以降、彼からの電話を楓はスルーしていた。

「でも、私は英太さんとは結婚しませんから」

　何回繰り返せばいいのかと、つい強い口調になる。

「楓の主張はわかってる。けど今はそれどころじゃないんだ」

「……それどころじゃない？」

「キミのお父様が倒れてね」

「えっ……」

　雅史の父親の次は自分の父親かとヒヤッとする。

「うちの病院ですか？」

　入院しているのだとしたら海老沢総合病院だろうと焦って尋ねる。

「いや、自宅で療養してる」

「自宅で？」

　だとすれば、それほど深刻な容態ではないのか。

「キミのお父様は、楓には連絡しなくていいと言っていたんだけど、そうはいかないだろうと思って俺がしゃしゃり出たわけ」

　このところ楓絡みの心労があったから、その疲れが出たのかもしれない。楓に連絡しなくていいと芳郎が言ったのは、原因を作った娘の顔を見たくなかったからなのではないか。

「車で来てるから送っていく」

「でも」

　英太に腕を掴まれたが、足を踏ん張った。

「父親が体調不良で寝込んでいるのに顔くらい出さないでどうする」

「……私には会いたくないかもしれません」

「本当にそうだったら俺に話さないだろ。楓に伝えてほしいからだと思うけど」

　言われてみれば、たしかにそうかもしれない。父は昔から不器用なタイプで言葉足らずなところがあった。だから母とも心の行き違いがあったのだろう。

「楓、行こう」

　英太に諭され、気は進まないものの楓は従った。




　実家を訪れるのは、雅史とのことを認めてもらうために来て以来になる。

　英太は楓を家の前で降ろし、疲れさせたくないからと芳郎には会わずに帰った。

　鍵を自分で開けて中に入ると、ダイニングに兄の誠せい也やがいた。

　幼い頃には双子と間違われるくらいによく似た兄は現在、海老沢総合病院で心臓血管外科医として多くの患者の命を救っている。会うのは今年の正月以来だ。

「お兄ちゃん」

「……楓、なんでここに」

　楓が声をかけると、誠也はまるで幽霊でも見たかのような顔つきをした。

「なんでって、重森さんが知らせてくれて。それより、どうしてお兄ちゃんが連絡くれなかったの？」

「父さんから楓には知らせるなと口止めされていたんだ」

「でもこういうことは知らせてほしい」

　結婚問題と家族の体調とは別問題だ。

「そうだな、悪かった」

　自分でコーヒーを淹れていた誠也が素直に謝る。「一杯飲むか？」と聞いてきたが、楓は断った。

「お父さんの具合はどうなの？」

「過労だろうな。まぁ年齢相応に心臓にも負担がかかってるのはたしかだけど。深刻な容態ではないから心配するな」

　その言葉を聞いてほっとする。ひとまず差し迫った危機はないようだ。

「父さんなら寝室で休んでるから、顔を見せてやれ」

　誠也に言われ、素直に二階に足を向ける。

　階段の先に上がるのはどれくらいぶりだろう。約束の期限を目前に控えた今年の正月は、お昼におせちを一緒に食べただけで逃げるようにしてマンションへ帰ってしまった。それより前だとしたら、さらに一年前の正月か。

　そんなことを考えながら芳郎の寝室の前に立つ。ノックをしたが、眠っているのか返答がない。

　そっとドアを開け、中に足を踏み入れた。

　十四畳ほどの部屋の中央に大きなベッドがあり、芳郎はそこに横になっている。スリッパの音を立てないように静かに近づくと、規則的な寝息が聞こえてきた。

　顔色は目に見えて悪い。心なしか頬がこけたようにも見える。

（やっぱり私が原因だよね……）

　雅史の父親に続き自分の父親にまで心労を負わせ、なんともいえない気持ちになる。

　幼い頃からの言いつけ通り、芳郎の決めた相手との縁談を進めていれば、こんなふうに倒れることもなかったのかもしれない。

　楓が四年の猶予を欲しいなどとわがままを言わなければ。

　神楽総合病院で働かなければ。

　そうすれば、慎一も芳郎も過去の因縁に再び傷つけられる事態にはならなかっただろう。

　雅史と芹菜のアメリカでの疑惑をはっきりできないことも重なり、気持ちがどんどん後ろ向きになっていく。

「お父さん、ごめんね……」

　ぽつりと呟いたが、眠っている芳郎の耳には届かない。

　ふと、バッグの中でスマートフォンが着信を知らせている音に気づき、急いで寝室を出た。

　取り出したスマートフォンの画面には雅史の名前が表示されている。ここへ来る途中、英太の運転する車の中で【少し遅くなります】とメッセージを送り、それきりになっていた。

「ごめんなさい、雅史さん」

　耳に押しあてて即座に謝る。

《残業？》

「いえ、じつは父が倒れて……」

　状況をかいつまんで説明すると、雅史は言葉に詰まっているようだった。

「でも、兄によるとそれほど心配しなくて大丈夫みたいなので」

　暗くなりそうな雰囲気を払しょくすべく、無理に明るい声を出した。

《そうか……》

「今夜は実家にいますね」

　さすがにこんな状態の父親を放ってはおけない。

《そうだな、そうしたほうがいい。しばらく仕事も休んで付き添ったほうがいいんじゃないか？》

　雅史に提案されて心が揺れる。

　雅史は気遣って言っているのだろうが、楓の不在中に芹菜が彼に接近するのではないかと不安が頭をもたげた。気が滅入っているため、つい悪いほうへ考えてしまう。

「でも仕事が」

《仕事よりそっちが大事だ》

　雅史の言い分は決して間違いではないため、楓もそれ以上は食い下がれなかった。

《話は楓が戻ってきてからにしよう》

「……はい。すみません、仕事のほうよろしくお願いします」

　そう返す以外にない。

　楓は複雑な気持ちで雅史との通話を切った。

　その後、芳郎の妹、尚美も見舞いに駆けつけ、誠也も含めた三人で束の間の団だん欒らんとなる。家政婦が作ってくれた夕食を食べ、尚美と誠也は実家をあとにした。




　実家へ来て、早くも一週間が過ぎていった。

　芳郎の体調は徐々に回復しつつあり、誠也の見込みではあと数日もすれば仕事に復帰できるだろうという。

　ここへ来た最初の夜、目を覚ました芳郎は楓を見て相当驚いた様子だった。英太はああ言ったけれど、知らせるつもりはまったくなかったようだ。

　体調が芳かんばしくないせいか雅史や英太の話題にはならず、この一週間は他愛のないおしゃべりだけなのは楓も助かった。何度か芳郎がその話題に触れそうな気配はあったものの、口を開きかけては噤んでいた。

「一週間、神楽雅史と離れて、少しは気持ちの整理もできたんじゃないか？」

　意味をはかりかねる言葉を投げかけてきたのは、連日のように訪れる英太だった。

「……どういう意味？」

　夕食の後片づけをしていた家政婦の手伝いを終え、リビングにいる英太にコーヒーを出したタイミングだ。

「恋人同士なんて、会わずに離れていれば心も同様に離れていくものだから」

「それは相手によると思います」

　離れる人もいれば、そうでない人もいる。一概に決めつけてほしくない。

「じゃ、俺が海外赴任するときはどう思った？　離れても心は一緒？　それともその逆？」

　英太と別れたときの話を持ち出されて困惑する。今さら昔話をしても、過去は変えようがないのに。

「どうして別れを選ぶのか理解できませんでした」

　それでもありのままを答えた。のらりくらりとかわしたところで、英太は質問をあきらめないだろうから。

　家庭教師をしてもらっていたときもそうだった。疑問は最後まで突き詰めろと教わった。わからないままにするなと。とはいえ全部が全部、明らかにできるものばかりではないけれど。雅史と芹菜の疑惑がいい例だ。

「つまり、離れようが好きな気持ちに変わりはないと」

「そうなりますね」

「俺は、そうは思えなかった。人なんて離れたらおしまいだと。でもそれを今になって後悔してる。当時はキミのお父さんに反対されていたけど、あのまま楓を手放さなかったら、今も俺の隣にいたんだろうなって。どういう意味かわかる？」

　英太は、右隣の椅子を引いて楓を座らせた。首を横に振る楓に先を続ける。

「久しぶりに再会したら〝あぁ俺はやっぱり楓が好きだったんだ。あのときお互いの気持ちを信じればよかった〟って。ずっと心の奥深くに楓がいた」

　真剣な表情は、決してジョークではない。再会してからどことなく軽い調子だった英太が見せる、久しぶりの誠実な一面だった。

「でも私は」

　楓が言いかけたそのとき、ポケットに入れていたスマートフォンが着信を知らせて鳴り響く。取り出したらそれは雅史からの電話だった。

　今夜はたしか夜勤の予定だから病院からだろう。

　英太にひと言断り、座ったまま彼に背を向けて応答をタップする。

「もしもし」

　耳にあてるとすぐに《楓》と雅史の声が聞こえてきた。こうして電話やメッセージのやり取りはしているが、一週間よりもっと長く会っていない気がしてならず、胸の奥がきゅうっと狭まる感覚だ。

《お父様の具合は？》

「もうだいぶいいです。長くお休みしてすみません」

《こっちのことは心配するな》

　芹菜がいるからなのかと勘繰りたくなるのは、いろいろな問題が片づいていないせいだ。

「院長は？」

《院長も問題ない。今は自宅療養中だが、間もなく仕事に復帰できるだろう》

　雅史の報告に安堵していると、英太が背後で唐突に大きな声を出した。

「楓、そろそろ風呂でも入ろうか」

「ちょっ、英太さん、なに言ってるんですか。やめてください」

　スマートフォンを手で押さえ、振り返って英太をたしなめる。

　誤解されるようなことをわざと言うのはひどい。

「雅史さん、今のは気にしないでください」

《……重森英太もそこにいるのか》

「父のお見舞いに来ただけなので」

　焦って説明する。ふたりきりでいるわけではなく、やましい事実はなにひとつない。

　英太が「今夜はここに泊まろうかな」とおもしろがって言うのと、電話の向こうで《神楽先生、ちょっといいでしょうか》という看護師の声が聞こえるのが同時だった。

《楓、ごめん、またかける》

　雅史は慌てるようにして通話を切った。

「英太さん、今のはなんですか？　どうしてお風呂なんて言うんですか」

　英太との間になにもないと知っていても、雅史は気分を害しただろう。

「そんなの簡単だ。楓を神楽雅史から奪いたいから。俺は楓の父親も認める婚約者だろう」

「婚約なんてしてないですから」

　雅史とは将来を誓い合ったが、英太とはとっくの昔に終わっている。

「もう帰ってください」

　椅子をガタンと鳴らして立ち上がる。これ以上、英太と話していても平行線で埒らちが明かない。

「楓、待って」

　ダイニングを立ち去ろうとしたが、英太に手首を掴まれた。ぐいと引っ張られ、彼のほうを強制的に向かされる。腰を引き寄せられ、一気にふたりの距離を詰められた。

　――キスされる。

　そう予感した瞬間、とっさに英太の胸を力任せに押しやった。彼の体がぐらりと体勢を崩した隙を突いて、パッと身を翻す。

「もう帰って！」

　背中越しに言葉を投げ、猛ダッシュで二階の自室に向かった。少し乱暴にドアを閉め、階下の様子に耳を澄ませていると、英太が玄関から出ていく音が聞こえてきた。

　肩を上下させて息を吐き、ベッドに腰を下ろす。雅史にすぐにでも釈明の電話を入れたいが、仕事中のため叶わない。

　仕方なくお風呂に入って気分を一新させようと決めた。

　ここへ来たのは突発的だったため、洋服はクローゼットに置いたままになっているものだけ。扉を開いて、着替えを漁あさる。

　下着類を探して、昨日までとは違う引き出しを開けたところで、ふとあるものが目に留まった。

「これ……」

　そっと手を伸ばして取り出したのは、四センチほどの厚さの日記である。革製の表紙でずっしりとした重みがある。

　それは母、すみれがいつもリビングで本を読んでいる合間に綴つづっていたもの。闘病中は病院のベッドで毎日書いていたものだった。

　亡くなったときに病室の引き出しから楓が引き取ったが、ダイヤル式の南なん京きん錠じょうがついているため開けられずにしまっておいたのだ。

　久しぶりにそれを手にし、懐かしさが込み上げてくる。母が生きていた頃、『なにを書いているの？』と何度か質問したが、そのたびに『内緒』と微笑む母の顔は少女のように愛らしかった。

　母が亡くなった当時、いっそダイヤルごと壊してしまおうかと兄と話したときもあったが、鍵をかけてまで秘密にしていたものを暴く必要はないだろうとの結論に達していた。

　あれから十年。父の妹の尚美が、両親の過去を明かしてくれたように、この日記もそろそろ読んでもいい頃ではないか。

　とはいえ、相変わらずナンバーはわからないまま。当時も四ケタの番号をいろいろ試したが、結局開かずじまいだった。

　ダメもとでくるくると数字を選んでいく。楓や誠也の誕生日は該当せず、芳郎も違っていた。ほかにも語呂合わせでいくつか試すが、やはり開かない。

「きっと違うだろうけど……」

　不意に思いついたのが、両親の結婚記念日だった。表面的にあまり良好な関係には見えなかったため、亡くなった当時はまるで頭になかった数字だ。

「たしか九月二十五日だよね」

　いつだったかふたりの結婚式の写真を見せてもらったときに、印字された日付がそうだった。式の当日に忙しい中、ふたりで婚姻届を提出したと話していた記憶がある。

　――〇九二五。

　ゼロから順に数字を並べていく。

　きっと違うだろう。頭では否定しながら最後の五に合わせたそのとき、カチッと音を立てて南京錠の掛け金が外れた。

「――嘘でしょ。開いちゃった」

　自分で数字を選んでおきながら、まさかという思いが強かったため驚きのほうが大きい。母が秘密にしておきたかったものを暴く申し訳なさと、なにが書かれているのだろうという緊張が胸を高鳴らせる。

　もしも雅史の父、慎一への愛に溢れた内容だったら、そのときは黙って閉じよう。

「お母さん、ごめん、読ませてもらうね」

　ひと言断りページをめくった途端、懐かしい母の文字が現れた。

　今日は誰と食事をした、楓や誠也とこんな話をしたなど、何気ない日常が綴られていく。庭の草花の芽吹きや空模様にも触れられ、その時々の季節を感じさせる内容だ。

　リビングから見える庭の四季の移り変わりが目に浮かび、それを穏やかな笑顔で見つめる母の姿が思い起こされ、懐かしさに包まれる。

　病気が見つかったときのものは、母として妻として生への執着が書かれていた。

　なによりも目を引いたのは入院中の日記だ。

　どのページにも〝芳郎さん〟があり、こんなことを言ってくれた、笑顔を見せてくれたなど、まるで恋する少女のような初うい々ういしい文章が切々と綴られていた。

（やっぱり……）

　母の想い人は雅史の父ではない。父、芳郎を愛していたのだ。

　母は、失恋を癒いやしてくれた芳郎に、たしかに恋をしていた。

　それなのに父は三十年以上も勘違いし続け、未だに燻くすぶった想いを抱えている。

　最後まで読まずに日記を閉じ、楓は芳郎の寝室に向かった。

（お母さんの気持ちを届けなきゃ）

　楓はその一心だった。

　ノックと同時にドアを開け、パタパタとスリッパの音を響かせて中に入る。

「お父さん」

「なんだ、騒がしいな」

　ベッドに入って本を読んでいた芳郎は、老眼鏡を外して訝しげにした。

「ごめんなさい。あのね、お母さんが残してた日記、覚えてる？　これなんだけど」

　楓は抱えてきた日記を芳郎に差し出した。

「……こんなものをまだとっておいたのか」

「こんなものって、お母さんが残した大事なものなのに」

「鍵までかけて、誰にも読まれないようにしたものじゃないか」

　忌いま々いましいものでも見る目を日記に向ける。芳郎はきっと、中に書かれているのは元恋人の慎一への忘れられない恋心だと考えているのだろう。

「それが開いたの」

「……開いた？」

　芳郎は眉をピクリと動かしたが、次の瞬間にはフンと鼻を鳴らした。

「開いたからといって、人の日記など読むものではない」

「ううん、お父さんはこれを読むべき」

　芳郎にとって、これほど大切なものはほかにないはずだ。

「……どういう意味だ」

「鍵のナンバーがいくつだったと思う？」

「そんなのわかるわけがないだろう」

　芳郎は軽く首を振りながら、呆れ返ってため息をついた。

「お父さんたちの結婚記念日だったの」

「結婚、記念日……？」

　まさかそんな。芳郎の目がそう言っていた。

　大切な日記にかけた鍵のナンバーが、ふたりの門出を祝う日だとは思いもしなかったのだろう。自分にとっては大切な日でも、妻にとってはほかの男のものになる憂いに満ちた日だと考えていたから。

「お母さん、お父さんにこれを読んでほしかったんじゃないかな。ふたりにとって大事な記念日にしておけば、絶対にお父さんは読んでくれるだろうと思って」

　日記にしたためた夫への想いを、いつの日か知ってもらいたかったに違いない。それなのに亡くなってから十年間も放置してしまった。

「だから読んであげて。お願い」

　楓が差し出した日記を戸惑いながら受け取った芳郎は、まだどうしようか迷っている様子だ。おそらく今、激しい葛藤の中にいるのだろう。

　慎一への未練を突きつけられるのか、それとも結婚記念日を大切なナンバーにした理由が明かされるのか。あとは芳郎に任せる以外にない。

「それじゃ、お父さん、私は行くね。おやすみなさい」

　楓の挨拶も耳に入らないようで、芳郎は日記をまじまじと見つめた。

　きっと大丈夫。ふたりはわかり合える。

　楓がそんな想いに包まれたその夜、芳郎の寝室からは、こらえきれない嗚お咽えつが深夜まで漏れ聞こえていた。




　翌朝、楓を目覚めさせたのは家政婦の「お客様がお見えです」との言葉だった。

　ベッドで時計を確認したら、まだ七時前だ。昨夜は芳郎が気がかりであまり眠れず、うつらうつらしただけのため、いつもならとっくに目覚めている時間なのに瞼が重い。

　もしや昨夜に引き続き英太ではないかと嫌な予感が胸をかすめつつ、ベッドから抜け出た。

　顔を洗って急いで着替え、数少ないメイク道具のアイブロウとリップで手早く済ませる。

　そうして身支度を終えてリビングのドアを開けた楓は、ソファに座る人物を見て幻じゃないかと目を疑った。

「雅史さん……!?」

　なぜここに彼が。あまりにも衝撃的すぎて、名前を呼んだきり言葉が出てこない。ドアノブを掴んだまま、そこでフリーズした。

「夜勤明けで車を飛ばしてきた」

　夜のうちに楓の実家の住所を調べ上げたという。

「どうして」

「昨夜、電話で妙な人間が近くにいただろう。居ても立ってもいられなかった」

　妙な人間とはたぶん、いや確実に英太を指しているのだろう。

　だからといって楓の実家にひとりで乗り込むとは、すごい勇気だ。なにしろ芳郎に認めてもらっていない。

「それに話したいことが山ほどある」

「……だからって、こんなに遠くまで？」

　車で十分、十五分の距離ではない。高速を飛ばして二時間かかる距離だ。

　彼のそばまでゆっくり足を進めると、雅史は立ち上がって楓を抱きしめた。

「一週間も離れてた恋人に対する言葉とは思えないな」

「ごめんなさい。変な意味じゃなくて、忙しいのにって言いたいんです。それも夜勤明けなんて」

　父親の状態も気がかりだろうし、ただでさえ秘書の楓がサポートできていない忙しい最中なのに。

「楓は俺に会いたくなかったのか。重森英太のほうがよくなったのか」

「まさか！　そんなわけないじゃないですか」

　雅史の胸を押しやったそのとき、リビングのドアが開いて家政婦が顔を覗かせたため、とっさに彼と距離を取る。

「……英太さん」

　彼女の後ろから思わぬ人物が登場した。ドアを開けたところで雅史を見つけて目を鋭くさせる。

「どうしてあなたがここに？」

「それはこっちのセリフですよ、重森英太さん」

　雅史は、訝しがる英太に怯む様子はまったくない。むしろ好戦的な空気に楓のほうがハラハラする。

「神楽さん、あなたもなかなかしつこい人ですね」

　雅史をじっと見据えながら、英太は室内にゆっくり歩みを進めた。

「そうですね。あなたのように留学で楓をあきらめるような生半可な気持ちでないのはたしかです」

　英太の眼差しがわずかに揺らぐ。留学がきっかけで楓との別れを選んだのは事実だ。

「俺は、どんな困難があろうとも絶対に楓を離さない」

　雅史は隣に立つ楓の肩をぐっと自分のほうに引き寄せた。その宣言に力強さと決意の固さを感じて、胸が熱くなる。

　雅史との未来が険しい道のりなのは変わらないが、そこまで想ってもらえる喜びと誇りが楓の心を満たした。

　しばらくじりじりと睨み合っていたふたりだったが、英太が全身の力を抜くように大きく息を吐く。

「――自分の愚かさが今ほど身に染みたことはないね。どうしてあのとき楓を手放したのか。後悔先に立たずとはよく言ったもんだ」

　やれやれといった様子で肩を上げ下げする。先ほどまで険しかった表情を解き、自嘲気味に笑った。

「俺が楓を幸せにしてやりたかったけど、出番はないみたいだな」

「残念ながら、あなたは必要ない」

「ごめんなさい、英太さん。私は雅史さんと生きていきます」

　きっぱり言い放った雅史に続き、楓は頭を下げてから宣言する。

　英太だけではなく、ほかの誰でもない。この先の未来、隣にいてほしいのは雅史だけだ。

「もうわかった、降参だ。負けを認めるよ。ここまではっきり振られると、かえって気持ちがいいもんだな」

　英太は〝お手上げ〟といったふうに軽くバンザイして敗北を表明した。

「敗軍は潔く帰るとするか」

　手をひらりと振り、楓にひと言「幸せになれよ」と言い残し、リビングを出ていく。最後の最後に爽やかな空気をまき散らすとは心憎い。楓は雅史と顔を見合わせ、安堵の笑みを浮かべた。

　がしかし、まだ喜ぶべき局面までは辿り着いていない。互いの両親を説得しなければ、幸せにはなれないのだから。

　英太が去ってすぐ、再びリビングのドアが開く。芳郎だ。

「起き上がって平気なの？」

「大丈夫だ」

　芳郎は、楓が昨夜渡した日記を携えていた。今朝まで読んでいたのだろうか、目が赤い。

　芳郎の視線が楓から雅史に移る。

「はじめまして、神楽雅史と申します。突然お邪魔し、大変申し訳ありません」

　両手を両脇に揃え、雅史が深く頭を下げる。

「キミが神楽慎一の息子か……」

　ここで激しいやり取りがあったら体にも障るし大変だと、楓は芳郎を宥めるつもりで慌ててそばに寄った。

「あのね、お父さん」

　ところが予想に反し、芳郎が楓の腕を穏やかな表情で撫でる。

「心配するな、楓」

　芳郎は小さくそう言ってから、雅史にソファに座るよう勧め、自分も深く腰を下ろした。

　楓も芳郎の隣に座る。

「雅史くん、こんな格好なのは許してくれたまえ」

　パジャマ姿の詫わびを入れ、芳郎は軽く目線を下げた。

　威圧的な態度になるかと心配したが、思いのほかやわらかい物言いだ。

「いえ、こちらこそ体調を崩されている中、失礼を承知のうえで朝早く訪問し、本当に申し訳ありません」

　双方で謝り合っているとリビングのドアが開き、家政婦がお茶を運んできた。

　それぞれの前に茶碗を置いて静かに去っていくのを見計らい、雅史が口を開く。

「どうか楓さんとの結婚をお許しいただけないでしょうか」

　まさか今ここでその話をするとは思わなかったため、ヒヤッとさせられる。楓ですら、自分の父親をまだ説得できていない。

　雅史が真剣な眼差しを芳郎に向ける中、楓はこれまで以上にそわそわと落ち着かずにいる。

　芳郎は息を深く吸ったあと、大きく吐き出した。

「楓には、病院を共に守っていける相手との結婚を望んでいました」

　現在進行形でなく過去形の言葉に耳が反応する。

「それが楓のためでもあると考えていたからです。私が選んだ相手なら間違いないと自負もありましたから。でも」

　芳郎はそこでいったん切り、お茶で喉を潤した。

「それは親のエゴだったのかもしれません。自分は好きな女性と添い遂げたのに、娘にはそれを許さなかったのですから」

　妻の残した日記が、芳郎の頑なな心を溶かしたのだろうか。病み上がりなのも影響しているだろうが、その表情は久しぶりに見る穏やかなものだった。

「妻に諭されてしまいましたよ。こんなところに遺言を残しておくなんて、妻もなかなかなものです」

　手にしていた日記の最後のページを開いて楓によこす。

「……読んでいいの？」

　芳郎が頷いたため、楓はそこに目を落とした。

　楓が読んだ日記の最初の頃に比べて、文字にか弱さを感じる。でもそこには芳郎はもちろん、楓にも送られた愛の言葉が記されていた。

【私は芳郎さんと結婚できて本当に幸せでした。愛する人と人生を歩める幸せを子どもたちにも教えたい。芳郎さん、どうか誠也と楓が心から愛する人と一緒になれるよう見守ってあげてください】

　締めくくられるように書かれた日付は亡くなる二日前のもの。最後の力を振り絞って書き残したに違いない。

「これを読んだあとに、楓の意向に沿わない結婚を進めるわけにはいかないだろう」

「お父さん……」

「雅史くん、キミのお父様がなんとおっしゃるかわからないが、どうか娘を幸せにしてやってください」

　微笑んだ芳郎の顔は、まるで憑き物が落ちたかのように晴れやかだった。

「ありがとうございます。父でしたら、ご心配に及びません。無事に許しを得ました」

「えっ……」

　雅史の言葉に反応したのは楓のほうだった。慎一がふたりを許したとは何事か。

　驚いて口を半開きにした楓に、雅史がゆっくり頷く。

「そうでしたか。それはよかった。英太くんには申し訳ないことをしてしまったが、私から頭を下げておくから楓は心配しなくていい」

「それならさっき、英太さんには直接」

「彼もここへ来ていたのか」

　三人でのやり取りをかいつまんで話すと、芳郎は「そうだったか」と複雑な表情だ。

「私が無理に話を進めたのがなによりの元凶だから、やはりきちんと謝罪しておこう。雅史くん、楓を頼んだよ」

「楓さんのことは私にお任せください」

　心強い雅史の宣言に、芳郎は満足そうに笑みを浮かべた。




　その後、芳郎は「お父様によろしく」と告げ、もう少し休むからと日記を大事そうに抱えて部屋を出ていった。

　リビングでふたりきりになると、雅史は楓の隣に移動しそっと引き寄せた。

「院長が私たちのこと認めてくださったって本当ですか？」

　未だに信じられず確認せずにはいられない。

　あれほど頑なに反対し、芹菜まで送り込んできたというのに。

「ああ。石川さんも、もう病院には来ない」

「……石川さんも？　あきらめてくれたんですか？」

　あの彼女があっさり引き下がるのも信じられない。

　雅史が、楓と離れていたこの一週間の顛てん末まつをゆっくり話しはじめる。

　芹菜がアメリカから送ってきたメールを雅史が発見し、それが発端となって彼女を慎一の目の前で排除したこと。その後、倒れた慎一が目覚めたときのやり取りなど、詳細に聞かされ、ふたりの未来が開けたのを目のあたりにする。

　じわじわと実感が込み上げてくるが、最後にひとつだけどうしても確認したいことがあった。

「石川さんとは、アメリカでなにもなかったんですよね？」

「あたり前だ。言っただろう？　睡眠薬を飲まされたと。俺を信じられない？」

「ごめんなさい。信じられないわけじゃないんです。でも……」

　衝撃的なものを見せられたため、ずっと心の中にわだかまりがあったのは事実だ。

「俺こそごめん。楓につらい思いをさせているのも知らずに。楓が俺を問い詰められないように彼女が仕向けたのはわかってる。でももう、そんな思いは二度とさせないから」

　雅史の強い眼差しに頷き返す。

「楓、改めて言わせてくれ。結婚しよう」

　それは二度目のプロポーズだった。

　誰の反対もない。亡くなった母も願った、心から愛する人のプロポーズ。

「はい」

　この二カ月半の間にあった出来事が走馬灯のように蘇る。

　甘い一夜を過ごしたあとの試練は、ふたりが幸せな瞬間を迎えるためのものだったと今なら思えた。

　これからは雅史とふたりの未来についてだけ考えればいい。

　それだけで途方もない幸せを感じた。










ふたりの未来




　七月に入り、梅雨つゆの合間の晴れ間が射した休日の午後、楓は雅史の車に乗ってある場所へ向かっていた。

　ぎらつく太陽はすでに真夏の熱を抱え、容赦なく降り注ぐ。車のエアコンを最大にして、ようやくちょっと涼しいくらいだった。梅雨明けも間もなくだろう。

　ふたりが向かうのは、雅史の友人である京きょう極ごく朋とも久ひさのマンション。雅史たっての希望で、彼に婚姻届の証人になってほしいという。

　結婚式を秋に控えた雅史と楓は正式に婚約し、そのニュースは一気に病院内を駆け抜けた。

　楓は芹菜の恋敵としてさんざんな噂を立てられたが、雅史がそれを清々しいほどに一掃。ナースステーションで『俺が想っているのは、はじめから海老沢さんひとりだ。ほかの誰でもない』と堂々宣言したときには恥ずかしさとうれしさに包まれた。

　あれきり病院に来なくなった芹菜は、本人の希望でイギリスに留学したと風の噂で聞いた。傷心かと思いきや『あっちで極上の男をゲットするんだから』と息巻いていたらしく、楓は密かにほっとしている。彼女とはあまりいい終わり方ではなかったため、気がかりだったのだ。

　楓たちを取り巻くすべての歯車がうまく回りはじめ、いいほうへと導かれている気がする。

　雅史の友人が住む三階建ての低層マンションは、駅を中心におしゃれなショップやカフェ、レストランが数多くある街にあった。

　セキュリティゲートを何度か抜けてインターフォンを押すと玄関のドアが開かれ、かわいらしい女性が顔を出した。

「雅史さん、いらっしゃい。はじめまして、菜な乃の花かです」

　雅史に挨拶してから、楓のほうに笑顔を向ける。

「菜乃花ちゃん、どうも」

「はじめまして、海老沢楓です」

　フレンドリーな挨拶をした雅史に続いて、楓も自己紹介する。

　朋久と菜乃花も結婚したばかりの夫婦だと雅史から聞いている。朋久は日本最大手の弁護士事務所の後継者で、妻の菜乃花もそこで働いているらしい。

　菜乃花の後ろから背の高い男性、朋久が顔を覗かせた。雅史と優劣をつけがたい容姿をしている。

「いらっしゃい」

「海老沢楓と申します」

　続けざまに挨拶をしてから、ここへ来る途中に立ち寄ったパティスリーのケーキ箱を差し出した。

「わぁ！　『ミレーヌ』のスイーツですか!?」

　菜乃花がぱぁっと顔を輝かせる。

「はい、たまにどうしても食べたくなるんです」

　いつだったか、雅史が昼休憩に買ってきてくれたのがきっかけで、楓はすっかりそこの大ファンだ。

「私もそこのスイーツは大好きです。特にイチゴタルトが」

「わかります！　あれ、おいしいですよね」

　玄関先で意気投合。つい甘いもの談義に花を咲かせていると、「あがってもらったら？」と朋久が笑いながら促した。

「そうだよね。楓さん、雅史さん、どうぞ」

「お邪魔します」

　出されたスリッパに履き替え、中に足を進めていく。

　二階ほどの高さのあるリビングの天井からモダンなシャンデリアが吊つるされている。大きな窓は開放的で、とても爽快だ。

　ホワイトレザーのコーナーソファに雅史と並んで座った。

　ほどなくして菜乃花がコーヒーの香りを連れて現れる。

「いただいたものでごめんなさい。せっかくだから一緒に食べましょう」

　コーヒーと一緒に楓たちが買ってきたミレーヌのケーキを並べた。先ほど話題にあがったイチゴタルトだ。

「ありがとうございます」

「菜乃花ちゃん、ありがとう」

　雅史と揃ってコーヒーに口をつける。

「それにしても、一月に会ったときには付き合ってる女性はいないって言ってたのに」

　朋久がクスリと笑う。

　ふたりは大学時代からの友人で、毎月飲みに行く仲だという。一月といったら、ほんの半年前の話だ。

「朋久に言われたくない。お前だってあのときは菜乃花ちゃんとは単なる同居人だったろう？」

　朋久と菜乃花は幼馴染みで、彼女が高校生のときに両親を亡くし、以来一緒に暮らしはじめたのだとか。そのまま気持ちを育み、結婚とはロマンティックだ。

「それで今日は証人になってほしいって？」

「そう。朋久たちのときは俺がサインしたからお互い様ってことで」

　雅史の気配を察知し、楓がバッグから丁寧に折りたたんだ婚姻届を取り出す。雅史にさりげなく手渡した。

　いっぽうの証人欄には楓の父のサインがある。芳郎はあの日以来、肌身離さずすみれの日記を持ち歩き、毎日読み返しているという。

『母さんと一日一日をやりなおしているみたいだ』

　そう笑う顔は、楓がこれまで見てきた中でも群を抜いて幸せそうだ。

　本音を言えば、亡くなる前に母の気持ちに気づいてほしかったが、生涯気づかずにいるよりずっといい。妻が亡くなってから本当の夫婦になれたようだ。

　慎一も、妻の静香と長年の別居を解消し、今はふたりで暮らしているという。

　雅史と朋久の会話のタイミングを見て、バッグから万年筆を取り出す。朋久に「お願いします」と差し出すと、菜乃花が「楓さんたち、なんかいいな」と微笑んだ。

「いいってなにが？」

　雅史が目をまたたかせて聞き返す。

「すごく自然。雅史さんの呼吸に合わせた動作というか、以心伝心？　絶妙なコンビネーションが」

「楓は優秀な秘書でもあるからね」

「優秀なんて大袈裟です」

　褒められたのが照れくさくて即座に訂正する。

「いや、楓の右に出る秘書はいない」

「はいはい、ごちそう様」

　楓の照れなどお構いなしに雅史がさらに称えたため、朋久は半分あきれ顔だ。

「じゃ公私ともに雅史さんのそばにいるんですね」

「そうなります」

「ちょっと羨ましいかも」

「菜乃は俺の秘書は嫌がってるじゃないか」

　羨望の眼差しを向ける菜乃花に朋久が茶々を入れる。

「そうだけど。でもたまにならいいかも」

「なんだそれ」

　朋久は笑いながら菜乃花の髪をくしゃっと撫でた。

「ちょっと朋くん、髪がぐちゃぐちゃになっちゃうから」

「乱れたくらいがちょうどいい」

「もう、なにそれ」

　とても仲がいい夫婦だ。

（私たちもそんなふうになれるかな……）

　微笑ましいふたりを前に、希望に満ちた未来を夢見る。

　ふと隣から感じた視線に顔を向けると、雅史が優しい目をして楓を見つめていた。

　この人とこの先の未来をずっと一緒に――。

　仲良くじゃれ合う朋久たちに隠れて、楓たちはそっと手を握り合った。




　朋久たちのマンションをあとにし、ふたりは雅史の運転する車で自宅マンションへ向かっていた。

　信号待ちで止まり、ふと目の前の横断歩道を歩く女性に目が留まる。ふっくらとしたお腹から、そこに命が宿っているのは一目瞭然。その姿を見て、楓は少し前に自分の身に起きた妊娠疑惑を思い出した。

　ついふっと笑みをこぼすと、雅史は「なに、どうした」と不思議そうに運転席から楓を見る。

「雅史さんがアメリカ出張に行っていたとき、ちょっとした事件があったんです」

「事件？　それは穏やかじゃないな」

「とはいっても私的に、なんですけど」

　そう前置きをして、一連の妊娠騒動を彼に話しはじめる。

　幸せを手にした今だから笑って話せるが、あのときは本気でどうしようかと悩んだ。子どもさえ授かれば、雅史を奪われなくて済むのではないかと、ちょっと危険な思想になったのも否めない。

「結局、妊娠はしていませんでしたが」

「そんなときにそばにいてやれなくて悪かった」

　雅史が左手を伸ばして楓の髪を撫でる。直後に信号が青になり、車は再びゆっくり走りだした。

「いえ、お仕事ですから。それに私の妄想だったので」

「それじゃ、その妄想を真実にしよう」

「はい？」

　ハンドルを握る彼をパッと見る。雅史の横顔に笑みが滲んだ。

「早いところ帰って、ふたりの愛をとことん深め合おうじゃないか」

「それは〝子づくり〟という認識で合っていますか？」

　愛を深めるにはいろいろな方法があるため、念のために確認する。

「満点の回答だ。楓と俺の愛の結晶を育もう」

「こんなに明るいうちからですか？」

「愛に暗さも明るさも関係ないだろう？」

「お互いの気持ちがそこにあれば」

「交渉成立。急いで帰るぞ」

　初めて一夜を共にしたときのように軽快なやり取りをして笑い合う。

　直後に雅史が見せた蠱こ惑わく的てきな表情に、楓は胸が高鳴るのを感じていた。










エピローグ




　三カ月後――。

　厳かなパイプオルガンの音色がやみ、耳に心地のいい神父の声が眩い光に満ちたチャペルにすーっと溶けていく。

「では、誓いのキスを」

　純白のベールを持ち上げるのは、いつにも増して華麗な姿の雅史である。

　整髪料でしっかり整えた髪も、理知的な相貌も、まるで童話から抜け出てきた王子様そのもの。

　見目麗しい男が、今まさに神に永遠の愛を誓い合った楓の夫である。

　これまで何度もキスはしてきたのに、神聖な場所のせいか鼓動がありえないスピードを上げていく。

　ゆっくり顔を近づけてきた雅史と唇が重なる。

「愛してる」

　唇を離す間際、雅史は誰にも聞こえないほど小さな声で囁いた。

　あの夜、楓が覚悟をもって雅史と食事をしなければ、こんなにも幸せな時間はなかったかもしれない。

　雅史と出会い、その夜を迎えたからこそ、お互いの両親の愛も取り戻せた。

　ひとつの愛が何倍、何十倍と幾重にも重なっていく。

　小さな命が芽生えたお腹にそっと手をあて、来たる幸せな瞬間に想いを馳せる。

　鼻先を軽く合わせ、目線だけで〝私も〟と伝えた。

　再び流れはじめたパイプオルガンの音が、ふたりの気持ちをいっそう高める。

　世界でただひとり愛する人、そして愛の結晶と共に生涯を歩める幸せを胸に――。




ＥＮＤ










あとがき




　本作をお手に取り、最後までお読みくださりありがとうございました。

　パイロットにはじまり、弁護士、ドクターと続いた紅カオルの職業ヒーローシリーズ第三弾（勝手に命名）はいかがでしたでしょうか。

　こちらは前作の弁護士ヒーローと幼馴染ヒロインも最後のほうにちょこっと出演しております。そのふたりも相変わらず仲睦まじく過ごしていますが、お気づきになられたでしょうか。




　特殊職業にかかわらず、御曹司や社長モノでも専門的な部分を描くのは毎回苦労するのですが、じつは調べ物は大好き。それほど苦にならずに済んでいます。そこまで詳細に描けてはいませんけれど（笑）。

　むしろ資料集めや、それを読むのに夢中になり、執筆がおろそかになるほうが問題かもしれません。

　ベリーズ文庫では二度目のドクターものになりますが、外科医ってやはり素敵ですよね。本当はもっと執刀シーンを盛り込みたいのですが、私の力量不足により軽めのものになったのがちょっぴり残念です。

　今回のヒールはヒーロー雅史の政略結婚相手として登場した芹菜ですが、担当さんから「もっと暴れさせてしまいましょう」というご助言をいただき、サイト版よりさらに悪女に仕上がっているかと思います（笑）。

　ヒロイン楓とヒーロー雅史の甘いやり取りはもちろん、そんな点もお楽しみいただけたら嬉しいです。




　この度もたくさんの方々のお力添えにより、本作が完成しました。毎回細かな点に気づいてくださり、ご指導くださる担当の須藤さんや編集協力の妹尾さんには頭が上がりません。本当にありがとうございます。

　これからも謙虚に素直に前向きに、そして楽しく執筆を続けていけたらいいなと思います。このような機会を通して、また皆様にお目にかかれますように。

　いつも読んでくださりありがとうございます。




紅くれないカオル
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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